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９．生物調査の実施実績 

令和４年度の東京湾環境一斉調査における生物調査では、干潟調査及びその他の調査が

実施されました。調査参加機関のレポートに記載された参加状況を合算したところ、干潟

調査（９－１）に、延べ50の小学校、これとは別に延べ160名が参加し、その他の調査（９

－２）についても多くの機関によって調査が行われており、大勢の参加者によって生物調

査が実施されました。 

 

９－１ 干潟調査 

（１）干潟調査の概要 

令和４年度は東京湾の三番瀬、葛西海浜公園等の干潟を対象として調査が実施されま

した。また、より多くの方に東京湾を身近に感じてもらうため、昨年度に引き続き干潟調

査の一環として「カニ生息一斉調査」も実施されました。 

 

（２）調査参加機関 

令和４年度は、７団体から干潟調査の結果について報告があり（表 9－1）、そのうちの

２団体によりカニ生息一斉調査が実施されました。 

 

表９－１ 干潟生物調査の実施実績（実施日順） 

報告書

番号 
実施機関 調査場所 実施日 

①  ふなばし三番瀬環境学習館 ふなばし三番瀬海浜公園 
５月 24 日 

～10 月 11 日 

②  大田区環境マイスターの会 多摩川河口大田区側 

７月 12 日 

７月 15 日 

８月 12 日 

③  
横浜港湾空港技術調査事務所 

江戸前アサリわくわく調査 

横浜港湾空港技術調査事務所 

「潮彩の渚」(人工干潟) 
７月 28 日 

④  浦安三番瀬を大切にする会 浦安市三番瀬(日の出地区) ７月 30 日 

⑤  
横浜港湾空港技術調査事務所 

外来海洋生物観察会 

横浜港湾空港技術調査事務所 

「潮彩の渚」(人工干潟) 
８月２日 

⑥  
NPO法人ふるさと東京を考える実行

委員会 
葛西海浜公園西なぎさ ８月 25日 

⑦  江戸川区子ども未来館 葛西海浜公園 西なぎさ 
８月 27 日 

９月 23 日 
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（３）干潟調査の結果 

令和４年度の干潟調査は、７団体により５地点で実施されました（図９－１）。その結

果、16綱125種(令和2年9綱49種、令和3年8綱35種)の生物の生息が確認されました（表９

－２）。 

さらに今回確認された生物種について、環境省レッドリスト2020（令和２年３月）及び

環境省版海洋生物レッドリスト（平成29年３月）への掲載の有無を調べたところ、絶滅危

惧Ⅱ類（VU）と評価される種が５種、準絶滅危惧（NT）と評価される種が６種含まれてい

ることが確認できました。また、生態系被害防止外来種リスト（環境省及び農林水産省、

2016）への掲載の有無について調べたところ、特定外来生物は含まれていなかったもの

の、総合対策外来種が９種含まれていることがわかりました。 

 

出典：海洋状況表示システム(https://www.msil.go.jp)、国土地理院（GSI） 

図９－１ 干潟調査の実施地点と確認された生物種 

  

多摩川河口

ふなばし三番瀬海浜公園

潮彩の渚

葛西海浜公園西なぎさ

三番瀬（日の出地区）

被子植物門（単子葉植物綱）

刺胞動物門（鉢虫綱、ヒドロ虫綱、花虫綱）

海綿動物門（普通海綿綱）

環形動物門（多毛綱）

軟体動物門（腹足綱、二枚貝綱）

節足動物門（顎脚綱、軟甲綱、甲殻綱、昆虫綱）

脊索動物門（ホヤ綱）

脊索動物門（軟骨魚綱、条鰭綱、鳥綱）
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表９－２ 干潟調査で確認された生物種 

 
 

※環境省レッドリスト／海洋生物レッドリスト：評価カテゴリーは絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧 IA 類（CR）、絶滅危惧 IB 類（EN）、絶滅危惧 I類（CR+EN）、絶

滅危惧 II 類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）の 8 つに分けられる。 

絶滅危惧 2 類（VU）は「絶滅の危険が増大している種」、準絶滅危惧（NT）は「現時点での絶滅危険度は小さいが、 

生息条件の変化によっては『絶滅危惧』に移行する可能性のある種」と定義される。 

※生態系被害防止外来種リスト：定着を予防する外来種（定着予防外来種）、総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）、適切な管理が必要な産業上重要な外来種

（産業管理外来種）の大きく３つに分類される。 

 

  

神奈川

カテゴリ カテゴリ

被子植物 アマモ コアマモ Zostera japonica 　 ○
海綿 イソカイメン ナミイソカイメン Halichondria (Halichondria) panicea 　 ○
鉢虫 オキクラゲ アカクラゲ Chrysaora pacifica ○

ミズクラゲ ミズクラゲ Aurelia aurita ○ ○ ○
ヒドロ虫 ハナガサクラゲ ハナガサクラゲ Olindias formosa ○ 　
花虫 タテジマイソギンチャク タテジマイソギンチャク Haliplanella lineata 　 ○ ○
多毛 ゴカイ ヤマトカワゴカイ Hediste diadroma ○ 　

カワゴカイ属の一種・未同定 Hediste  sp. 　 ○
- - ○ 　

イトゴカイ - - ○ 　
イソメ イワムシ Marphysa sanguinea 　 ○
ナナテイソメ科 スゴカイイソメ Diopatra bilobata 　 ○
チロリ チロリ属の一種・未同定 Glycera sp. 　 ○
タマシキゴカイ タマシキゴカイ Arenicola brasiliensis 　 ○

腹足 ムシロガイ アラムシロガイ Reticunassa festiva ○ ○ ○ ○
アッキガイ イボニシ Thais clavigera 　 ○ ○

アカニシ Rapana venosa ○
ウミニナ ホソウミニナ Batillaria attramentaria 　 ○
カノコキセワタ ヤミヨキセワタ Melanochlamys fukudai 　 ○ 絶滅危惧II類（VU）
タマキビガイ タマキビ Littorina brevicula ○

二枚貝 イガイ ホトトギスガイ Arcuatula senhousia ○
ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis 　 ○ 総合対策外来種
ミドリイガイ Perna viridis 　 ○ 総合対策外来種
コウロエンカワヒバリガイ Xenostrobus securis ○ 総合対策外来種
カワヒバリガイ Limnoperna fortunei ○

イタボガキ マガキ Crassostera gigas ○ ○ ○
イシガイ シオフキガイ Mactra veneriformis ○ ○ ○
マテガイ マテガイ Solen strictus ○ ○
オキナガイ ソトオリガイ Laternula marilina ○ ○ ○
シジミ ヤマトシジミ Corbicula japonica ○ ○ 準絶滅危惧（NT）

タイワンシジミ Corbicula fluminea 　 ○ 総合対策外来種
- ○

フナガタガイ ウネナシトマヤガイ Trapezium liratum ○ 準絶滅危惧（NT）
マルスダレガイ オキシジミ Cyclina sinensis ○ ○ ○

ホンビノスガイ Mercenaria mercenaria ○ 総合対策外来種
ハマグリ Meretrix lusoria ○ 絶滅危惧II類（VU）
ハマグリ属の一種・未同定 Meretrix  sp. 　 ○
アサリ Ruditapes philippinarum ○ ○ ○ ○ ○

シオサザナミガイ イソシジミ Nuttalia olivacea ○
ニッコウガイ サビシラトリ Macoma contabulata 　 ○ 準絶滅危惧（NT）

顎脚 フジツボ ヨーロッパフジツボ Amphibalanus improvisus 　 ○ 総合対策外来種
アメリカフジツボ Amphibalanus eburneus 　 ○ ○ 総合対策外来種
タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite 　 ○ 総合対策外来種
- - ○

フナムシ フナムシ Ligia exotica ○ 　
軟甲 ヤドカリ テナガツノヤドカリ Diogenes nitidimanus Terao, 1913 　 ○ 情報不足（DD）

コブヨコバサミ Clibanarius infraspinatus 　 ○
ホンヤドカリ ユビナガホンヤドカリ Pagurus dubius ○ ○
アナジャコ アナジャコ Upogebia major ○ ○
コメツキガニ チゴガニ Ilyoplax pusilla ○ ○

コメツキガニ Scopimera globosa ○ ○ ○
オサガニ オサガニ Macrophthalmus abbreviatus ○ ○ ○ 準絶滅危惧（NT）

ヤマトオサガニ Macrophthalmus japonicus ○ ○
ベンケイガニ ベンケイガニ Sesarmops intermedium 　 ○ 準絶滅危惧（NT）

クロベンケイガニ Chiromantes dehaani ○
カクベンケイガニ Parasesarma pictum ○ ○

モクズガニ ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus 　 ○
タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi ○ ○
イソガニ Hemigrapsus sanguineus 　 ○

コブシガニ マメコブシガニ Philyra pisum ○ ○
テナガエビ シラタエビ Exopalaemon Holthuis ○

テナガエビ Macrobrachium ○
スジエビ Palaemon paucidens ○
ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus ○

テッポウエビ イソテッポウエビ Alpheus lobidens ○
フトオビイソテッポウエビ類 Alpheus  sp. ○
ウリタエビジャコ Crangon uritai ○

スナモグリ ニホンスナモグリ Callianassa japonica ○ ○ ○
スナウミナナフシ ムロミスナウミナナフシ Cyathura muromiensis Nunomura ○ 　
カクレガニ オオシロピンノ Arcotheres sinensis 　 ○
キンセンガニ キンセンガニ Matuta victor 　 ○
クルマエビ クルマエビ Marsupenaeus japonicus 　 ○
コツブムシ イソコツブムシ類 Gnorimosphaeroma  sp. ○
スナホリムシ - - 　 ○

甲殻 ワタリガニ ガザミ Portunus trituberculatus ○ ○
チチュウカイミドリガニ Carcinus aestuarii 　 ○ 総合対策外来種

昆虫 ヒシバッタ ヒシバッタ類 - ○
バッタ クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ○

トノサマバッタ Locusta migratoria ○
ショウリョウバッタ Acrida cinerea ○
ショウリョウバッタモドキ Gonista bicolor ○
マダラバッタ Aiolopus thalassinus tamulus ○

オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ○
キリギリス ホシササキリ Conocephalus maculatus ○
カマキリ チョウセンカマキリ Tenodera angustipennis ○
コオロギ オカメコオロギ類 Loxoblemmus  sp. ○

エンマコオロギ Teleogryllus emma ○
シバスズ Polionemobius mikado ○

トンボ アキアカネ Sympetrum frequens ○
スズメガ セスジスズメ Theretra oldenlandiae ○
シロチョウ キタキチョウ Eurema mandarina ○
ムシヒキアブ アオメアブ Cophinopoda chinensis ○
オオハサミムシ オオハサミムシ Labidura riparia ○

ホヤ シロボヤ シロボヤ Styela plicata 　 ○
軟骨魚 アカエイ アカエイ Dasyatis akajei 　 ○
条鰭 ニシン サッパ Sardinella zunasi 　 ○

ボラ ボラ Mugil cephalus ○ ○
ハゼ マハゼ Acanthogobius flavimanus ○ ○

アシシロハゼ Acanthogobius lactipes ○
ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli ○ ○ 準絶滅危惧（NT）
ミミズハゼ Luciogobius guttatus ○
エドハゼ Gymnogobius macrognathos ○ 絶滅危惧II類（VU）
チクゼンハゼ Gymnogobius uchidai ○ ○ 絶滅危惧II類（VU）
シモフリシマハゼ Tridentiger bifasciatus ○
チチブ Tridentiger obscurus ○

イソギンポ イダテンギンポ Omobranchus punctatus ○
コチ コチ Platycephalus sp. ○

ワニゴチ Inegocia ochiaii ○
ギマ ギマ Triacanthus biaculeatus ○
イサキ コショウダイ Plectorhinchus cinctus ○

鳥 ハト カワラバト Columba livia ○ 　
キアシシギ Heteroscelus brevipes ○ 　

カモ カルガモ Anas zonorhyncha ○ 　
カモメ ウミネコ Larus crassirostris ○ 　

コアジサシ Sterna albifrons ○ 　 絶滅危惧II類（VU）
サギ ダイサギ Ardea alba ○ 　

コサギ Egretta garzetta ○ 　
アオサギ Ardea cinerea ○ 　

ウ カワウ Phalacrocorax carbo ○ 　
チドリ メダイチドリ Charadrius mongolus ○ 　
カラス ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ 　
ツバメ ツバメ Hirundo rustica ○ 　
セッカ セッカ Cisticola juncidis ○ 　
スズメ スズメ Passer montanus ○ 　
アトリ カワラヒワ Chloris sinica ○ 　

綱 科

種名
調査場所

東京 千葉

和名 学名

環境省レッドリスト/
海洋生物レッドリス

ト※

生態系被害防止
外来種リスト※多

摩
川
河

口

葛
西
海
浜

公
園
西

な
ぎ
さ

潮
彩
の
渚

三
番
瀬
日

の
出
地

区

ふ
な
ば
し

三
番
瀬

海
浜
公
園
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表９－３ 干潟調査で確認された生物種（過年度との比較） 

  

和名 学名
令和２年

（１団体１地点）
令和３年

（１団体１地点）
令和４年

（７団体５地点）

被子植物 アマモ コアマモ Zostera japonica ○
海綿 イソカイメン ナミイソカイメン Halichondria (Halichondria) panicea ○
鉢虫 オキクラゲ アカクラゲ Chrysaora pacifica ○ ○

ミズクラゲ ミズクラゲ Aurelia aurita ○ ○ ○
ヒドロ虫 ハナガサクラゲ ハナガサクラゲ Olindias formosa ○ ○
花虫 タテジマイソギンチャク タテジマイソギンチャク Haliplanella lineata ○
多毛 ゴカイ ヤマトカワゴカイ Hediste diadroma ○

カワゴカイ属の一種・未同定 Hediste  sp. ○
- - ○ ○ ○

イトゴカイ - - ○
イソメ イワムシ Marphysa sanguinea ○
ナナテイソメ科 スゴカイイソメ Diopatra bilobata ○
チロリ - - ○ 　

チロリ属の一種・未同定 Glycera sp. ○
ミズヒキゴカイ ミズヒキゴカイ Cirriformia tentaculata ○ 　
タマシキゴカイ タマシキゴカイ Arenicola brasiliensis ○

腹足 ニシキウズガイ イボキサゴ Umbonium moniliferum ○ 　
ムシロガイ アラムシロガイ Reticunassa festiva ○ ○
アッキガイ イボニシ Thais clavigera ○

アカニシ Rapana venosa ○
ウミニナ ホソウミニナ Batillaria attramentaria ○
カノコキセワタ ヤミヨキセワタ Melanochlamys fukudai ○
タマキビガイ タマキビ Littorina brevicula ○
カワザンショウガイ カワザンショウガイ Assimineidae ○ 　

二枚貝 イガイ ホトトギスガイ Arcuatula senhousia ○
ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis ○
ミドリイガイ Perna viridis ○
コウロエンカワヒバリガイ Xenostrobus securis ○
カワヒバリガイ Limnoperna fortunei ○

イタボガキ マガキ Crassostera gigas ○ ○
イシガイ カラスガイ Cristaria plicata ○ 　

シオフキガイ Mactra veneriformis ○ ○ ○
マテガイ マテガイ Solen strictus ○ ○
オキナガイ ソトオリガイ Laternula marilina ○ ○
シジミ ヤマトシジミ Corbicula japonica ○ ○ ○

タイワンシジミ Corbicula fluminea ○
- ○

フナガタガイ ウネナシトマヤガイ Trapezium liratum ○
マルスダレガイ オキシジミ Cyclina sinensis ○ ○ ○

ホンビノスガイ Mercenaria mercenaria ○
ハマグリ Meretrix lusoria ○ ○
ハマグリ属の一種・未同定 Meretrix  sp. ○
アサリ Ruditapes philippinarum ○ ○ ○

カキ - - ○ 　
シオサザナミガイ イソシジミ Nuttalia olivacea ○ ○ ○
ニッコウガイ サビシラトリ Macoma contabulata ○

顎脚 フジツボ ヨーロッパフジツボ Amphibalanus improvisus ○
アメリカフジツボ Amphibalanus eburneus ○
タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite ○
- - ○ ○ ○

フナムシ キタフナムシ Ligia cinerascens ○ 　
フナムシ Ligia exotica ○ ○

軟甲 テナガツノヤドカリ Diogenes nitidimanus Terao, 1913 ○
コブヨコバサミ Clibanarius infraspinatus ○
- - ○ 　

ホンヤドカリ ユビナガホンヤドカリ Pagurus dubius ○
アナジャコ アナジャコ Upogebia major ○ ○
ハサミシャコエビ ハサミシャコエビ Laomedia astacina ○ 　
コメツキガニ チゴガニ Ilyoplax pusilla ○ ○

コメツキガニ Scopimera globosa ○ ○
オサガニ オサガニ Macrophthalmus abbreviatus ○ ○ ○

ヤマトオサガニ Macrophthalmus japonicus ○ ○ ○
ベンケイガニ ベンケイガニ Sesarmops intermedium ○ ○

クロベンケイガニ Chiromantes dehaani ○ ○
アシハラガニ Helice tridens ○ 　
カクベンケイガニ Parasesarma pictum ○ ○
アカテガニ Chiromantes haematocheir ○ 　

モクズガニ ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus ○ ○
タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi ○ ○ ○
ヒライソガニ Gaetice depressus ○ 　
イソガニ Hemigrapsus sanguineus ○

コブシガニ マメコブシガニ Philyra pisum ○ ○
同定できなかったカニ - - ○ 　
テナガエビ シラタエビ Exopalaemon Holthuis ○ ○

テナガエビ Macrobrachium ○
スジエビ Palaemon paucidens ○
ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus ○ ○

テッポウエビ イソテッポウエビ Alpheus lobidens ○
フトオビイソテッポウエビ類 Alpheus  sp. ○
ウリタエビジャコ Crangon uritai ○

スナモグリ ニホンスナモグリ Callianassa japonica ○ ○
スナウミナナフシ ムロミスナウミナナフシ Cyathura muromiensis Nunomura ○ ○ ○
ヨコエビ - - ○ 　
カクレガニ オオシロピンノ Arcotheres sinensis ○
キンセンガニ キンセンガニ Matuta victor ○
クルマエビ クルマエビ Marsupenaeus japonicus ○
コツブムシ イソコツブムシ類 Gnorimosphaeroma  sp. ○
スナホリムシ - - ○

甲殻 ワタリガニ ガザミ Portunus trituberculatus ○
チチュウカイミドリガニ Carcinus aestuarii ○

昆虫 ヒシバッタ ヒシバッタ類 - ○
バッタ クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ○

トノサマバッタ Locusta migratoria ○
ショウリョウバッタ Acrida cinerea ○
ショウリョウバッタモドキ Gonista bicolor ○
マダラバッタ Aiolopus thalassinus tamulus ○

オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ○
キリギリス ホシササキリ Conocephalus maculatus ○
カマキリ チョウセンカマキリ Tenodera angustipennis ○
コオロギ オカメコオロギ類 Loxoblemmus  sp. ○

エンマコオロギ Teleogryllus emma ○
シバスズ Polionemobius mikado ○

トンボ アキアカネ Sympetrum frequens ○
スズメガ セスジスズメ Theretra oldenlandiae ○
シロチョウ キタキチョウ Eurema mandarina ○
ムシヒキアブ アオメアブ Cophinopoda chinensis ○
オオハサミムシ オオハサミムシ Labidura riparia ○

海鞘 シロボヤ シロボヤ Styela plicata ○
軟骨魚 アカエイ アカエイ Dasyatis akajei ○
条鰭 ニシン サッパ Sardinella zunasi ○

ボラ ボラ Mugil cephalus ○
ハゼ マハゼ Acanthogobius flavimanus ○

アシシロハゼ Acanthogobius lactipes ○
ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli ○ ○
ミミズハゼ Luciogobius guttatus ○
エドハゼ Gymnogobius macrognathos ○
チクゼンハゼ Gymnogobius uchidai ○
シモフリシマハゼ Tridentiger bifasciatus ○
チチブ Tridentiger obscurus ○

同定できなかったハゼ - - ○ 　
イソギンポ イダテンギンポ Omobranchus punctatus ○
コチ コチ Platycephalus sp. ○

ワニゴチ Inegocia ochiaii ○
ギマ ギマ Triacanthus biaculeatus ○
イサキ コショウダイ Plectorhinchus cinctus ○

鳥 ハト カワラバト Columba livia ○ ○
シギ チュウシャクシギ Numenius phaeopus ○ 　

キアシシギ Heteroscelus brevipes ○ ○
カモ カルガモ Anas zonorhyncha ○
カモメ ウミネコ Larus crassirostris ○ ○ ○

コアジサシ Sterna albifrons ○
サギ ダイサギ Ardea alba ○ ○

コサギ Egretta garzetta ○ ○ ○
アオサギ Ardea cinerea ○

ウ カワウ Phalacrocorax carbo ○ ○ ○
チドリ メダイチドリ Charadrius mongolus ○
カラス ハシボソガラス Corvus corone ○ 　

ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○
ヒバリ ヒバリ Alauda arvensis ○ ○ 　
ツバメ ツバメ Hirundo rustica ○ ○ ○
ヨシキリ オオヨシキリ Acrocephalus orientalis ○ 　
セッカ セッカ Cisticola juncidis ○ ○
ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus ○ ○ 　
スズメ スズメ Passer montanus ○ ○ ○
セキレイ ハクセキレイ Motacilla alba lugens ○ 　
アトリ カワラヒワ Chloris sinica ○ ○

種名 調査年

綱 科
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図９－２ 東京湾の干潟で確認された生物 

 

  

      

キンセンガ二 コブヨコバサミ アナジャコ 

    
ヤマトオサガニ マメコブシガニ フジツボ 

      
フナムシ ミズクラゲ アカクラゲ 

    

サビシラトリ タイワンシジミ マテガイ 

    
ムラサキイガイ シオフキ稚貝 ソトオリガイ、ヤマトシジミ 

アラムシロ 
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図９－２ 東京湾の干潟で確認された生物 

 

  

   ゴカイの仲間 マハゼ ヒモハゼ 

   ウミネコ アオサギ メダイチドリ 

   
調査地点 

（ふなばし三番瀬海浜公園） 

調査地点周辺（三番瀬） 調査地点周辺（三番瀬） 
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（４）カニ生息一斉調査について 

令和４年度は２団体によりカニ生息一斉調査が実施されました（調査シートの例は図

９－３）。なお、調査結果については干潟調査の結果（表 9-2）に含まれています。 

 

 

 

図９－３ カニ生息一斉調査の調査シート 
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（５）各調査のレポート 

  各調査のレポートを紹介します。 

 

干潟調査のレポート① 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

ふなばし三番瀬環境学習館 ふなばし三番瀬海浜公園 ５月 24日～10 月 11日 

 

 

 

調査情報

団体名

調査地点名

緯度

経度

実施年月日

参加人数（人）

ふなばし三番瀬環境学習館

ふなばし三番瀬海浜公園

2022.8.14

位置座標
（可能であれば）

※スマートフォン・タブレット端末

等の地図アプリで取得してくださ

い。

35.67023517

139.9711118

32人
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調査結果

種類名

チチュウカイミドリガニ

マメコブシガニ

ケフサイソガニ

タカノケフサイソガニ

ハマガニ

アシハラガニ

アカテガニ

クロベンケイガニ

クシテガニ

ウモレベンケイガニ

イシガニ

コメツキガニ

チゴガニ

オサガニ

ヤマトオサガニ

種類不明のカニ

イソガニ

ガザミ

カクベンケイガニ

28 堤防

173 干潟

5 潮だまり付近

発見数（匹） 代表的な発見場所

9 潮だまり

3

1

3 堤防

備考
一般参加型のイベントとして実施。13：00-15：00の二時間。
スタッフがいくつかのポイントを選び、その周辺で参加者が探す形式で行った。
参加者の多くは生きもの探しに不慣れな家族。
干潟ではスコップを使用、堤防では手づかみで採集。

参加者内訳：スタッフ2人　一般参加30人（大人：14人、小学生11人、未就学児5人）
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干潟調査の結果 

団体名 ふなばし三番瀬環境学習館 

調査地点名 
ふなばし三番瀬海浜公園 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 35.6702351728281 

経度 
139.97111183644 

実施年月日 
2022.5.24-2022.10.11 

参加人数（人） 
期間中に来館した小学校（50校）の校外学習での採集。地点は同一。 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

節足動物門 

コメツキガニ 全ての学校で採集された 

オサガニ 潮だまりの際で採集された 

マメコブシガニ  

イソガニ 採集地点から離れた、堤防や杭などでは多くみられる 

タカノケフサイソガニ 採集地点から離れた、堤防や杭などでは多くみられる 

チチュウカイミドリガニ  

ガザミ  

オオシロピンノ 貝から出ているものが 1個体採集された 

チゴガニ 採集地点から離れた地点では少数がみられる 

キンセンガニ 2 個体採集 

クルマエビ  

アナジャコ 潮だまりを歩いていたものが採集された 

ニホンスナモグリ 50校中 46 校で採集された 

ユビナガホンヤドカリ 全ての学校で採集された 

テナガツノヤドカリ ユビナガホンヤドカリに混じって少数が採集された 

コブヨコバサミ 1 個体採集 

スナホリムシ科の一種 未同定 

アメリカフジツボ  

タテジマフジツボ  

軟体動物門 

アサリ  

マテガイ  
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マガキ 採集地点から離れた地点ではカキ礁が確認されている 

タイワンシジミ 1 個体採集 

シオフキ  

ソトオリガイ  

オキシジミ  

サビシラトリ  

ハマグリ属の一種 未同定 

アラムシロ  

ホソウミニナ 1 個体採集。採集地点から離れた地点では多くみられる 

イボニシ  

ヤミヨキセワタ 6 月に多く採集された 

脊索動物門 

シロボヤ  

アカエイ  

ボラ  

サッパ  

マハゼ  

ヒモハゼ  

チクゼンハゼ  

環形動物門 

チロリ属の一種 未同定 

タマシキゴカイ  

イワムシ  

スゴカイイソメ  

カワゴカイ属の一種 未同定 

その他の動物門 

ナミイソカイメン  

タテジマイソギンチャク  

ミズクラゲ  

植物 

コアマモ  

 

 

【調査方法】 

校外学習で当館を訪れた小学生に対して、グループに 1 本スコップを配布し生きもの探しを実

施。学級に 1 人スタッフがつき、その場で生きものを同定して学級ごとに紹介した。 
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【調査結果概要】 

 

調査地点 

    

    採集されたキンセンガニ   採集されたコブヨコバサミ 

   

    採集されたアナジャコ   採集されたサビシラトリ 

   

採集されたタイワンシジミ      確認されたコアマモ 
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干潟調査のレポート② 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

大田区環境マイスターの会 多摩川河口大田区側 
７月 12日、７月 15日、８月

12日 

 [Ⅰ] 調査概要 

1. 実施者 

大田区環境マイスターの会  

2. 調査場所 

多摩川河口大田区側 

3. 調査目的 

2017 年より実施してきた同生息実態の調査を継続し、生態系の変化を確認すると共に、 

多摩川河口の干潟の環境保全に役立てる。 

4. 調査内容 

① 底層の生物調査 

② 上記調査地点周辺の生物調査 

③ 周辺の鳥類調査 

④ 調査地点の底層調査 

5．調査対象生物 

・貝類および節足動物類および鳥類 

[Ⅱ]  底層の生物調査方法 

1. 調査地点 

2017 年の調査開始以降多摩川の 0km ポイント（B）を中心に、海側約 800m（A）と上流約

1km（C）を基本サンプル採取地点として調査を実施。今回は潮の関係で一部の地点で未

実施。 

[図－1] 調査地点の地図  

 

 

 

 

 

 

  

 

大師橋 

羽田空港 
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[表－1] サンプル採取地点の場所 

 

2. サンプル採取方法 

各採取地点の干潟で 25cm四方、深さ 10cmの土壌を採取。約 1mm メッシュの袋にこの土

壌を入れ、流水にて土砂を洗浄除去し、残渣中にいる生物を確認した。 

また、土壌採取後湧き出た水を採取し、水温、pHおよび塩分濃度を測定した。  

 

3. 計測機器 

1) pH：東亜 DKK（HM－30p）ポータブル pH 計  測定範囲 pH 1~12 

 2) 塩分濃度：Dretec (EN904) 防水塩分計  測定範囲 0.1～5.0% 

3)  位置：Garmin（ガーミン）登山用 GPS 

4) 温度：横河電気製温度計 Model2455/石原温度計製作所製 No.7 赤液棒状温度計 

 

[Ⅲ]  底層の生物調査結果 

1. 調査実施時期 

[表－2] 調査地点と実施時期 

調査地点 調査実施日 

調査日・時間 干潮時間（潮位） 

A 7 月 12 日(火)AM10:00～12:00 

7 月 15 日(金)AM11:00～13:00 

AM10:15  3cm 

PM 0:28 －7cm B 

C 8 月 12 日(金)AM11:00～13:00 AM11:37  1cm 

 

  

サンプル採取地点 場所 

A 1 河口先端域 陸側 

2 中間部 

3 川側 

B 1 多摩川 0km ポイント 陸側 

2 川側 

C 1 0kmポイントから上流側に約 1kｍ離れた海老取り川

との合流地点 

陸側 

2 川側 
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2. 調査地点の位置 

[表－3] 調査地点の測位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 調査地点の水質 

[表－4] 調査地点の水質 

 

地点 

調査項目 

 気温

(℃) 

水温

(℃) 

pH 塩分濃度 

（％） 

A 1 30.0 28.0 7.13 2.3 

2 28.0 6.98 2.2 

3 28.0 7.23 2.3 

河川水 30.0 6.97 2.3 

 B 

 

1 30.0 27.0 6.64 1.9 

2 28.0 6.65 2.0 

河川水 28.0 6.94 1.7 

 C 

 

1 31.0 27.0 6.96 2.0 

2 27.0 6.84 2.0 

河川水 27.0 7.12 1.3 

 

  

地点 サンプル 
採取地点 

S 

北緯 東経 
A 1 N35°32.213′ E139°46.713′ 

2 N35°32.207′ E139°46.703′ 
3 N35°32.201′ E139°46.688′ 

B 1 N35°32.410′ E139°46.272′ 
2 N35°32.401′ E139°46.261′ 

C 1 N35°32.740′ E139°45.237′ 
2 N35°37.730′ E139°45.237′ 
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4. 確認生物 

生物の写真は[別紙 1 生物の写真]参照 

4－1)  サンプル採取で確認した貝の種類別個体数 

① アサリ（単位：mm） 

[表－5] アサリの大きさ別個体数 

 大きさ

（mm） 
A1 A2 A3 B1 B2 C1 C2 計 

0～5  0 2 0 0 0 0 0 2 

6～10 0 0 0 0 0 0 0 0 

10mm 以上 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 2 0 0 0 0 0 2 

 

② ヤマトシジミ（単位：mm） 

【表－6] ヤマトシジミの大きさ別個体数 

大きさ 

(mm) 
A1 A2 A3 B1 B2 C1 C2 計 

0～5  0 0 0 1 0 0 0 1 

6～10 0 0 0 0 0 0 0 0 

10mm 以上 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 1 0 0 0 2 

 

4－2）採取底層中のその他の生物と周辺生物 

[表－8] 採取底層中のその他生物と周辺生物 

A ｼｵﾌｷ 5mm＊ ｲﾄｺﾞｶｲ類 ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ ﾆﾎﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ ｵｷｼｼﾞﾐ 

 ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ ｿﾄｵﾘｶﾞｲ ﾊﾅｶﾞｻｸﾗｹﾞ ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ 

B ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ ｺﾞｶｲ類 ﾐｽﾞｸﾗｹﾞ ｵｻｶﾞﾆ 

 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ  
  

C ﾔﾏﾄｶﾜｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ類 ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ ｵｷｼｼﾞﾐ 
 

＊：採取底層中にいた生物 
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4―3) 周辺の鳥類   

[表－9] 周辺の鳥類   

(注)A、B 地点周辺の左岸河川区域において観察された鳥類。 

種名、羽数、観察された行動とその環境を記録 

調査方法：8倍または 10倍の双眼鏡使用。   

 

①A・B 地点 7/12 調査 14 種記録 

 種類 数 行動 環境 

1 カルガモ 1 採餌/休息 水面/湿地 

2 カワラバト（ドバト） 3 飛翔 湿地 

3 カワウ 3 採餌/休息 水面/湿地 

4 アオサギ 1 採餌/休息 湿地/水際 

5 ダイダギ 1 採餌/休息 湿地/水際 

6 コサギ 2 採餌/休息 湿地/水際 

7 メダイチドリ 9 飛翔/採餌 湿地/草地 

8 ウミネコ 15+ 採餌/休息 水面/湿地 

9 コアジサシ 1 飛翔/採餌 水面 

10 ハシブトガラス 1 飛翔 裸地 

11 ツバメ 1 飛翔 水面/草地 

12 セッカ 1 飛翔/囀り 草地 

13 スズメ 2 飛翔/採餌 草地/構造物 

14 カワラヒワ 2 飛翔/採餌 草地/裸地 

【特記】 

・ウミネコは成鳥および 1 年目、2年目の若鳥がいた。 

・メダイチドリは夏羽から冬羽に換羽中。9 羽であちこち飛びまわり採食していた。 
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②A・B地点 7/29 調査 13 種を記録。 

 種類 数 行動 環境 

1 ドバト（カワラバト） １ 飛翔 湿地/川面 

2 カワウ 10+ 飛翔 水際/水面 

3 アオサギ 4+ 採餌/休息 湿地/水際 

4 ダイサギ 4+ 採餌/休息 湿地/水際 

5 コサギ 4+ 採餌/休息 湿地/水際 

6 メダイチドリ 2 採餌 湿地 

7 キアシシギ ７ 飛翔/採餌 湿地/岩場/水際 

8 ウミネコ 15+ 採餌/休息 水面/湿地/水際 

9 ハシブトガラス 1 採餌 湿地 

10 ツバメ 2 飛翔 水面/草地 

11 セッカ 1 飛翔/囀り 草地 

12 スズメ 2 飛翔/採餌 草地/構造物 

13 カワラヒワ 2 飛翔/採餌 草地/裸地 

【特記】 

・ウミネコは成鳥および 1 年目、2年目の若鳥がいた。 

・メダイチドリは夏羽から冬羽に換羽中。湿地で採食していた。 

・ キアシシギは、7羽で河沿いに飛び回り、湿地や岩場で採食していた。 

 

【Ⅳ】底層調査 

(ア) 底質調査 

① 目的：2019年の台風 19 号により底質が泥質化したため、底層（約 20cm）の底質調査を

実施し、底質がどのようなに変化しているかを確認する。 

② 調査方法：表層から約 20cm 下まで管を挿入、底層をサンプリングして底質の変化を確認

する。 

【管の中の底層サンプル】 

 

 

 

 

③ 結果：A地点およびＣ地点周辺で調査を実施したが、昨年同様表層から 20cm程度の深さ

まですべて砂質となっていた。2020 年の底質調査結果と比較する大きく異なってきてお

り、環境改善が進んでいると推定される。 
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【表-9】 2022 年の底質調査結果 

調査地点 A B C 

1 2 3 1 2 1 2 

底質 砂質 砂質 砂質 砂質 砂質 砂質 砂質 

【参考】 2020年底質調査結果 

調査地点 表層からの深さ 

            10cm               20cm 

地点① 陸側から約 10m 地点 砂層 泥層 

地点② ①と③中間地点 砂層 泥層 砂層 

地点③ 川側 砂層 泥層 砂層 

約 10cm深いところに泥層があり、泥沼状態の底層が多かった 

 

2. A 地点の地盤高調査（詳細は[別紙 2] A 地点の地盤高調査報告参照） 

・目的：2020 年（2019 年台風 19 号被害以降）から底質調査と合わせて地盤高を調査し地盤の

変化を確認する。  

・調査方法：別紙参照  

・結果：①昨年同様砂に置き換り安定した地盤となっている。 

②昨年は台風直後の 2020年に比べ平均で 6.3cm 高くなっていたのに対し、今年は逆に

1.3㎝程度沈下しており、上流からの砂泥の供給が減っていると思われる。 
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[VI] 考察 

1. 貝類の個体数が大幅に減少 

調査を開始した 2017年以降減少傾向が続いている。要因として 2019 年台風による底層の泥

質化、さらには川崎との連絡橋工事や護岸工事の影響で干潟の様相も一変したことなどが考

えられるが、現在は底層の砂層化が進み工事も終了したことから来年以降に期待したい。 

【図-1】アサリの年別採取個体数 

 

【図―2】ヤマトシジミの年別採取個体数 

     

このほか昨年も堤防の石に生息していたカキやフジツボなどがかなり減少したが、工事がさらに

進んだことからほぼ全滅状態になっていた。-- -詳細は［別紙 3 護岸工事前後の干潟の変化］

参照 

 

2, 他の生物も生息場所が変化し、個体数も減っている 

貝以外にもカニなど多様な生物が生息していたが、上記工事の影響で全体的に生息数が減っ

ていた。逆に、干潮時堤防の石積の先に水路ができ、ハゼなどの小魚が多く生息おり、魚の

生育の場として期待できる。 

 

以上 

 

追記）調査にご協力いただきました古川先生に感謝いたします。 
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2022 年東京湾環境一斉調査多摩川河口大田区側干潟生物調査結果 

[別紙 1] 生物の写真 1 

 

   
ヤマトオサガ二 ヤマトオサガ二 ヤマトオサガ二 

   
マメコブシガニ マメコブシガニ コメツキガニ 

   
ソトオリガイ、ヤマトシジミ、アラムシ

ロ 

マテガイ シオフキ稚貝 

   
オキシジミ ムラサキイガイ フジツボ 

   
アナジャコ取りの戦果 ニホンスナモグリ スジエビ 
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2022 年東京湾環境一斉調査多摩川河口大田区側干潟生物調査結果 

[別紙 1] 生物の写真 1 

  

   

ヤマトカワゴカイ ヤマトカワゴカイとソトオリガイ ゴカイの仲間 

   

アカクラゲ ミズクラゲ ムロミスナウミナナフシ 

   

フナムシ マハゼ ヒモハゼ 

   

ウミネコ ウミネコ ウミネコ 

   

コサギ アオサギ メダイチドリ 
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干潟調査のレポート③ 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

横浜港湾空港技術調査事務所 

江戸前アサリわくわく調査 

横浜港湾空港技術調査事務所

「潮彩の渚」(人工干潟) 
７月 28日 

 

干潟調査の結果 

団体名 
横浜港湾空港技術調査事務所 

江戸前アサリわくわく調査 

調査地点名 
横浜港湾空港技術調査事務所「潮彩の渚」(人工干潟) 

221-0053 横浜市神奈川区橋本町 2-1-4 

位置座標 

（可能であれば） 

緯度  

経度  

実施年月日 令和４年７月２８日 

参加人数（人） １６人 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

アサリ 干潟上段、中段(潮が引ききっていない状態)で確認された。 
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【調査場所】 

横浜港湾空港技術調査事務所 

生物共生型護岸「潮彩の渚」(人工干潟) 

 

 

 

 

 

 

 

【対象生物】 

アサリ 

 

【調査範囲】 

１２箇所(1箇所当たり 25cm×25cm×10cm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25cm 

25cm 

10cm
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【調査結果概要】 

調査地点１２箇所(25cm×25cm×10cm/1箇所)で、合計７５３個、殻長は１～１８ｍｍでした。 

１箇所当たりの単純比較としては、昨年度と同程度のアサリ個体数を確認しました。今後はアサ

リの生育状況を観察しつつ、引き続き人工干潟での調査・試験に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査の様子】 

 

 

 

 

 

アサリの採取状況            採取したアサリの計測 
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20mm(20～20.9mm)

R4dアサリわくわく調査におけるアサリ殼長の分布
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干潟調査のレポート④ 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

浦安三番瀬を大切にする会 浦安市三番瀬(日の出地区) 7 月 30日 

 

干潟調査の結果 

団体名 浦安三番瀬を大切にする会 

調査地点名 
浦安市、三番瀬(日の出地区)  

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 35.649738, 

経度 
139.929537 

実施年月日 
令和 4年 7月 30日(日) 10 時 30 分〜14 時 30分  

参加人数（人） 
25人 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

アサリ 調査ポイント A(護岸寄り)では 21mm をピークとした分布が見られ、

調査ポイント B (沖寄り)では、6mm、10mm、21mm、27mm での複数の

ピークを有する分布が見られた。 ※比較的大きな個体の出現は、調

査ポイント A(護岸寄り)が多い。  

⇒全平均値は 18.2mm/個 ※比較的小さな個体の出現は、調査ポイン

ト B(沖寄り)が多い。  

⇒全平均値は 14.6mm/個  
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【調査地点】       【オリエンテーション１】   【オリエンテーション２】 

    

 

【調査状況１】        【調査状況２】        【調査状況３】 

   

 

【調査状況４】       【調査状況５】         【調査状況６】 

           (小学生はライフジャケット着用) 

   

 

【調査後の学習会１】     【調査後の学習会２】 
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※ほとんどの調査ポイントで採取されている。 

※最終数は調査ポイントＡの方がやや多い 
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※調査ポイントＡ（護岸寄り）では 21mm をピークとした分布が見られ、調査ポイントＢ（沖寄り）で

は、6mm、10mm、21mm、27mm での複数のピークを有する分布が見られた。 

※比較的大きな個体の出現は、調査ポイントＡ（護岸寄り）が多い。 

⇒全平均値は 18.2mm/個 

※比較的小さな個体の出現は、調査ポイントＢ（沖寄り）が多い。 

⇒全平均値は 14.6mm/個 

 

 

  



 

- 75 - 
 

干潟調査のレポート⑤ 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

横浜港湾空港技術調査事務所 

外来海洋生物観察会 

横浜港湾空港技術調査事務所

「潮彩の渚」(人工干潟) 
８月２日 

 

干潟調査の結果 

団体名 

横浜港湾空港技術調査事務所 

外来海洋生物観察会「横浜の海はいま？～ハマにたどり着いた見知らぬ 

生きものたち～」 

調査地点名 
横浜港湾空港技術調査事務所「潮彩の渚」(人工干潟) 

221-0053 横浜市神奈川区橋本町 2-1-4 

位置座標 

（可能であれば） 

緯度  

経度  

実施年月日 令和４年８月２日 

参加人数（人） ２０人 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

アメリカフジツボ 付着力が強く、採取に苦労していた。 

ヨーロッパフジツボ アメリカフジツボに似ている。 

ムラサキイガイ 岩に付着し、上段・中段でよく見つかる。 

ミドリイガイ 岩の隙間で見つかる。 

ケフサイソガニ 上段でよく見つかる。 

ベンケイガニ 上段・中段でよく見つかる。 

マガキ よく見つかる。殻に付着している生物も多かった。 

イボニシ 護岸背後の隙間でよく見つかる。 

アラムシロ 護岸背後の隙間でよく見つかる。 

タテジマイソギンチャク 岩に付着し、よく見つかる。 
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【調査場所】 

横浜港湾空港技術調査事務所 

生物共生型護岸「潮彩の渚」(人工干潟) 

 

 

 

 

 

 

【対象生物】 

干潟に生息する外来海洋生物等 

 

【調査結果概要・調査状況】 

潮彩の渚では、主に以下の種が確認されました。 

マガキ、アメリカフジツボ(カキ殻に付着)、タテジマイソギンチャク(カキ殻に付着)、 

ムラサキイガイ、ベンケイガニ、イボニシ、など 

 

 

 

 

 

外来海洋生物等の採取状況           採取した海洋生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察用の生物 
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干潟調査のレポート⑥ 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

ＮＰＯ法人ふるさと東京を考

える実行委員会 
葛西海浜公園西なぎさ ８月 25日 

 

干潟調査（貝類調査）の結果 

団体名 ＮＰＯ法人ふるさと東京を考える実行委員会 

調査地点名 葛西海浜公園西なぎさ 

実施年月日 令和 4年 8月 25日 

参加人数（人） 6 人 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

ソトオリガイ 計 9 個 

アサリ 計 34 個 

マテガイ 計 3 個 

シオフキ 計 3 個 

シジミ 計 5 個 

ハマグリ 計 2 個 

ホンビノス 計 1 個 

ホトトギス 計 1 個 
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干潟調査のレポート⑦ 

主催団体名 調査地点・海域 調査時期 

江戸川区子ども未来館 葛西海浜公園 西なぎさ 
８月 27日 

９月 23日 

 

 

 

調査情報

団体名

調査地点名

緯度

経度

実施年月日

参加人数（人） 37人

江戸川区子ども未来館

葛西海浜公園 西なぎさ

2022年8月27日

位置座標
（可能であれば）

※スマートフォン・タブレット端末

等の地図アプリで取得してくださ

い。
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調査結果

種類名

チチュウカイミドリガニ

マメコブシガニ

ケフサイソガニ

タカノケフサイソガニ

ハマガニ

アシハラガニ

アカテガニ

クロベンケイガニ

クシテガニ

ウモレベンケイガニ

イシガニ

コメツキガニ

チゴガニ

オサガニ

ヤマトオサガニ

種類不明のカニ

カクベンケイガニ

ガザミ

10 石ころ　岩場

3 砂地　泥地　タイドプール

8 砂泥質の干潟

発見数（匹） 代表的な発見場所

1 砂泥質の干潟

1 砂地

3 草地　石ころ

10 干潟　タイドプール
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干潟調査の結果 

団体名 江戸川区子ども未来館 

調査地点名 
葛西海浜公園 西なぎさ 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度  

経度 
 

実施年月日 
2022 年 8 月 27 日 

参加人数（人） 
37人 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

シモフリシマハゼ  

チチブ  

マハゼ  

ミミズハゼ  

ヒモハゼ  

アシシロハゼ  

ボラ  

コチ  

ワニゴチ  

ギマ 幼魚 3匹捕獲 

コショウダイ 幼魚 

イダテンギンポ  

ヤマトシジミ  

ソトオリガイ  

オキシジミ  

マガキ  

マテガイ  

シオフキガイ  

カワヒバリガイ  

ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ  

ウネナシトマヤガイ  

タマキビ  

アサリ  
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アカニシ（卵塊）  

ガザミ  

ユビナガスジエビ  

シラタエビ  

テナガエビ  

ニホンスナモグリ  

イソテッポウエビ  

ウリタエビジャコ  

ユビナガホンヤドカリ  

アナジャコ  
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干潟調査の結果 

団体名 江戸川区子ども未来館 

調査地点名 
葛西海浜公園 西なぎさ 

位置座標 

（可能であれば） 

緯度 35.638096 

経度 139.857298 

実施年月日 
2022 年 9月 23 日 

参加人数（人） 24 人 

 

発見した生物の種名※ 特記事項など 

エドハゼ  

チクゼンハゼ  

マメコブシガニ  

オサガニ  

ヤマトオサガニ  

タカノケフサイガニ  

カクベンケイガニ  

アナジャコ  

ニホンスナモグリ  

ウリタエビジャコ  

イソコツブムシ類  

シラタエビ  

ユビナガスジエビ  

ﾌﾄｵﾋﾞｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ類  

ハマグリ  

オキシジミ  

イソシジミ  

ヤマトシジミ  

シオフキ  

アカニシ  

アラムシロガイ  

ミズクラゲ  

マガキ  

ホトトギスガイ  

 以下、陸生 
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ヒシバッタ類  

チョウセンカマキリ  

オンブバッタ  

オカメコオロギ類  

クルマバッタモドキ  

マダラバッタ  

ショウリョウバッタ  

ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ  

トノサマバッタ  

シバスズ  

ホシササキリ  

アキアカネ  

エンマコオロギ  

セスジスズメ  

キタキチョウ  

アオメアブ  

ユビナガホンヤドカリ  

コメツキガニ  

オオハサミムシ  
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９－２ その他の調査 

（１）調査参加機関 

  令和４年度は、11 団体から干潟以外の調査について報告がありました（表９－４）。 

 

表９－４ その他の調査の実施実績（実施日順） 

 

報告書番号 実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

① 
東京湾再生官民連携フォーラム 

モニタリング推進 PT 
東京湾全域 

７月１日～ 

９月 30日 
マハゼ 

② 東京都環境局自然環境部水環境課 東京湾内 

７月 20日 

８月３日 

８月４日 

８月 17日 

動植物プランク

トン 

③ 
川崎市環境総合研究所 

（日本海洋生物研究所協力） 

東扇島東公園人工海

浜「かわさきの浜」 

７月 21日 

８月 15日 

９月９日 

底生生物等 

④ 板橋区 
白子川（東埼橋、

白藤橋） 
7 月 28日 魚類、底生動物 

⑤ 
国土交通省 関東地方整備局  

東京空港整備事務所 
東京湾内 

①８月３日 

②８月１

日、２日、

８日、10 日 

①海底に生息す

る底生生物 

②浅場に生息す

る水生生物 

⑥ 国土交通省 関東地方整備局  臨港パーク ８月５日 

浅場（砂地）及

び石積、護岸の

水生生物 

⑦ 
合同会社オフショアテクノロジー

ズ 

神奈川県立観音崎公

園 海岸園地前の磯 

８月 11日 

 

潮間帯に生息す

る水生生物 

⑧ (株)日本海洋生物研究所 多摩川河口域 ８月 12日 コアマモ 

⑨ 
国土交通省 関東地方整備局  

東京港湾事務所 
東京湾内 

８月 23日 

８月 26日 

底生生物、付着

生物、動植物プ

ランクトン 

⑩ 東京都環境局自然環境部水環境課 東京湾内 

①８月 24 日

②９月７日

③９月 16 日

④９月 26 日 

①底生生物 

②稚魚 

③成魚 

④鳥類 

⑪ 株式会社横浜八景島 横浜市海の公園 ８月 29日 水生生物 
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（２）調査実施地点 

調査は、図９－４に示す地点で実施されました。 

 

 

 

（３）各調査のレポート 

  各調査のレポートを紹介します。 

 

生物調査（干潟以外）のレポート 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

合同会社オフショア

テクノロジーズ 

神奈川県立観音崎公

園・海岸園地前の磯 

8 月 11日 潮間帯の水生生物 

 

生物調査の結果 

※東京湾再生官民連携フォーラム モニタリング推進ＰＴは東京湾全域で調査を行った。 

図９－４ その他の調査の実施地点 

川崎市総合研究所（日本海洋生物研究所協力）（東扇島東公園人工海浜「かわさきの浜」）（報告書番号③） 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所（東京湾内）（報告書番号⑤） 

東京都環境局自然環境部水環境課（東京湾内）（報告書番号②） 

出典：海洋状況表示システム(https://www.msil.go.jp)、国土地理院（GSI） 

板橋区 白子川（東埼橋、白藤橋）（報告書番号④） 

国土交通省 関東地方整備局（臨港パーク）（報告書番号⑥） 

合同会社オフショアテクノロジーズ（神奈川県立観音崎公園 海岸園地前の磯）（報告書番号⑦） 

国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所（東京湾内）（報告書番号⑨） 

（株）日本海洋生物研究所（多摩川河口域）（報告書番号⑧） 

東京都環境局自然環境部水環境課（東京湾内）（報告書番号⑩） 

株式会社横浜八景島（横浜・八景島シーパラダイス）（横浜市海の公園）（報告書番号⑪） 
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（３）各調査のレポート 

各調査のレポートを紹介します。 

 

生物調査（干潟以外）のレポート① 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

東京湾再生官民連携

フォーラム  

モニタリング推進 PT 

東京湾全域 

 

7 月 1 日～9月 30 日 

 

マハゼ 

 

生物調査の結果 

団体名 東京湾再生官民連携フォーラム モニタリング推進 PT 

調査地点名 東京湾全域 

位置座標 
緯度  

経度  

実施年月日 令和 4年 7月 1日～9 月 30 日 

 

【対象生物】 

マハゼ 

 

【調査概要】 

江戸前ハゼ復活プロジェクトとして、東京湾再生官民連携フォーラム モニタリング推進 PT、東

京水産振興会、海辺つくり研究会、国土技術政策総合研究所検眼海洋・防災研究部海洋環境研究

室が協働し、マハゼの棲み処調査を例年 7月－12月に実施している。本報告時には調査が終了し

ていないので、7月－9 月の上期における速報を報告する。 

主な調査場所としては、神奈川県：平潟湾、金沢文庫、野島公園、冨岡船溜り公園、横浜港、高

島水際線公園、東神奈川など、東京都：多摩川河口・中流、海老取川、羽田周辺、京浜運河（新芝

運河・大井ふ頭中央海浜公園）、京浜島つばさ公園、墨田川、東京港（朝潮運河・お台場海浜公園・

佃掘）、東京内港（小名木川・横十間川・仙台堀川）、荒川河口・中流など、千葉県：中川、旧中

川、江戸川河口・中流、旧江戸川、江戸川放水路、三番瀬・浦安・境川、行徳、花見川、船橋、千

葉港、市原、袖ケ浦、木更津港、富津市、外房（一宮川）、松戸市などから合計 9372 匹の全長情

報が寄せられた。 
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図１ 調査地点概略図（場所は正確な調査地点ではない） 

 

表１ 収集データ数（2022 年上期） 

計測月 ７月 8 月 9 月 

2022 年 2890 3748 2734 

 

【結果概要】 

 今年のハゼ釣りはシーズン初め、4-5 cmの小型の当歳魚（デキハゼ）、8 cmの中型のハゼ、12 

cmの大型のハゼが混在する状況でスタートしたが、7 月を平均すると、8-9 cm程度の前年秋生ま

れとみられる系群が卓越していた。昨年に比べるとやや小型という印象がある。8月に入ると、5 

cm 程度の新たな系群の加入は昨年同様の傾向である。9 月に入ると 7 月に 8 cm であったハゼが

9-10 cm 程度に成長していること、16 cm を超える大型のハゼもつれ始めてきた。この大型ハゼ

は、昨年初夏（6月）生まれ群として、昨年も観測されていた群で、その動向が注目される。 
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【調査体制】 

昨年より、東京水産振興会により「江戸前ハゼ復活プロジェクト」の Web サイトが運営され、

その中でオンラインでのデータ登録も実施してきている（ https://mahaze.suisan-

shinkou.or.jp/）。 

 

 

2022 年マハゼの棲み処調査速報値（7－9月の調査データより） 
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生物調査（干潟以外）のレポート② 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

東京都環境局自然環

境部水環境課 
東京湾内 

７月 20日、８月３

日、８月４日、８月

17日 

動植物プランクトン 

 

プランクトン調査結果 

東京都環境局自然環境部水環境課 

 

東京都環境局では、水質汚濁防止法第 16 条の測定計画に基づく毎月の水質測定調査時に動植物

プランクトン上位 10種の同定・計数を行っているほか、夏季期間中に延べ 17日間の赤潮調査（上

位 5 種）を実施し、概ね毎週、赤潮発現の推移を見ている。 

令和４年 8 月に実施した水質測定調査と 7 月 20 日の赤潮調査で確認されたプランクトン種を

報告する。 
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【調査実施日・地点】 

①内湾水質測定調査：8 月 3, 4, 17日 計９地点（St.5, 6, 8, 11, 22, 23, 25, 35, 広

域 26） 

②赤潮調査：7 月 20日 計８地点（お台場, St.6, 8, 11, 22, 23, 25, 35） 
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【①水質測定調査】 

8 月 3 日（St.23, 25, 35, 広域 26）：前 5日間は降雨がなく、当日の天候は曇時々晴れ。 

8 月 4 日（St.5, 11）：調査を開始したが雷雨により中断し、未調査地点を 17日に延期した。 

8 月 17日（St.6, 8, 22）：前３日間は降雨がなかったが、当日は 5 mm の降雨があった。 

 

調査した 9地点のうち、６地点（St.5、St.6、St.11、St.22、St.23、St.25）で赤潮が見られ、

St.8 と St.22 を除く 7 地点では底層の溶存酸素量が 2.0mg/L 以下の貧酸素状態であった。 

各地点の動植物プランクトン上位 10 種と細胞数は表１のとおり。 

Cryptomonadaceae や Thalassiosira binata が細胞数での優占種となり、そのほか Skeletonema 

costatum や Heterocapsa sp.などが多く観察された。 

また、動物プランクトンでは Oligotrichida や Tintinnopsis sp.などが見られた。 

 

 

観察された主な種の顕微鏡下写真 

 

植物プランクトン 

 

 

 

 

 

 

 

 

Thalassiosira binata          Cylindrotheca closterium 

 

 動物プランクトン 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tintinnopsis corniger          Favella ehrenbergii 
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表１ 8月の水質測定調査におけるプランクトン定量結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点 St.5 St.6 St.8 St.11 St.22 St.23 St.25 St.35 広26
採集年月日 8月4日 8月17日 8月17日 8月4日 8月17日 8月3日 8月3日 8月3日 8月3日

種    名
Cryptomonadaceae 20,500 21,500 12,600 6,260 15,000 6,910 5,780 918 5,060
Gyrodinium  sp. 76 118
Gymnodiniales 408 232 312 144 360
Heterocapsa  sp. 936 2,050 1,630 357 1,370 612 250 84
Protoperidinium bipes 45
Peridiniales 114 46
Skeletonema costatum 3,500 2,170 1,490 1,020 1,510 1,390 1,060
Thalassiosira binata 16,700 762 24,000 1,750 21,600 9,790 423
Thalassiosiraceae 1,320 1,000 126 147 1,370 492
Rhizosolenia fragilissima 145 333
Cerataulina pelagica 206 306
Neodelphineis pelagica 230
Navicula  sp. 216 190 294 270 232
Cylindrotheca closterium 202 250 149 880 280 399 2,660 648 3,020
Heterosigma akashiwo 166
Euglenophyceae 300 672 436 508 336 100 228
Prasinophyceae 856 984 111 460 1,200 309 65
other Micro-flagellates 2,040 2,120 750 1,320 1,250 660 690 484 464
others 254 584 685 346 878 245 941 234 568

種    名
Mesodinium rubrum 1.10 1.00 1.00 0.30 0.20
Tintinnidium mucicola 0.07
Codonella  sp. 1.55 0.81 0.95 1.05
Tintinnopsis aperta 0.32 0.42 0.60 0.04
Tintinnopsis corniger 0.19
Tintinnopsis directa 0.38 1.60 0.46 0.07 2.30 3.60 0.02
Tintinnopsis  sp. 0.17 7.60 2.30 2.70 4.20 1.15 0.04
Helicostomella fusiformis 0.42 4.80 0.06
Favella ehrenbergii 0.04 1.05 0.10
Eutintinnus lusus-undae 0.15
Eutintinnus tubulosus 1.00 0.05 0.04
Amphorellopsis acuta 0.12 0.09
Oligotrichida 9.00 7.00 1.10 14.00 3.35 4.00 9.00 0.55 0.60
Ciliata 0.05 0.90 1.30
Brachionus plicatilis 1.40 1.40 0.80 0.45 0.05
Trichocerca marina 0.04 0.07 0.06
Synchaeta  sp. 0.05
Veliger larva of Bivalvia 0.20 0.05 0.42
Polychaeta larva 0.16 0.01
Penilia avirostris 0.01
Evadne tergestina 0.01
Oithona davisae 0.02 0.06 0.01 0.06
Copepodite larva of Oithona 0.06 0.03 0.13 0.11 0.01 0.06 0.21 0.92
Nauplius larva of Copepoda 6.00 0.70 0.75 0.70 1.10 0.05 0.55 1.60 3.60

植物プランクトン

動物プランクトン

細胞数（単位：×106細胞/m3）

個体数（単位：×106個体/m3）
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【②赤潮調査（7 月 20 日）】 

前２日間と当日は降雨がなく、最高気温が 30℃を超える日が続いた。 

調査した８地点すべてで赤潮が確認され、St.8 と St.23を除く６地点では底層の溶存酸素量が

2.0mg/L未満の貧酸素状態であった。 

東京都では、1回の赤潮調査につき数地点で表層水を採水し、動植物プランクトン優占５種の定

量を実施している。7 月 20 日はお台場、St.6、St.25 の３地点について定量を行った。 

結果は表２のとおり、細胞数では Thalassiosira spp.が優占種となり、次いで

Thalassiosiraceae や Skeletonema costatum、Cryptomonadaceaeが多く見られた。また、動物プ

ランクトンでは Mesodinium rubrum、Oligotrichida などが見られた。 

 

表２ 7/20赤潮調査におけるプランクトン定量結果 

         

観察された主な種の顕微鏡下写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Thalassiosira spp. 

Skeletonema costatum. 

調査地点 お台場 St.6 St.25

採取年月日 7/20 7/20 7/20

種名

 Cryptomonadaceae 3,310 2,160 3,310

 Skeletonema costatum 10,300 8,350 4,970

 Thalassiosira spp. 37,700 35,000 25,500

 Thalassiosiraceae 36,500 13,400 3,120

 Chaetoceros sp. 1,870 1,800

 Prasinophyceae 1,730

 other phytoplankton 4,610 4,250 6,190

種名

 Didinium  sp. 2.53 1.26

 Mesodinium rubrum 14.8

 Amphorella quadrilineata 2.53 2.63

 Eutintinnus sp. 5.05 2.89

 Oligotrichida 8.84 16.4 0.53

 Ciliata 0.95

 Trichocerca marina 0.79

 Nauplius of Copepoda 0.71 1.58 1.58

 other zooplankton 1.11 1.42 1.58

細胞数(単位:×106細胞数/m3)

個体数(単位:×106個体数/m3)

植物プランクトン

動物プランクトン
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生物調査（干潟以外）のレポート③ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

川崎市環境総合研究

所（日本海洋生物研

究所協力） 

東扇島東公園人工海

浜「かわさきの浜」 

7 月 21日 

8 月 15日 

9 月 9 日 

 

底生生物等 

 

生物調査の結果 

団体名 川崎市環境総合研究所（日本海洋生物研究所協力） 

調査地点名 
東扇島東公園人工海浜「かわさきの浜」 

神奈川県川崎市川崎区東扇島 58-1 

位置座標 

（可能であれ

 

緯度 N 35°30'15.7" 

経度 E 139°46'31.8" 

実施年月日 令和４年７月２１日、令和４年８月１５日、令和４年９月９日 

 

１ 調査概要 

  令和４年７月から９月の間に、川崎市東扇島東公園人工海浜「かわさきの浜」において、 

アマモ及び底生生物等の生育状況を確認する調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        調査場所 川崎市東扇島東公園人工海浜「かわさきの浜」 

２ 調査方法 

 (1)アマモ生育状況調査 

    徒歩、シュノーケリングまたはスクーバ潜水で、アマモの生育状況を記録し確認する。 

 

(2)定性観察調査 

  徒歩、シュノーケリングまたはスクーバ潜水で観察された生物を記録し確認する。 

 

 (3)底生生物等調査 

   軟体動物等については目視で確認し、底生生物についてはグラブ型採泥器またはスコップに

よる定量採取（50cm四方のコドラート枠）で海底泥を採取し、1ｍｍのふるいで選別したうえ

○St.Ａ 

○St.B 
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で試料とし、10％ホルマリンで固定した。採取した生物を記録し確認する。 

 

３ 調査結果 

  ２の(1)及び(2)の結果を表１に、２の(3)の結果を表２に示す。 

 

表１ アマモ生育状況調査及び定性観察調査 確認種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番 調査日
号 分類 門 綱 目 和名

1 海草・藻類 緑色植物 緑藻 アオサ アオサ属 ○ ○ ○
2 ミル ミル ○ ○
3 底生動物 刺胞動物 花虫 海鰓 ウミサボテン ○ ○
4 磯巾着 磯巾着目 ○ ○ ○
5 軟体動物 腹足 新腹足 レイシガイ ○ ○ ○
6 イボニシ ○ ○ ○
7 アカニシ ○ ○ ○
8 アラムシロ ○ ○ ○
9 アメフラシ トゲアメフラシ ○ ○

10 裸䚡 クロシタナシウミウシ ○
11 二枚貝 フネガイ サルボウガイ ○
12 イガイ ムラサキイガイ ○ ○ ○
13 ミドリイガイ ○ ○ ○
14 コウロエンカワヒバリガイ ○ ○ ○
15 マルスダレガイ トリガイ ○
16 ホンビノスガイ ○ ○
17 カガミガイ ○ ○
18 アサリ ○ ○ ○
19 頭足 八腕形 マダコ ○
20 節足動物 軟甲 十脚 フタミゾテッポウエビ ○
21 ケブカヒメヨコバサミ ○ ○
22 キンセンガニ ○
23 イシガニ ○ ○ ○
24 タイワンガザミ ○
25 スベスベオウギガニ ○
26 イソガニ ○ ○ ○
27 タカノケフサイソガニ ○ ○ ○
28 ショウジンガニ ○
29 コメツキガニ ○
30 苔虫動物 裸喉 櫛口 ホンダワラコケムシ ○ ○ ○
31 棘皮動物 ヒトデ モミジガイ トゲモミジガイ ○ ○
32 ヒメヒトデ イトマキヒトデ ○
33 ウニ ホンウニ サンショウウニ ○
34 ナマコ マナマコ マナマコ ○
35 原索動物 ホヤ マメボヤ カタユウレイボヤ ○ ○ ○
36 マボヤ エボヤ ○ ○ ○
37 シロボヤ ○ ○ ○

20 28 30

7月21日 8月16日 9月9日
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表２ 底生生物等 確認種一覧 

 

  

番 測点

調査日 7月21日 8月15日 9月9日 7月21日 8月15日 9月9日

号 門 綱 目 　和名           　　　　項目 個体数 個体数 個体数 個体数 個体数 個体数

1 刺胞動物 花虫 磯巾着 磯巾着目 ○ ○

2 扁形動物 渦虫 多岐腸 多岐腸目 ○

3 紐形動物 － － 紐形動物門 ○ ○ ○ ○

4 軟体動物 腹足 盤足 シマハマツボ ○ ○

5 ウミゴマツボ ○

6 シマメノウフネガイ ○ ○

7 新腹足 ムシロガイ ○

8 アラムシロ ○ ○ ○ ○ ○

9 異旋 クチキレガイ ○

10 頭楯 マメウラシマガイ ○ ○

11 マツシマコメツブガイ ○

12 キセワタガイ ○

13 二枚貝 フネガイ サルボウガイ ○ ○ ○

14 イガイ ムラサキイガイ ○

15 ミドリイガイ ○

16 コウロエンカワヒバリガイ ○ ○

17 ホトトギスガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 マルスダレガイ ブンブクヤドリガイ科 ○

20 バカガイ ○ ○ ○ ○ ○

21 シオフキガイ ○ ○ ○ ○ 17

22 チヨノハナガイ ○

23 サクラガイ ○

24 ヒメシラトリガイ ○ ○ ○

25 シズクガイ ○ ○

26 マテガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 ウスカラシオツガイ ○ ○ ○ ○ ○

28 ホンビノスガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 カガミガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 アサリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ハマグリ ○

33 環形動物 多毛 サシバゴカイ Eteone sp. ○

34 オトヒメゴカイ科 ○

35 ハナオカカギゴカイ ○

36 コケゴカイ ○ ○ ○ ○ ○

37 ヒメゴカイ ○ ○ ○ ○

38 アシナガゴカイ ○ ○

39 オウギゴカイ ○ ○ ○ ○

40 ツルヒゲゴカイ ○

41 チロリ ○ ○

42 Glycera sp. ○ ○ ○ ○

43 Glycinde sp. ○

44 ハヤテシロガネゴカイ ○ ○ ○

45 ミナミシロガネゴカイ ○

46 スピオ ケンサキスピオ ○ ○

47 シノブハネエラスピオ ○ ○

48 イトエラスピオ ○

49 Dipolydora ○ ○

50 Pseudopolydora sp. ○ ○

51 ヒゲスピオ ○ ○

52 Scolelepis sp. ○

53 Spio sp. ○ ○

54 Cirriformia sp. ○ ○ ○ ○ ○

55 イトゴカイ Capitella sp. ○

56 Mediomastus sp. ○ ○ ○ ○ ○

57 タケフシゴカイ科 ○ ○ ○

58 オフェリアゴカイ ツツオオフェリア ○

59 チマキゴカイ チマキゴカイ ○

60 フサゴカイ フサゴカイ科 ○

61 ケヤリ Chone sp. ○

62 ケヤリ科 ○

63 節足動物 軟甲 等脚 ヒメスナホリムシ ○ ○

64 端脚 ニホンドロソコエビ ○ ○ ○ ○ ○

65 Monocorophium sp. ○

66 イソヨコエビ ○

67 メリタヨコエビ属 ○

68 十脚 タイワンガザミ ○

69 スネナガイソガニ ○

26 21 36 25 29 22

St.A St.B
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４ 調査に関する写真 

 

 

 

 

 
 
 

        調査の様子               かわさきの浜の様子 

 

 

 

 

 

 

キンセンガニ              スベスベオウギガニ 

 

 

 

 

 

 

フタミゾテッポウエビ             ケブカヒメヨコバサミ 

 

 

 

 

 

 

ハマグリ                  サクラガイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ムシロガイ 
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生物調査（干潟以外）のレポート④ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

板橋区 

 

白子川（東埼橋、白

藤橋） 

7 月 28日 魚類、底生動物 

 

生物調査の結果 

団体名 東京都板橋区 

調査地点名 
白子川 

(1)東埼橋 (2)白藤橋 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 
(1) N35.46.47 

(2) N35.47.15 

経度 
(1) E139.37.28 

(2) E139.37.52 

実施年月日 
令和 4年 7月 28日 (木) 
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令和４年度 白子川生物調査の概要 

1 調査概要 

① 調査地点及び調査実施日 

河川名 調査地点名 調査実施日 調査時間 天候 
気温

（℃） 

水温

（℃） 

白子川 
①東埼橋上流付近 2022/7/28（木） 9：00～10：45 晴れ 32.0  25.0 

②)白藤橋付近 2022/7/28（木） 11：45～15：30 晴れ 34.0  32.0 

 

② 調査方法 

各調査地点において投網、タモ網（手網）及びカゴ網を用いて、魚類、底生動物を採

集した。 

採集した個体は現地で種の同定、個体の計測、写真撮影を行い、再放流した。現地で

の同定が困難な個体については、10％ホルマリンで固定して持ち帰り、実体顕微鏡下で

同定した。底生動物については、肉眼でみえる個体を採集対象とした。 

 

  

 

 

 

 

投網           カゴ網           タモ網   

         

2 調査結果 

① 河川状況 

 (１)東埼橋上流付近 

東埼橋直下に S 型の淵があり、更にその下流に高い落差工があ

る。増水によりかなり水位が上昇しなければこの落差を魚類が遡

上することは困難と考えられる。淵の上流は水際が綱矢板等で護

岸され、河床が布型枠等で護床されている。 

カゴ網は子安橋の上・下流部で、やや淵状になっている２箇所 

   に設置した。 

 

(２)白藤橋付近 

河床はコンクリート張りであるが、白藤橋の下流約 100m の位

置に土砂が堆積しており、浅い淵と瀬が形成されている。 

カゴ網は白藤橋の下流のやや淵状になっている２箇所に設置   

した。 
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② 魚類調査結果 

白子川の 2地点全体では、ニホンウナギ、オイカワ、アブラハヤ、モツゴ、ドジョウ、アユ、

ヌマチチブなど、4 目 6 科 14種の魚類が確認された。 

出現種のうち、「環境省 RL2020」に該当する種として、絶滅危惧ⅠB 類に該当するニホンウ

ナギ、準絶滅危惧に該当するドジョウが確認された。 

「東京都 RL2020区部」に該当する種として、絶滅危惧ⅠB類に該当するニホンウナギ、絶滅

危惧 II 類に該当するアブラハヤ、準絶滅危惧に該当するマルタ、ウキゴリ、ヌマチチブ、情

報不足に該当するオイカワ、ドジョウ、シマヨシノボリ、旧トウヨシノボリ類が確認された。 

外来種については「特定外来生物」に該当する種は確認されなかった。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○「環境省 RL2020」：環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）2020 年 

絶滅危惧ⅠB 類（EN）：ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

もの 

準絶滅危惧（NT）：現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

に移行する可能性のある種 

○「東京都 RL2020 区部」：東京都レッドリスト（本土部）2020 年版  

絶滅危惧ⅠB 類（EN）：ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い

もの 

絶滅危惧 II 類（VU）：現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来「絶

滅危惧Ⅰ類」のランクに移行することが確実と考えられるもの 

準絶滅危惧（NT）：現時点での絶滅危険度は小さいが、生育 ・ 生息条件の変化によっては「絶

滅危惧」として上位ランクに移行する要素を有するもの 

情報不足（DD）：環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行し得る属性を有

しているが、生息状況をはじめとして、ランクを判定するに足る情報が得られて

いないもの 

○外来種 

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」環境省に指定された種（2017）。 

「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」環境省及び農林水産省に指定さ

れた種（2016） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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魚類調査結果 

地点別魚類捕獲状況 
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個体写真 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

          

 

アブラハヤ モツゴ オイカワ 

マルタ ドジョウ アユ 

ボラ ウキゴリ ヌマチチブ 
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② 底生生物調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

チリメンカワニナ               モクズガニ 
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底生動物調査結果 
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3 調査結果のまとめ 

東埼橋上流付近の確認種は、経年的にスミウキゴリが多く､次いでドジョウなどが確認されてい

る。調査水域は水深が浅く、瀬や淵、寄り州などの環境が少なく単調であるため、魚類にとって

は生息環境が少ない地点で、確認種類数は、平成 22年以前は 9 種、平成 23年からは 3～6 種程度

である。本年度はアブラハヤ、ドジョウ、スミウキゴリのほか、前回調査で確認されなかったシ

マヨシノボリ、旧トウヨシノボリ類が再び確認され、全体では 5 種の魚類が確認された。大きな

変化はなく、例年通りの状況であった。 

白藤橋付近では、平成 22 年以前は 19種、平成 23年からはコイ、マルタ、アユ、ボラ、ヌマチ

チブなど 7～12種が確認されており、本年度も同様な種が確認され、全体では 10種の魚類が確認

された。この地点は砂泥や礫などの堆積があり、小規模ながら瀬、淵などの環境がある。廃棄さ

れた鉄パイプの中などにはニホンウナギやマハゼなどが確認されている。また、この地点は感潮

域でニホンウナギ、マルタ、アユ、スズキ、ボラ、スミウキゴリ、マハゼ、ヌマチチブなど汽水域

に生息する魚種を中心に確認種類の多い地点である。本年度もニホンウナギ、アユ、ボラ、マハ

ゼ、ヌマチチブなど汽水域に生息する種が確認された。また、平成 29 年以外毎回に確認されてい

たコイは確認されなかったが、これまであまり確認されていなかったオイカワが、平成 23 年度以

来、再び確認された。 

生息する種類や個体数の変動の要因としては、各調査地点とも河川構造が概ね単純な 3 面張り

護岸となっており、近年多発するゲリラ豪雨等の急激な増水により河道が洗われてしまうため、

大半の魚類が、下流に押し流されたり、逆に上流から流されて来たりすることによるものと考え

られる。したがって、今後も魚類相の変化や個体数の変動について継続して把握することが必要

であると考えられる。 
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生物調査（干潟以外）のレポート⑤ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

国土交通省 

関東地方整備局 

東京空港整備事務所 
東京湾内 

①8 月 3日 

 

②8 月 1日, 2 日, 8

日, 10日 

①海底に生息する底

生生物、 

②浅場に生息する水

生生物 

 

生物調査の結果 

団体名 東京空港整備事務所 

調査地点名 St.⑤、St.10、St.12、St.15、St.18、St.① 

位置座標 

緯度 

St. ⑤ 35°33′37.2″、St.10 35°32′10.2″ 

St.12 35°31′29.4″、St.15 35°31′18.0″ 

St.18 35°31′04.2″、St.① 35°31′42.0″ 

経度 

St. ⑤ 139°48′11.4″、St.10 139°48′39.0″ 

St.12 139°48′03.0″、St.15 139°48′21.0″ 

St.18 139°48′43.8″、St.① 139°47′30.0″ 

実施年月日 令和 4年 8月 3日 
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調査位置図 

 

 

【対象生物】 

海底に生息する底生生物 

 

 

 

 

 

  

 

St.5 

●：底生生物調査地点 

港則法航路 

港則法航路 

港則法航路 

St.① 
St.12 St.15 

St.18 

St.10 

0 2km 
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【調査の様子】 

グラブ式採泥器を用いて 1 地点で底質を 3 回採取し、0.5mm 目のフルイでふるった後に残った

ものを試料とした。試料を保存容器に入れて約 10％濃度のホルマリンで固定し、分析室にて出現

種の同定、個体数の計数、湿重量の測定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な出現種の写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グラブ式採泥器 ふるい状況 底生生物試料 

環形動物門：シノブハネエラスピオ 環形動物門：イトエラスピオ 

環形動物門：ハナオカカギゴカイ 

※写真中の 1 メモリは、1mmを示す。 
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【調査結果】 

出現種数は 2～23 種類の範囲であり、St.15 で最も少なく、St.①で最も多かった。 

出現個体数は 27～8,127個体/㎡の範囲であり、St.12で最も少なく、St.10で最も多かった。 

出現種の湿重量は 0.1～31.7g/㎡の範囲で、St.12で最も少なく、St.①で最も多かった。 

主な出現種は、環形動物門のシノブハネエラスピオ、イトエラスピオおよびハナオカカギゴカ 

イであった。また、河口域の St.①では軟体動物門のホトトギスガイが多く出現した。 

 

表 底生生物の調査結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環形動物門
軟体動物門
節足動物門
その他
合計
環形動物門
軟体動物門
節足動物門
その他
合計
環形動物門
軟体動物門
節足動物門
その他
合計

1,160 (46.0) 2,773 (34.1) 13 (48.1) 340 (86.5) 280 (82.4) 1,413 (32.3)

767 (30.4) 2,293 (28.2) 53 (13.5) 60 (17.6) 700 (16.0)

333 (13.2) 2,127 (26.2) 673 (15.4)

260 (10.3) 500 (6.2) 627 (14.3)

140 (1.7) 240 (5.5)
 空白は、出現種（該当種）がいないことを示す。
 湿重量の「+」は、0.1m/㎡未満を示す。

備考

Polydora属 ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ

ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ Mediomastus属 Mediomastus属

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 紐形動物

Tharyx属
（個体/㎡（％））

※8個体以上のみ記載 ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

個体数による優占種上位5種 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ
4.4 28.8 0.1 0.9 1.5 31.7

1.3
1.7 1.2

7.8
12.3 21.5

湿重量
（g/㎡）

4.4 14.8 0.1 0.9 1.5
2,520 8,127 27 393 340 4,374

187
7 700

2,527
13 960

個体数
（個体/㎡）

2,520 8,107 27 393 340
4 15 3 2 2 23

1 2

8
3

St.①

種数
（種/㎡）

4 13 3 2 2 10
1

　　　　　　　　　　地点
 項目

空港北東側 事業実施区域 沖合 多摩川河口域

St.5 St.10 St.12 St.15 St.18
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生物調査の結果 

団体名 国土交通省関東地方整備局東京空港整備事務所 

調査地点名 ①St.1-1、②St.1-2、③St.1-3、④St.1-4、⑤St.3、⑥St.5 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 
①Ｎ35°33′59″、②Ｎ35°34′01″、③Ｎ35°33′55″、 

④Ｎ35°33′56″、⑤Ｎ35°32′08″、⑥Ｎ35°32′01″ 

経度 
①E139°47′27″、②E139°47′31″、③E139°47′31″、 

④E139°47′35″、⑤E139°48′21″、⑥E139°47′18″ 

実施年月日 
①令和４年８月１日、②令和４年８月１日、③令和４年８月２日、 

④令和４年８月２日、⑤令和４年８月 10日、⑥令和４年８月８日 

 

【対象生物】 

浅場に生息する水生生物 

 

【調査結果概要】 

主な確認種の写真 

 
マゴチ 

 
イシガニ 

 
アカニシ 

 
マダコ 

 
モミジガイ 

 
海鰓目 

① ～④ St.1-1～St.1-4 では、以下の種が認められました。 
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（底生動物） 

 

調査方法：スミス・マッキンタイヤ型採泥器による3回採泥

単　　位：1m2あたりの個体数および湿重量(g)
調査地点

No 種　名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 + 0.80 + 0.13 + 0.33
2 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 + +
3 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 7 + 180 0.93 1,007 4.00
4 ﾋﾗﾑｼ目 20 + 40 0.07 80 0.20 20 +
5 紐形動物門 1,947 1.60 213 0.33 900 0.93 173 0.07
6 線形動物門 20 + 80 +
7 ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 7 +
8 ﾘｿﾂﾎﾞ科 20 + 87 +
9 ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 53 0.13 180 5.53 20 0.20

10 ｱﾗﾑｼﾛ 7 2.47
11 裸側目 7 +
12 ﾍｺﾐﾂﾗﾗｶﾞｲ科 7 + 73 +
13 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ属 60 4.40 40 1.13 87 2.00 120 0.27
14 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 40 0.47 7 + 13 0.07
15 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ科 7 + 13 +
16 Orinella  sp. 27 0.07 7 0.20
17 Turbonilla  sp. 7 + 13 0.07 40 0.20
18 ﾐｽｼﾞﾖｺｲﾄｶｹｷﾞﾘ 13 0.13
19 Cingulina  sp. 7 +
20 Megastomia  sp. 27 0.13
21 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 7 + 53 +
22 腹足綱 7 +
23 ｻﾙﾎﾞｳ 33 63.93 7 12.27 20 30.93
24 ｻﾙﾎﾞｳ属 7 +
25 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 13 + 7 +
26 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 13 + 47 0.13
27 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 73 0.13 33 + 47 +
28 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属 47 0.07 933 1.93 413 1.00
29 ﾀﾏｴｶﾞｲ属 7 0.07 340 2.40 107 0.53 320 2.13
30 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 11,900 93.67 2,527 92.47 7,093 81.33 1,687 36.33
31 ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ科 7 0.07 7 0.47
32 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 167 0.20 7 +
33 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 67 3.67 13 0.53
34 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 453 0.27 653 0.13 913 0.27 613 0.27
35 ﾄﾘｶﾞｲ 13 8.80
36 ｻﾞﾙｶﾞｲ科 147 + 73 + 160 +
37 ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ 7 0.07
38 ｶｶﾞﾐｶﾞｲ 40 0.47
39 ｱｻﾘ 413 5.47 1,267 73.33 460 48.07 7 0.20
40 ｳﾁﾑﾗｻｷ 20 2.33
41 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 13 + 7 + 313 0.07
42 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 140 1.20 1,073 4.40 140 1.20 340 2.07
43 ｻｸﾗｶﾞｲ 7 0.27 27 0.33
44 ｼﾗﾄﾘｶﾞｲ属 13 0.13
45 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 27 + 47 + 127 0.13
46 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 1,087 4.33 1,660 8.60 1,693 10.13 320 1.93
47 ﾏﾃｶﾞｲ属 7 0.07
48 ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 47 0.67 47 0.47 127 6.93
49 Harmothoe  sp. 347 0.53 307 0.40 133 1.07 267 0.80
50 Eumida  sp. 107 0.07 567 0.13 587 0.27
51 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 140 + 7 +
52 ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ 27 0.13
53 ﾁﾛﾘ 20 0.67
54 ｵﾉﾐﾁﾁﾛﾘ 7 2.13 7 2.20
55 Glycera  sp. 13 0.33 7 0.20
56 Glycinde  sp. 27 0.20 53 0.27 60 0.47 67 0.33
57 Oxydromus  sp. 273 + 307 0.53 367 0.27 80 0.27
58 ﾀﾚﾒｵﾄﾋﾒ 13 +
59 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 13 + 33 0.07
60 ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 3,920 3.13 2,707 2.40 3,240 4.60 1,173 0.87
61 Typosyllis sp. 7 +

注：「+」がある場合、個体数欄は群体等の出現を、湿重量欄は0.01g未満を示す。

Stn.1-1 Stn.1-2 Stn.1-3 Stn.1-4
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調査方法：スミス・マッキンタイヤ型採泥器による3回採泥

単　　位：1m2あたりの個体数および湿重量(g)
調査地点

No 種　名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
62 ｼﾘｽ亜科 7 +
63 ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 33 0.60 73 2.53 60 1.00 33 0.20
64 ｺﾞｶｲ科 7 + 13 + 33 0.07
65 Bhawania  sp. 13 + 73 0.13 120 0.13 107 0.07
66 ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 100 1.00 13 0.13 107 0.93 7 +
67 Nephtys sp. 40 0.07 7 +
68 Eunice  sp. 7 +
69 ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 67 0.27 60 0.13 60 0.47 33 0.07
70 Schistomeringos  sp. 20 + 127 0.13 20 0.13 133 +
71 ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 280 0.87 147 0.60 160 0.53 47 0.13
72 Boccardiella sp. 60 0.13 67 0.27 27 +
73 Dipolydora  sp. 7 + 53 0.07 33 + 80 +
74 ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 107 + 7 0.13
75 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 87 0.40 107 0.40 320 2.47 73 0.20
76 Polydora  sp. 80 0.27 333 0.20 953 0.80 353 0.13
77 ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 220 + 127 0.13 260 0.27 107 0.07
78 ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 20 + 2,480 0.53 393 +
79 ﾌﾀｴﾗｽﾋﾟｵ 120 +
80 Prionospio sp. 80 + 7 + 53 +
81 Pseudopolydora sp. 113 + 7 +
82 Scolelepis  sp. 967 0.73 273 0.13 880 1.80 33 +
83 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 13 0.33 7 0.20
84 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ属 7 0.07 13 +
85 ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 7 +
86 Chaetozone  sp. 7 0.07 27 0.07 7 0.07
87 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 2,707 72.33 540 15.93 713 51.07 27 5.47
88 Tharyx  sp. 613 0.93 7 + 160 0.53 13 0.07
89 Timarete  sp. 7 8.80
90 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 53 +
91 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 20 0.13 7 +
92 ｲﾄｺﾞｶｲ属 107 +
93 Mediomastus  sp. 3,340 1.40 4,267 1.47 3,807 1.40 1,047 0.53
94 Notomastus sp. 13 0.20 27 +
95 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ 160 1.13 100 2.53 87 0.20 27 0.67
96 ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 7 0.07 20 0.80 33 0.33 13 0.33
97 ｱﾘｱｹｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ 367 1.13 187 0.53 93 0.20 320 0.27
98 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科 53 0.53 13 0.07 47 0.20
99 Chone sp. 693 6.93 1,287 9.87 1,580 7.87 540 4.40

100 Euchone  sp. 13 + 33 0.07
101 Parasabella  sp. 33 1.07 7 0.07
102 ｹﾔﾘﾑｼ科 7 + 167 + 53 +
103 Hydroides  sp. 7 0.07
104 ｳﾐｸﾞﾓ綱 7 +
105 Monocorophium  sp. 7 +
106 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 13 3.87 13 0.87
107 ｸﾓｶﾞﾆ科 7 +
108 ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 27 1.40 13 1.00 13 0.93
109 ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ 20 0.20
110 ｲｿｶﾞﾆ属 7 0.07
111 ｵﾖｷﾞﾋﾟﾝﾉ 20 0.27 7 0.33
112 ｶｸﾚｶﾞﾆ科 7 0.07
113 ｶﾆ亜目 7 +
114 Phoronis sp. 167 0.53 420 1.47 160 0.20 80 0.13
115 ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ 13 0.20 40 0.73 7 0.13
116 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 20 0.07 13 +
117 ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 33 74.33
118 Ciona  sp. 40 17.87
119 ｻﾞﾗﾎﾞﾔ 33 8.13 27 3.60
120 ｼﾛﾎﾞﾔ 13 53.80 7 12.40
121 ｼﾛﾎﾞﾔ科 547 21.00 40 5.60 167 16.13
122 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 100 2.47 373 69.27 333 107.80 300 70.00
123 ﾎﾔ綱 40 0.20 27 + 213 0.53 147 0.93

Stn.1-1 Stn.1-2 Stn.1-3 Stn.1-4

注：「+」がある場合、個体数欄は群体等の出現を、湿重量欄は0.01g未満を示す。
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（魚介類） 

 

  

調査期日：令和4年8月1日、8月2日
調査方法：潜水目視観察

調査地点
No 種　名

1 珪藻綱 ●
2 ｲｷﾞｽ科 ● ●
3 海綿動物門 ●
4 ｳﾐｻﾎﾞﾃﾝ ● ●
5 海鰓目 ● ●
6 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ綱 ●
7 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ● ●
8 ｱｶﾆｼ ● ●
9 ﾂﾒﾀｶﾞｲ(卵塊) ● ●

10 ﾏﾀﾞｺ ●
11 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科(棲管) ● ●
12 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ●
13 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ● ●
14 ｺﾞｶｲ綱 ●
15 ｲｼｶﾞﾆ ● ●
16 ﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ● ●
17 ﾄｹﾞﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ● ●
18 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ ● ●
19 ｼﾛﾎﾞﾔ ● ●
20 ﾂﾊﾞｸﾛｴｲ ●
21 ﾊｾﾞ科 ● ●
22 ｶﾜﾊｷﾞ ●
23 ﾏｺﾞﾁ ●
24 ｶﾚｲ科 ●
25 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 ●

St.1-1,1-2 St.1-3,1-4
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⑤ St.3 では、以下の種が認められました。 

（魚介類） 

 

  

調査期日：令和4年8月10日
調査方法：潜水目視観察

調査地点
No 種　名
1 珪藻綱 ●
2 ｲｷﾞｽ科 ●
3 海綿動物門 ●
4 ｳﾐｻﾎﾞﾃﾝ ●
5 海鰓目 ●
6 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ綱 ●
7 ﾀﾃｼﾞﾏｷﾞﾝﾁｬｸ ●
8 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ●
9 ｺｹﾑｼ綱 ●

10 ｱｶﾆｼ ●
11 ﾚｲｼｶﾞｲ ●
12 ｳﾐｳｼ目 ●
13 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ●
14 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ ●
15 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ●
16 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科(棲管) ●
17 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ●
18 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ●
19 端脚目（棲管） ●
20 ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 ●
21 ｲｼｶﾞﾆ ●
22 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ●
23 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ●
24 ﾏﾅﾏｺ ●
25 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ属 ●
26 ｴﾎﾞﾔ ●
27 ｼﾛﾎﾞﾔ ●
28 ｱｶｵﾋﾞｼﾏﾊｾﾞ ●
29 ﾏｺﾞﾁ ●

St.3



 

- 118 - 
 

⑥ St.5 では、以下の種が認められました。 

（底生動物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和4年8月8日
調査方法：スミス・マッキンタイヤ型採泥器による3回採泥

単　　位：1m2あたりの個体数および湿重量(g)
調査地点

No 種　名 個体数 湿重量
1 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 7 0.60
2 紐形動物門 1,093 1.40
3 ｱﾗﾑｼﾛ 187 91.20
4 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 7 +
5 ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ 87 1.00
6 ｱｻﾘ 627 18.33
7 ﾏﾃｶﾞｲ 387 5.73
8 ﾊﾞｶｶﾞｲ 13 0.93
9 ｼｵﾌｷ 13 0.60

10 ﾊﾞｶｶﾞｲ属 47 +
11 Eteone sp. 207 0.13
12 ﾏｷﾝﾄｼﾁﾛﾘ 20 2.87
13 Glycera sp. 40 0.07
14 Oxydromus sp. 7 +
15 ﾊﾔﾃｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 7 0.73
16 ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 7 0.13
17 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 7 +
18 ﾔﾏﾄｽﾋﾟｵ 47 +
19 ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 20 +
20 ﾋｹﾞｽﾋﾟｵ 120 0.07
21 ﾏﾄﾞｶｽﾋﾟｵ 7 +
22 Mediomastus sp. 247 0.33
23 Armandia  sp. 260 0.13
24 ﾆｯﾎﾟﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ 73 0.07
25 ﾑﾛﾐｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ 13 0.07
26 ﾐﾂｵﾋﾞｸｰﾏ 20 +

注：「+」がある場合、個体数欄は群体等の出現を、湿重量欄は0.01g未満を示す。

St.5
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生物調査（干潟以外）のレポート⑥ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

国土交通省 

関東地方整備局 
臨港パーク 

8 月 5 日 浅場（砂地）及び石

積、護岸の水生生物 

 

生物調査の結果 

団体名 国土交通省 関東地方整備局 

調査地点名 
臨港パーク（神奈川県横浜市） 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 N 35°27′42.407″ 

経度 
E 139°38′17.795″ 

実施年月日 
令和 4年 8月 5日 

 

【対象生物】 

 浅場（砂地）及び石積、護岸に生息する水生生物 
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【調査結果概要】 

 臨港パーク（神奈川県横浜市）で確認された水生生物について、添付の一覧表及び写真に示し

ます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

門名 綱名 目名 科名 種名 確認環境、水深

緑藻植物 緑藻 アオサ アオサ アオサ属 砂底、コンクリート護岸　Y.P.+0.5～-1m

ミル ミル ミル 石積　Y.P.-1.0～-4.0m

シオグサ シオグサ シオグサ属 コンクリート護岸　Y.P.+0.5～±0.0m

紅藻植物 紅藻 スギノリ ムカデノリ ヒラムカデ コンクリート護岸　Y.P.+0.5～±0.0m

維管束植物 トクサ オモダカ アマモ アマモ（※移植） 砂底　Y.P.-1.0m

刺胞動物 ヒドロ虫 ヒドロ虫綱 コンクリート護岸　Y.P.+0.5～±0.0m

花虫 イソギンチャク タテジマイソギンチャク タテジマイソギンチャク 石積、コンクリート護岸　Y.P.+0.5～-1.0m

イソギンチャク目 砂底、石積、コンクリート護岸　Y.P.+0.5～-7.3m

軟体動物 二枚貝 カキ イタボガキ マガキ 砂底、石積　Y.P.-1.0～-2.0m

イガイ イガイ ホトトギスガイ 砂底　Y.P.-1.0m

ムラサキイガイ 砂底、石積　Y.P.-1.0～-2.0m

ミドリイガイ 砂底、石積　Y.P.-1.0～-2.0m

マルスダレガイ マルスダレガイ ウスカラシオツガイ 石積、コンクリート護岸　Y.P.-1.0～-2.0m

アサリ 砂底　Y.P.-1.0m

腹足 吸腔 カリバガサガイ シマメノウフネガイ 石積、コンクリート護岸　Y.P.-2.0～-7.3m

アッキガイ レイシガイ コンクリート護岸　Y.P.-2.0m

イボニシ 砂底、石積、コンクリート護岸　Y.P.+0.5～-2.0m

裸鰓 クロシタナシウミウシ クロシタナシウミウシ コンクリート護岸　Y.P.-4.0m

頭足 タコ マダコ マダコ 砂面　Y.P.-1.0m

環形動物 多毛 ケヤリムシ カンザシゴカイ科 砂底、石積、コンクリート護岸　Y.P.+0.5～-7.3m

クテノドリルス ミズヒキゴカイ科 砂底、石積、コンクリート護岸　Y.P.-4.0m

苔虫動物 苔虫 苔虫綱 コンクリート護岸　Y.P.+0.5～±0.0m

節足動物 顎脚 無柄 フジツボ アメリカフジツボ 石積　Y.P.-1.0～-2.0m

サンカクフジツボ 石積　Y.P.-4.0m

軟甲 十脚 ガザミ/ワタリガニ イシガニ 石積　Y.P.-1.0～-4.0m

タイワンガザミ 砂底または石積　不明

棘皮動物 ヒトデ アカヒトデ イトマキヒトデ イトマキヒトデ 石積、コンクリート護岸　Y.P.-1.0～-4.0m

脊索動物 ホヤ マメボヤ ユウレイボヤ カタユウレイボヤ 石積、コンクリート護岸　Y.P.-1.0～-7.3m

マボヤ シロボヤ シロボヤ 砂底、石積、コンクリート護岸　Y.P.-1.0～-7.0m

ホヤ綱（単体性） 石積、コンクリート護岸　Y.P.±0.0～-4.0m

条鰭 ボラ ボラ ボラ 石積　Y.P.-1.0m

スズキ タイ コショウダイ 砂底または石積　不明

クロダイ 石積　Y.P.-2.0m

キチヌ 石積　Y.P.-2.0m

ウミタナゴ マタナゴ 石積　Y.P.-2.0m

メジナ メジナ 石積　Y.P.-2.0m

ベラ キュウセン 砂底　Y.P.-1.0m

ホンベラ 砂底　Y.P.-1.0m

イソギンポ イソギンポ 石積　Y.P.-1.0m

ハゼ アゴハゼ属 石積、コンクリート護岸　Y.P.-1.0～-6.0m

シマハゼ類 砂底、石積、コンクリート護岸　Y.P.±0.5～-6.0m

マハゼ 砂底または石積　不明

チチブ属 砂底または石積　不明

フグ カワハギ アミメハギ 石積　Y.P.-1.0～-6.0m

フグ コモンフグ 石積　Y.P.-1.0m

クサフグ コンクリート護岸　不明

東京湾一斉調査　生物調査（干潟以外）　臨港パーク確認種一覧

動

物

植

物
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生物調査（干潟以外）のレポート⑦ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

合同会社オフショア

テクノロジーズ 

神奈川県立観音崎公

園 海岸園地前の磯 

8 月 11日 潮間帯に生息する水

生生物 

 

団体名 合同会社オフショアテクノロジーズ                            

調査地点名 
神奈川県立観音崎公園 海岸園地前の磯 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 N 35° 15' 26.600" 

経度 
E 3139° 44' 42.774" 

実施年月日 
2022 年 8 月 11 日（木）9:00～11:30 頃 

※干潮：10:34， 10cm（横須賀），大潮 

 

【対象生物】 

潮間帯に生息する水生生物  

 

【調査概要】 

神奈川県立観音崎公園の海岸園地前の磯（下図の赤枠）にて、干潮時に底生生物を中心とした水

生生物の目視による観察を行った。調査日の天気は、晴れ時々曇り、気温：29.5 度、水温：26.2 

 

 

 

 

画像 ©2022 Google、画像 ©2022 Digital Earth Technology、Maxar Technologies、Planet.com、地図データ ©2022 
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【調査結果】 

以下の 54 種の生物が観察された。 

 

1 

海綿動物 

ダイダイイソカイメ

ン 
  

潮間帯の上部に多数生息してい

た。 

2 クロイソカイメン 

  
潮間帯の上部に多数生息してい

た。 

3 ムラサキカイメン 

 

ダイダイイソカイメンやクロイソ

カイメンよりも潮間帯の下の方に

多く見られた。 

4 ナミイソカイメン？ 

 

黄緑色をしたカイメン。数は少な

い。 

5 カイメンの一種 

 

オレンジ色のカイメン。ダイダイ

イソカイメンよりも色が薄く、凹

凸が多い。数は少ないが所々で見

られた。 

6 

刺胞動物 

タテジマイソギンチ

ャク 

 

潮間帯の比較的上部に密集して生

息していた。調査地点の中では最

も個体数の多い種のひとつであっ

た。 

7 
ヨロイイソギンチャ

ク 

 

調査地点の至る所で多く見られた

イソギンチャク。 

8 
ウメボシイソギンチ

ャク 

 

タテジマイソギンチャク、ヨロイ

イソギンチャクに比べて数は少な

いが岩陰にて観察された。 
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9 
ベリルイソギンチャ

ク 

 

調査地点で多く見られた。 

10 
イソギンチャクの一

種 

 

潮間帯下部の岩陰の海藻上に付

着。体幹部は透明で白い筋があ

る。触手の先端はややピンク色。

体幹の直径 1cm 程度。数は少な

い。 

11 ヒドロ虫鋼の一種？ 

 

潮間帯下部の岩陰の海藻上に付着

していた。 

12 触手動物 コケムシの一種 

 

黒に赤の縁取りがされたコケムシ

の一種。潮間帯下部に普通に見ら

れた。 

13 

軟体動物 

ヒザラガイ 

 

調査地点で多く見られた。 

14 エガイ 

 

転石の裏に足糸で付着していた。

見つけたのはこの１個体のみ。 

15 マツバガイ 

 

調査地点で多く見られた。 

16 ヨメガガサガイ 

 

調査地点で多く見られた。 
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17 キクノハナガイ 

 

調査地点で多く見られた。 

18 ケガキ 

 

潮間帯下部、波が良く当たる岩の

上にて見られた。 

19 スガイ 

 

調査地点で多く見られた。 

20 アマオブネ 

 

調査地点で多く見られた。 

21 オオヘビガイ 

 

タイドプール内で数個体観察され

た。 

22 イボニシ 

 

調査地点で多く見られた。密集し

て生息していた。 

23 巻貝の一種 

 

体長約 1mm。紅藻の藻場にて観察

された。 

24 
アカエラミノウミウ

シ 

 

体地色は半透明の白色で、白色の

斑点が散在する。潮間帯下部のタ

イドプール内にて観察された。 
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25 マダラウミウシ 

 

調査地点で 5 個体程度見られた。 

26 

環形動物 

ミズヒキゴカイ 

 

岩の間の砂地に見られた。 

27 ケヤリムシ 

 

  

28 ヤッコカンザシ 

 

調査地点で多く見られた。 

29 

節足動物 

イソガニ 

 

  

30 ヒライソガニ 

 

  

31 イワガニ 

 

  

32 ショウジンガニ 

 

比較的よく目にした。調査中に少

なくとも 6 個体は確認した。 
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33 ヨツハモガニ 

 

  

34 カメノテ 

 

多くはないが数か所で密集してい

るのが観察された。 

35 エビの一種 

 

体長 1cm くらい。 

36 エビの一種 

 

体長 1cm くらい。 

37 スジエビモドキ？     

38 クロフジツボ 

 

潮間帯下部、波が良く当たる岩の

上にて見られた。 

39 イワフジツボ（？） 

 

マツバガイの貝殻表面や岩の表面

に密集しているのが多く見られ

た。 

40 ワレカラの一種 

 

体長約 7mm。紅藻の藻場を網です

くうとたくさん見られた。 

41 ヨコエビの一種 

 

体長約 5mm。紅藻の藻場を網です

くうとたくさん見られた。 
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42 ヘラムシ科の一種 

 

転石の下に数個体がまとまって生

息していた。 

43 ホンヤドカリ    

44 フナムシ   非常にたくさん見られた。 

45 棘皮動物 イトマキヒトデ 

 

  

46   
ヌノメイトマキヒト

デ 

 

体長約 1.3 ㎝。転石の裏で見つけ

た。 

47   ヒメヒトデ（？） 

 

小型のヒトデ。潮間帯下部の岩に

付着していた。 

48   ムラサキウニ 

 

調査地点全体では数は多くなかっ

たが、まとまって数個体が見られ

た。 

49 

原索動物 

群体性のホヤの一種 

 

オレンジ色のイタボヤ様のホヤの

仲間。 

50 群体性のホヤの一種 

 

赤紫色のイタボヤ様のホヤの仲

間。 
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51 ホヤの一種 

 

  

52 

脊椎動物 

アゴハゼ 

 

調査地点で多く見られた。 

53 カサゴ 

 

  

54 ニシン目の稚魚？ 

 

群れで見られた。体長 1～2cm 程

度。 

 

 

【調査の様子】 

   

調査地点の様子               調査の様子 

     

 

 

 

 

 

  



 

- 129 - 
 

生物調査（干潟以外）のレポート⑧ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

(株)日本海洋生物研

究所 
多摩川河口域 

8 月 12日 コアマモ 

 

生物調査の結果 

団体名 (株)日本海洋生物研究所 

調査地点名 
多摩川河口域 

 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度 N35°32’37.4”～N35°32’37.6” 

経度 E139°45’47.1”～E139°45’47.2” 

実施年月日 
2022 年 8 月 12 日（大潮干潮時） 

 

【調査概要】 

私たちは、2015 年 8 月に大田漁業協同組合の

組合員から寄せられた情報に基づき、多摩川河口

（図 1）において、東京湾では希少であるコアマ

モが局地的に生育していること確認した。 

2016 年以降（コロナ禍であった 2020･2021 年

を除く）は、東京湾一斉調査の一環として、その

生育状況を継続的に調査している。 

コアマモの生育面積は 2016年から 2019年にか

けて 5.1～16.3㎡の範囲で推移し（図 2）、年によ

り生育面積が増減するとともに中心位置が変化

したものの、小規模ながら定着して地下茎が維持

され、地上部の現存量が季節的・経年的に変化し

ている多年生の群落として定着し維持されてい

ることが確認された。 

その後、2020年 2月までは小群落が確認された

が、2020年 6月以降はコアマモの生育は確認でき

ていない。2022年も東京湾一斉調査にあわせて、

8 月の大潮の干潮時間帯に徒歩でコアマモの生育

場所を広範囲に探査したが、発見することができ

なかった。多摩川河口域におけるコアマモ群落は

消失したものと考えられる。 

確認範囲・調査地点
多摩川

東京湾

35°32'00''N
13

9°
48

'00
''E

図 1 調査地点 

図 2 生育面積の推移 
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しかしながら、2022 年 8 月上旬、図 1 の調査地点より上流の大田漁業協同組合地先において、

0.1m2未満の範囲にコアマモ数十株が生育しているのを新たに発見した。8月下旬には株数が大幅

に減少していたが、季節的な現存量変化の可能性もあるため、今後、観察を継続する予定である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 2 2017年 8月の全景 

写真 3 2018年 8月の全景 

 

写真 4 2019 年 8月の全景 

 

写真 1 2016年 8月の全景 

写真 5 2022年 8月の全景 
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生物調査（干潟以外）のレポート⑨ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

国土交通省 

関東地方整備局 

東京港湾事務所 

東京湾内 

8 月 23日 

8 月 26日 

底生生物、付着生

物、動植物プランク

トン 

 

生物調査の結果 

団体名 国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所 

調査地点名 
調査地点１（Ｙ２岸壁地先）、調査地点２（第一航路付近）、調査地点３

（城南島地先） 

位置座標 

（調査地点１） 

緯度 35°35.2833′ 

経度 139°47.9883′ 

位置座標 

（調査地点２） 

緯度 35°34.2200′ 

経度 139°482800′ 

位置座標 

（調査地点３） 

緯度 35°34.9083′ 

経度 139°47.1567′ 

実施年月日 
2022 年 8 月 23 日、8月 26 日 

 

（１）底生生物調査 

調査方法：スミスマッキンタイヤ型採泥器による２回採泥 

 単位：1m2あたりの個体数及び湿重量（ｇ） 

 

  

調査地点１ 調査地点２ 調査地点３
番　号 門 綱 種　名 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 環形動物 多毛 カタマガリギボシイソメ 240 0.8 40 0.3
2 ハナオカカギゴカイ 150 0.2 50 0.1
3 シノブハネエラスピオ 3,100 8.2 5,040 15.3
4 Polydora  sp. 10       + 
5 触手動物 箒虫 Phoronis  sp. 10       + 

種　類　数 0 4 4
合　　　計 0 0 3,500 9.2 5,140 15.7

注：個体数の「＋」は群体等を、湿重量の「＋」は０．１ｇ未満を示す。
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（２）付着生物調査 

 調査方法：３０ｃｍ×３０ｃｍ方形枠採取 

単位  ：個体／㎡，ｇ／㎡ 

 

  

調査地点１ 調査地点３
第１層 第１層

番　号 門 綱 種　名 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 腔腸動物 ヒドロ虫 ウミサカズキガヤ科 + 20.22 + 0.33
2 花虫 イソギンチャク目 956 8.11 2,056 79.67
3 扁形動物 渦虫 多岐腸目 533 15.33 556 5.33
4 紐形動物 紐形動物門 544 4.67
5 環形動物 多毛 アシナガゴカイ 578 12.44 2,522 31.33
6 ヒゲブトゴカイ 33 0.33
7 マサゴゴカイ 189 0.22
8 ヤスリゴカイ 11 0.22
9 デンガクゴカイ 422 5.67 44 2.78

10 Eulalia      sp. 100 1 44 0.44
11 アケノサシバ 22 0.11 44 3
12 シリス亜科 2,344 5.89 89 0.44
13 Cirriformia  sp. 11 0.44
14 Polydora     sp. 11 +
15 軟体動物 腹足 シマハマツボ 11 0.22
16 イボニシ 44 26.78 1,278 1,779.89
17 二枚貝 ムラサキイガイ 3,744 47.56
18 ミドリイガイ 656 63.56 2,511 46.56
19 コウロエンカワヒバリガイ 114,844 2,123.33 122,844 1,605.11
20 マガキ 3,556 8,302.00 1,267 1,461.67
21 ウスカラシオツガイ 233 9.89 44 2.11
22 節足動物 海蜘蛛 真皆脚目 33 + 22 +
23 甲殻 タテジマフジツボ 11 2.56
24 アメリカフジツボ 11 2.56
25 イワフジツボ 4,444 210.33
26 シリケンウミセミ 3,200 13.56 1,100 3
27 Ampithoe     sp. 33 0.11
28 Hyale        sp. 711 5.33 533 2.67
29 イソヨコエビ 356 2
30 メリタヨコエビ属 44 0.11 11 +
31 Stenothoe    sp. 533 1.22
32 イソガニ 89 54.44 122 7
33 タカノケフサイソガニ 44 3.22
34 昆虫 アシナガバエ科 144 0.89

種　類　数 33 19
合　　　計 138,484 10944.1 135,098 5,031.55

注：個体数の「＋」は群体等を、湿重量の「＋」は０．１ｇ未満を示す。
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（３）動物プランクトン 

 調査方法： 

 単位  ：個体/m3 

 

 

 

 

  

調査地点１ 調査地点２ 調査地点３
17.2 11.7 8.1

番　号 門 綱 種　名 上層 中層 下層 上層 中層 下層 上層 中層 下層
1 原生動物 根足虫 Centropyxis     sp. 240 180
2 放射足虫 Acantharia 68 361 180 36
3 繊毛虫 Didinium        sp. 1202 1082 845 2360 541 1322 721 541 1550
4 Oligotrichina 240 361 68 197 481 649
5 Tintinnopsis    beroidea 721 180 34 180 120 180 72
6 T .             corniger 180
7 T .             radix 34
8 T .             spp. 481 101 197 240 240 252
9 Helicostomella  subulata 481 541 270 393 60 361 108

10 Favella         ehrenbergii 18510 7752 1386 19668 4147 1502 16106 4147 1406
11 Amphorellopsis  acuta 361 34
12 Eutintinnus     lusus-undae 2644 1803 270 3540 541 180 962 180 252
13 E.             sp. 721 541 101 60 36
14 CILIATEA 180 180
15 腔腸動物 ヒドロ虫 Obelia          sp. 120
16 Hydroida 180 962 180
17 紐形動物 Pilidium       larva of NEMERTINEA 240
18 袋形動物 輪虫 Brachionus      plicatilis 721 180
19 Synchaeta       sp. 721 68 2754 541 120 962 361 144
20 Trichocerca     marina 240 361 101 180 36
21 線虫 NEMATODA 60
22 環形動物 多毛 Larva          of POLYCHAETA 721 1442 1893 1180 2704 3846 2644 10096 3641
23 軟体動物 腹足 L.             of GASTROPODA 180
24 二枚貝 D-shaped       larva of BIVALVIA 68
25 Umbo           larva of BIVALVIA 4327 4688 338 4327 5589 1082 7212 1983 216
26 節足動物 甲殻 Evadne          tergestina 962 180 34 2754 180 120 240
27 Penilia         avirostris 481 393
28 Acartia         sinjiensis 962 901 721 60 2344 72
29 Copepodite     of Acartia 12019 5048 135 10621 8834 541 4087 15865 144
30 Paracalanus     crassirostris 180
31 P .             parvus 68 393
32 Copepodite     of Paracalanus 180 101 197 1803 240 721 721
33 C.             of Hemicyclops 34
34 Oithona         davisae 721 3606 575 7867 17488 3605 8654 10277 721
35 O .             similis 60
36 Copepodite     of Oithona 13221 9375 913 21241 12801 2824 21154 19652 1911
37 C.             of Oncaea 34 180
38 Oncaea          sp. 34
39 Copepodite     of Euterpina 393
40 Nauplius       of COPEPODA 23077 4868 879 38943 2344 2043 22596 4147 1514
41 N.             of Balanomorpha 361 197 361 180 1202 901 108
42 Cypris         of Balanomorpha 180
43 毛顎動物 矢虫 Juvenile       of Sagitta 180 393
44 棘皮動物 クモヒトデ Ophiopluteus   of OPHIUROIDEA 120
45 原索動物 尾索 Oikopleura      dioica 721 361 68 7474 1803 421 4567 1262 36
46 O .             spp. 962 2704 135 393 541 4808 1983 216
47 不明 不明動物 Trochophora    of UNIDENTIFIED ANIMAL 180 237 787 361 120 962 5769 757

種　類　数 22 27 29 23 21 26 20 24 22
個体数合計 84856 47776 8926 126662 62020 19888 99280 81850 13877
沈　殿　量（ｍＬ／ｍ`3） 3 2.25 0.71 2.36 2.7 0.75 3.49 2.79 0.97
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（４）植物プランクトン 

調査方法 

単位   ：細胞/L 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査地点１ 調査地点２ 調査地点３
17.2 11.7 8.1

番　号 門 綱 種　名 上層 中層 下層 上層 中層 下層 上層 中層 下層
1 クリプト植物 クリプト藻 CRYPTOPHYCEAE 100800 7200 1800 158400 1800 600 144000 1200
2 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 Prorocentrum      micans 13200 1800 37200 1200 600 8400
3 P .                minimum 36000 1500 100 50400 3600 14400 600 1200
4 P .                triestinum 7200 1200 1200
5 Oxyphysis          oxytoxoides 100 300 100 100 300
6 Gymnodinium        sanguineum 400
7 G .                sp. 4800 300 3600
8 Gyrodinium         spp. 100 2400
9 Polykrikos         sp. 400 200 1200

10 Gymnodiniales 86400 12600 7200 201600 12600 2400 122400 7800 12600
11 Scrippsiella       sp. 12000 200 6000 12000
12 Ceratium           furca 800 300 1600 100
13 C .                fusus 1200 500 6000 200 2800 100
14 Protoperidinium    bipes 300 1200 300 1200 200
15 P .                spp. 400 300 200 1200
16 Peridiniales 64800 300 36000 300 600 21600 1200 1200
17 黄色植物 黄金色藻 Ebria              tripartita 7200 3900 9600 18900 100 50400 5400 9600
18 珪藻 Coscinodiscus      spp. 400 100 400
19 Leptocylindrus     danicus 16800 3300 1800 8400 11400 700 2400 4000 7400
20 L .                minimus 354000 63000 5500 517200 88200 7200 300000 39600 42000
21 Cyclotella         sp. 21600 14400 7200 600
22 Skeletonema       costatum 748800 135000 243000 914400 97200 74400 1987200 52800 129600
23 Thalassiosira      spp. 410400 73800 64800 698400 30600 16200 360000 17400 18600
24 Thalassiosiraceae 403200 50400 21600 576000 27000 13200 633600 18000 21600
25 Rhizosolenia       alata 100
26 R.                fragilissima 13200 5700 2400 28800 9000 3800 14400 3000 12000
27 R.                imbricata 100 100
28 R.                setigera 400 100 100 200
29 Cerataulina        pelagica 244800 90000 5100 252000 39600 7200 136800 21000 19800
30 Chaetoceros        affine 400 500 200
31 C .                compressum 500
32 C .                debile 2600 1100 1700 1400
33 C .                didymum 500
34 C .                lorenzianum 21600 2400 1500 9200 3600 1300 9600 1500 3200
35 C .                spp. 180000 9000 10800 165600 5400 1800 129600 9000 16200
36 Neodelphineis      pelagica 384000 43500 42900 531600 23700 16000 258000 8400 11800
37 Thalassionema     nitzschioides 64800 9000 10800 69600 2100 1800 22800 1000 5800
38 Amphora            sp. 1200
39 Navicula           spp. 1200 3600 600 1200 1800 400 7200 3000 2400
40 Pleurosigma       sp. 7200 6900 2100 9600 4500 4000 4000 2600 6600
41 Cylindrotheca      closterium 108000 14400 1800 93600 16200 1200 100800 3600 7800
42 Pseudo -nitzschia   sp. 72000 37800 17400 80400 50400 13400 37200 29400 79800
43 ミドリムシ植物 ミドリムシ EUGLENOPHYCEAE 28800 600 122400 300 72000 3000
44 緑藻植物 プラシノ藻 PRASINOPHYCEAE 14400 14400
45 不明 不明生物 UNIDENTIFIED      FLAGELLATA 79200 9000 1800 180000 3600 600 86400 600 1800

種　類　数 32 33 26 32 31 25 34 26 24
細胞数合計 3490800 589700 444500 4802400 456000 169600 4568800 235200 415200
沈　殿　量（ｍＬ／Ｌ） 0.19 0.08 0.11 0.2 0.11 0.09 0.21 0.05 0.1
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生物調査（干潟以外）のレポート⑩ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

東京都環境局自然環

境部水環境課 
東京湾内 

①８月 24 日 

②９月７日 

③９月 16 日 

④９月 26 日 

①底生生物 

②稚魚 

③成魚 

④鳥類 

 

水生生物調査結果 

 

東京都環境局自然環境部水環境課 

 

東京都環境局では、東京都内湾部、浅海部、干潟部において水生生物調査を実施している。 

令和４年７月から９月には、稚魚、成魚、鳥類、底生生物の各種調査を実施した。 

なお、稚魚調査は小型地引網、成魚調査は小型底引網を用いて調査している。 

 

【調査実施日】 

稚魚：9 月 7日、成魚：9月 16 日、鳥類：9 月 26日、底生生物：8月 24日 
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【調査地点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調 査 地 点 稚魚 成魚 鳥類 底生生物 

内湾部 

St.6    ● 

St.22  ★   

St.25  ★   

St.35  ★   

浅海部 

St.10 （江戸川河口・高洲）  ★   

三枚洲（荒川河口）    ● 

St.31 （多摩川河口）    ● 

干潟部 

葛西人工渚 ▲  ■  

お台場海浜公園 ▲  ■  

城南大橋 ▲    

森ヶ崎の鼻   ■ ● 

多摩川河口干潟    ● 

地  点  数 ３ ４ ３ ５ 
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【調査結果概要】 

１．稚魚調査（9月 7 日） 

  主に採取された魚種は次のとおり。（速報のため、種名等は未確定） 

マハゼやビリンゴなどのハゼ科魚種が多く確認された。 

また、城南大橋及び葛西人工渚では、魚類の餌となるニホンイサザアミが大量に出現した。 

G:1000 個体以上､m:100～1000 個体未満､c:20～100 個体未満､+:5-20 個体未満､r:5 個体未満 

 

○調査で確認した主な種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ニホンイサザアミ 

城南大橋 お台場
葛西

人工渚
ヒイラギ c
トウゴロウイワシ r c
サッパ +
シロギス r
マゴチ r r
クロサギ r
マハゼ r c
ヒメハゼ r
ビリンゴ c +
ニクハゼ +
ミミズハゼ +
ニホンイサザアミ G G
コウロエンカワヒバリガイ r
アサリ r
シラタエビ r m
エビジャコ属 c

魚
類

魚
類
以
外

ヒイラギ 

ビリンゴ 

マハゼ トウゴロウイワシ 
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２．成魚調査（9月 16日） 

  採取された種は次のとおり。（速報のため、種名は未確定） 

St.10 を除き下層は貧酸素状態であり、魚類は St.35で網を引き揚げる際に入ったカタクチ

イワシ１個体のみであった。 

貝類の死殻が大部分を占めており、生きている個体は少なかった。 

 

 

○調査で確認した種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c:20～100 個体未満､+:5-20 個体未満､r:5 個体未満 

カタクチイワシ 

ホンビノスガイ サルボウガイ 

St.35採取試料 

St.35 St.25 St.22 St.10
1.1 1.0 0.3 6.9

魚類 カタクチイワシ ｒ
ホンビノスガイ + c
サルボウガイ r

魚類
以外

下層DO[mg/L]
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３．底生生物調査（8 月 24 日） 

  採取された種は次のとおり。（速報のため、種名は未確定） 

St.6 では水深約 11mのところ、水深 3.5m以深で貧酸素状態であった。 

  三枚洲（荒川河口）や St.31（多摩川河口）ではアサリが多く出現した。 

 

○調査で確認した主な種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出現種
多摩川河口干潟 ヤマトオサガニ、ヤマトシジミ、紐形動物門

森ヶ崎の鼻 ミズヒキゴカイ、カワゴカイ属、ホトトギスガイ、ニホンドロソコエビ
St.6 生体は確認されず

三枚洲（荒川河口） アサリ、ホンビノスガイ、カガミガイ、紐形動物門、多毛類
St.31(多摩川河口） アサリ、シズクガイ、マテガイ、アラムシロ、紐形動物門

ヤマトオサガニ ヤマトシジミ 紐形動物門 

ミズヒキゴカイ ニホンソコヌマエ
 

アサリ 

多毛類 マテガイ アラムシロ 
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４．鳥類調査（9月 26日） 

当日の天候は晴、潮差は大潮であった。出現種と数は次のとおり。 

  東京都レッドリスト 2020年版（区部）で絶滅危惧ⅠA 類に指定されているヒクイナやダイシ

ャクシギが葛西人工渚で確認され、絶滅危惧ⅠB 類に指定されているミサゴが葛西人工渚と森

ケ崎の鼻で確認された。 

 

○調査で確認した種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葛西人工渚
(東なぎさ)
※沖合含む

森ヶ崎の鼻
お台場

海浜公園

確認された種数 13種 13種 10種
カルガモ 6 13
カワウ 670 138 80
ゴイサギ 2
アオサギ 90 18 19
ダイサギ 61 17 1
チュウサギ 1
コサギ 27 2 6
ヒクイナ 1
ダイシャクシギ 1
イソシギ 2 3 8
ユリカモメ 15
ウミネコ 961 54 1
セグロカモメ 5
オオセグロカモメ 180 2
ミサゴ 1 2
トビ 1 2
カワセミ 1
ハクセキレイ 2 3 2

ミサゴ（左:オス 右:メス） 

ダイシャクシギ 

カワウ 

ダイサギ ユリカモメ 
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生物調査（干潟以外）のレポート⑪ 

実施・主催機関 調査場所・地点名 実施日 調査内容 

株式会社横浜八景島 横浜市海の公園 8 月 29日 水生生物 

 

生物調査の結果 

団体名 株式会社横浜八景島（横浜・八景島シーパラダイス） 

調査地点名 
横浜市海の公園 

位置座標 

（可能であれ

ば） 

緯度  

経度 
 

実施年月日 
2022 年 8 月 29 日 

 

【実施場所】 

 海の公園南口に近い砂浜の中央付近沖合約 100ｍ水深約 1.5ｍ 

【使用器具】 

小型地曳網（使用時開口幅 5ｍ） 

 

【実施方法】 

 アマモ場を目視で確認し 25ｍ×3 回の曳網を実施 

 

【採集生物】 

アカオビシマハゼ 79匹 23-53mm 

アカカマス  2 匹 58-92mm 

アイゴ   8 匹 23-75mm 

アオタナゴ  1 匹 125mm 

アマクサアメフラシ 1 匹 70mm 

アミメハギ  58匹 20-42mm 

イシガニ  3 匹 15-33mm 

カミナリベラ  1 匹 26mm 

コショウダイ  1 匹 28mm 

ギマ   4 匹 30-43mm 

クサフグ  2 匹 24-47mm 

スジハゼ  133匹 15-70mm 

ツノモエビ  6 匹 19-33mm 

トゲヨウジ  1 匹 220mm 
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ニクハゼ  14匹 32-43mm 

ニジギンポ  1 匹 17mm 

ヒメイカ  1 匹 12mm 

ヒメハゼ  1 匹 39mm 

フレリトゲアメフラシ 3 匹 28-54mm 

マゴチ   1 匹 127mm 

 

以上 
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９－３ 「東京湾生物情報とりまとめおせっ会」による取組 

 

（１）取組の概要 

 「東京湾生物情報とりまとめおせっ会」が、様々な団体に観察結果の提供を呼びかけ、14

団体が 19 地点において 2022 年に東京湾で観察した生物種のとりまとめを実施しました。 

※一部には９－１又は９－２との重複があります。 
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（２）取組のレポート 

 

生物調査の結果 

団体名 東京湾生物情報とりまとめおせっ会 

調査地点名 東京湾全域 

位置座標 
緯度  
経度  

実施年月日 令和 4 年 1 月～12 月 

 
【対象生物】 
ベントスと魚類で全ての観察種情報 
 
【調査概要】 

 東京湾生物に関する調査は、東京湾再生官民連携フォーラムモニタリング PT においても企

画され、参加を呼びかけている。しかしながら、生物調査とくに一般市民の参加する調査は、安

全対策や指導体制、機材の準備、生物採捕許可申請や調査地への立ち入りなど、多くの事前の検

討準備と手続きが求められ、フォーラムの調査応募に対して、事前の参加申請が困難な側面があ

る。 
一方、湾岸の施設管理団体や、各所で活動する地域 NPO は、市民とともに定期的あるいは日常

的に生物観察を続けており、多くの生物生息情報を蓄積している。「東京湾生物情報とりまとめお

せっ会」では、東京湾の生物多様性の具体的把握のために、様々な団体に観察結果の情報提供を

呼びかけ、2022 年内（1 月から 12 月）に湾各地で観察できた生物種のリスト作成を行った。 
 昨年までは、甲殻類や貝類など、限られた生物群と種について集中的な回答を依頼したが、

今年はベントスと魚類で全ての観察種情報の提供をお願いした。プランクトンについても情報提

供の申し出を頂いたが、顕微鏡的観察が必要であり、市民レベルでは把握が困難なため今回は提

供をお断りさせて頂いた。 
 
【報告結果】 
 神奈川県、東京都、千葉県の湾岸で活動する 14 団体から 20 地点の報告があり、全部で 608 種

群の生物観察報告を頂いた。種群とは、種レベルまでは同定が技術的に困難、または現在の知見

では種の確定ができていない生物群をさす。それらの多くは複数種が含まれると予想されるため、

今回の回答からは東京湾のベントスと魚類で少なくとも 600 種にのぼる生息確認ができた。この

種数は事前の予測をはるかにしのぐもので、これまでの東京湾生物調査報告では見られなかった

高い数字である。これは、東京湾の生物種多様性を示すとともに、民間レベルでの生物観察分類

能力の高さを示す結果となった。生物群ではウミグモ類や甲殻類の節足動物が 144 種群で全体の

種群の 23.6％を占め、ついで魚類の 126 種群 20.6％、多毛類（ゴカイ類）の 102 種群 16.7％と、

これら 3 生物群で全体の 60％を超えた。さらにヒザラガイ類、巻貝類、ウミウシ・キセワタ類、
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二枚貝類、タコ・イカ類からなる軟体動物は 129 種群 21.1％となり、これらの 4 つの大きな生物

門で全体の 80％となった。 
 今回の報告から、横浜港から発見された外来種ハクライオオギガニの東京港内での出現があり、

湾内で広く生息している可能性が指摘された。また、汽水性の稀少性の高いカニであるアリアケ

モドキが湾東岸の人工汽水水路群から報告され、人工的な環境でも希少生物が生息する貴重な環

境があることも示された。 
 各種の分布特性から見ると、多くの干潟内湾性生物種とともに湾最奥部の三番瀬でフナムシ、

クロフジツボ、ヒライソガニなど外洋海岸性の種が見られ、湾内奥まで外洋性の生物の侵入があ

ることも明らかとなった。また、シラタエビ、ヤマトシジミなどの汽水性の種、さらには淡水と

海水の間を移動するニホンウナギやモクズガニ、テナガエビなども多くの地点から報告され、東

京湾生物群集は、外洋性、内湾生、汽水性の種に加え、海と川、湖沼との生物の広い水域環境間

の移動と定住をもとに成立しているが示され、生物群集の保全再生のためには、各地の環境再生

とともに、生物の往来を促す連続性も必要性も示された。 
 今回の報告者は、大学や博物館など、学術的な専門職の方は含まれておらず、民間ベースの高

い生物分類調査能力の高さ、そして今後の調査の人的資源の豊富さも示された。これらの活動の

ほとんどは無償で行われていることが多く、今後の生物調査継続にあたっては調査許可や運営に

対しての行政の許可手続さらには経済的、人材的支援の必要性も痛感された。 
 なお、今回の調査の呼びかけは「東京湾生物情報とりまとめおせっ会」が行なったが、実際の

生物リストの作成、学術日本名ならびに学名の確認は多留聖典氏（東京港水中生物研究会）が行

い、情報の整理にあたっては小澤鷹弥氏（ふなばし三番瀬学習館）と海上智央氏（浦安市三番瀬

環境観察館）のご協力を得た。報告を頂いた個人・団体とともに、作成にご尽力いただいた方々

にお礼申し上げる。 
 
【調査データの解説】 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●

盤洲小櫃川河口

● 三番瀬 浦安
●

新浜湖

● 葛西臨海公園 東・西なぎさ、野鳥園●

お台場海浜公園

●
多摩川河口 大田区、川崎市

●

● 野島、海の公園

東京港野鳥公園、城南島海浜公園
●

大井埠頭中央海浜公園
大森ふるさとの浜

2022年東京湾生物生息確認報告地点

ふなばし三番瀬海浜公園
●

報告地点 20
報告団体 14

魚類、ベントスの2022年内全確認生物種

●
浦安海岸、境川
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分類群区別は分類分地位とは無関係

上位3生物群：節足動物 23.6％、魚類 20.6％、多毛類 16.7％

報告生物群ごとの報告種群（種もしくは上位生物群）数

分類群 種群数 分類群 種群数

繊毛虫類 3 多毛類（ゴカイ類） 102

海綿類 4 コケムシ・ホウキムシ類 8

クラゲ・イソギンチャク類 32 節足動物（ウミグモ類・甲殻類） 144

クシクラゲ類 4 ギボシムシ類 2

ヒラムシ（扁形動物）類 3 ヒトデ・ウニ・ナマコ類 13

ヒモムシ類 10 ホヤ類 9

ヒザラガイ類 2 魚類 126

巻貝類 38 爬虫類 1

ウミウシ・キセワタ類 43 海藻類 18

二枚貝類 40 アマモ類 2

タコ・イカ類 6 総種群数 610

驚きの610種群！報告種群の多さの理由

• 多様な調査方法
• 定期的調査や市民参加による調査

努力量の増大
• 報告者の高い生物同定能力

調査方法
・目視、素手、たも網調査（自由調査）
・潜水（水中潮下帯）調査

（作業許可：保安庁、港湾管理者、施設管理者）
・定置網調査（施設管理者、特別採捕許可 ）
・施設管理者の自主調査（定期、日常的）
・公園利用者の持ち込み
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

繊毛虫類　　　3種群 ツリガネムシ科 エダワカレツリガネムシの一種 Car chesi um sp. ●

ズータムニウム科 Zoot hamni um ni veum? Zoot hamni um ni veum? ●

　 ズータムニウム科 Zoot hamni um pl umul a ? Zoot hamni um pl umul a ? ● ● ● ● ●

海綿類　　　　4種群 カワナシカイメン科 ヤワクダカイメン Hal i cl ona  ( Hal i cl ona )  ocul at a ●

イソカイメン科 ナミイソカイメン Hal i chondr i a ( Hal i chondr i a )  pani cea ● ● ● ● ●

イソカイメン科 ダイダイイソカイメン Hymeni aci don per l evi s

- 尋常海綿綱 Demospongi ae 　 ● ● ● ●

クラゲ・イソギンチャク類　 32種群 ハナギンチャク科 ムラサキハナギンチャク Cer i ant hus f i l i f or mi s ●

ムシモドキギンチャク科 ギョライムシモドキギンチャク近似種 Edwar dsi a af f .  al t er nobomen ●

ムシモドキギンチャク科 ホソイソギンチャク？ Met edwar dsi a cf .  akkeshi ● ● ●

ムシモドキギンチャク科 ムシモドキギンチャク科 Edwar dsi i dae ● ●

ウメボシイソギンチャク科 ヒメイソギンチャク Ant hopl eur a asi at i ca ●

ウメボシイソギンチャク科 ミドリイソギンチャク Ant hopl eur a f uscovi r i di s ●

ウメボシイソギンチャク科 イシワケイソギンチャク Ant hopl eur a sp. ● ● ●

ウメボシイソギンチャク科 Ant hopl eur a  属の一種 Ant hopl eur a sp.  2 ● ● ● ● ● ●

ウメボシイソギンチャク科 ハナワケイソギンチャク Par acondyl act i s sp. ● ●

セイタカイソギンチャク科 チギレイソギンチャク Ai pt asi omor pha sp. ● ● ● ● ●

Andvaki i dae 科? Andvaki i dae 科? Andvaki i dae? gen.  sp. ●

タテジマイソギンチャク科 タテジマイソギンチャク Di adumene l i neat a ● ● ● ● ● ●

科不確定 Par ai pt asi a 属の一種? Par ai pt asi a ? sp. ● ● ● ● ●

科不確定 ホウザワイソギンチャク Synandwaki a hozawai ● ●

ウミサボテン科 ウミサボテン Caver nul ar i a obesa ●

ヤナギウミエラ科 ホソウミエラ Scyt al i um spr endens ● ●

クダウミヒドラ科 ベニクダウミヒドラ Ect opl eur a cr ocea ● ●

クダウミヒドラ科 クダウミヒドラ科の一種 Tubul ar i i dae gen.  sp. ●

エダアシクラゲ科 エダアシクラゲ Cl adonema paci f i cum ●

タマウミヒドラ科 カミクラゲ Spi r ocodon sal t at or i x ●

シミコクラゲ科 シミコクラゲ Rat hkea oct opunct at a

- 刺糸亜目の一種 Fi l i f er a f am.  gen.  sp.

- 花水母目 Ant hoat hecat a f am.  gen.  sp.

オワンクラゲ科 オワンクラゲ Aequor ea coer ul escens

ウミサカヅキガヤ科 オベリアクラゲ属の一種 Obel i a sp.

ホソガヤ科 ホソガヤ科 Hal eci i dae gen.  sp. ● ● ● ●

ウミシバ科 ウミシバ科 Ser t ul ar i i dae ● ● ● ●

ハナガサクラゲ科 カギノテクラゲ Goni onemus ver t ens ●

ハナガサクラゲ科 ハナガサクラゲ Ol i ndi as f or mosa ●

- ヒドロ虫綱 Hydr ozoa ● ● ● ● ●

ミズクラゲ科 ミズクラゲ Aur el i a cf .  coer ul ea ● ● ● ● ● ● ●

オキクラゲ科 アカクラゲ Chr ysaor a paci f i ca ● ● ●

クシクラゲ類　　4種群 カブトクラゲ科 カブトクラゲ Bol i nopsi s mi kado ● ●

ウリクラゲ科 カンパナウリクラゲ Ber oe campana ●

ウリクラゲ科 ウリクラゲ Ber oe af f .  cucumi s

ウリクラゲ科 ウリクラゲ科の複数種 Ber oi dae gen.  spp.

ヒラムシ（扁形動物）類　　　3種群 ウスヒラムシ科 ウスヒラムシ科の一種 Not opl ani dae gen.  sp. ●

スチロヒラムシ科 スチロヒラムシ科の一種 St yl ochi dae gen.  sp. ● ● ● ● ●

- 多岐腸目 Pol ycl adi da ● ●

ヒモムシ類　　10種群 ケファロツリックス科 ホソヒモムシ属の一種 Cephal ot hr i x sp.

カリノマ科 Car i noma 属の一種 Car i noma sp. ●

クリゲヒモムシ科 クリゲヒモムシ Tubul anus punct at us ● ●

リネウス科 Cer ebr at ul us car nosus Cer ebr at ul us car nosus

リネウス科 ナミヒモムシ Cer ebr at ul us communi s ● ● ●

リネウス科 リュウキュウヒモムシ I wat anemer t es pi per at a

リネウス科 Li neopsel l oi des al bi l i neus Li neopsel l oi des al bi l i neus ● ● ●

ホソミドリヒモムシ科 Nemer t opsi s 属?の一種 Nemer t opsi s ? sp. ●

メノコヒモムシ科 メノコヒモムシ? Quasi t et r ast emma ni gr i f r ons ? ●

- 紐形動物門 Nemer t ea ● ● ●

ヒザラガイ類　　　2種群 ケハダヒザラガイ科 ケハダヒザラガイ Acant hochi t ona def i l i ppi i

ケハダヒザラガイ科 ヒメケハダヒザラガイ Acant hochi t ona r ubr ol i neat a ●

巻貝類　　　　　38種群 ヨメガカサ科 ベッコウガサ Cel l ana gr at a

コガモガイ科 コウダカアオガイ Ni pponacmea conci nna

コガモガイ科 ツボミ Pat el l oi da conul us

コガモガイ科 シボリガイ Pat el l oi da pygmaea

ニシキウズ科 チグサガイ Cant har i dus j aponi cus ●

ニシキウズ科 イシダタミ Monodont a conf usa

ニシキウズ科 イボキサゴ Umboni um moni l i f er um ●

クボガイ科 コシダカガンガラ Tegul a r ust i ca ●

リュウテン科 スガイ Lunel l a cor r eensi s

アマオブネ科 アマガイ Ner i t a j aponi ca ●

ウミニナ科 ホソウミニナ Bat i l l ar i a at t r ament ar i a ●

ウミニナ科 ウミニナ Bat i l l ar i a mul t i f or mi s

スズメハマツボ科 スズメハマツボ Di al a semi st r i at a ●

ウキツボ科 シマハマツボ Al aba pi ct a ● ●

キバウミニナ科 フトヘナタリ Cer i t hi dea moer chi i

キバウミニナ科 カワアイ Pi r enel l a pupi f or mi s

タマキビ科 アラレタマキビ Echi nol i t t or i na r adi at a ● ●

タマキビ科 タマキビ Li t t or i na br evi cul a ● ● ● ● ●

カワザンショウ科 クリイロカワザンショウ Angust assi mi nea cast anea

カワザンショウ科 キントンイロカワザンショウ Angust assi mi nea af f .  sat umana ● ●

カワザンショウ科 ヨシダカワザンショウ "Angust assi mi nea" yoshi dayuki oi

カワザンショウ科 ヒラドカワザンショウ "Assi mi nea" hi r adoensi s

カワザンショウ科 カワザンショウガイ "Assi mi nea" j aponi ca

カワザンショウ科 カハタレカワザンショウ "Nani vi t r ea"  sp.
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

巻貝類　続き ミズゴマツボ科 エドガワミズゴマツボ St enot hyr a edogawensi s ●

タマガイ科 サキグロタマツメタ Laguncul a pul chel l a

タマガイ科 ツメタガイ Never i t a di dyma ● ● ●

タマガイ科 ホソヤツメタ Never i t a di dyma hosoyai ●

イトカケガイ科 ナガヒメネジガイ Epi t oni um cast um ●

イトカケガイ科 クレハガイ Epi t oni um cl ement i num ●

カリバガサ科 シマメノウフネガイ Cr epi dul a onyx ● ● ● ● ● ● ● ●

コロモガイ科 コロモガイ Sydapher a spengl er i ana

タモトガイ科 ムギガイ Mi t r el l a bi ci nct a

オリイレヨフバイ科 ムシロガイ Nassar i us l i vescens ●

オリイレヨフバイ科 アラムシロ Ret i cunassa f est i va ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

アッキガイ科 アカニシ Rapana venosa venosa ● ● ● ● ● ●

アッキガイ科 レイシ Rei shi a br onni ● ● ●

アッキガイ科 イボニシ Rei shi a cl avi ger a ● ● ● ● ● ●

ウミウシ・キセワタ類　 43種群 オオシイノミガイ科 ムラクモキジビキガイ Japanact eon ni pponensi s ● ●

　 　 　 マメウラシマ科 マメウラシマ Ri ngi cul a dol i ar i s

イロウミウシ科 シロウミウシ Goni obr anchus or i ent al i s ●

イロウミウシ科 シラユキウミウシ Ver coni a ni val i s ●

フジタウミウシ科 ハナデンシャ Kal i nga or nat a ●

フジタウミウシ科 クロコソデウミウシ Pol ycer a hedgpet hi ● ●

クロシタナシウミウシ科 クロシタナシウミウシ Dendr odor i s ar bor escens ● ● ●

メリベウミウシ科 メリベウミウシ Mel i be papi l l osa ●

フジエラミノウミウシ科 コウワンミノウミウシ "Cut hona" cf .  per ca ●

フジエラミノウミウシ科 Tenel l i a adsper sa Tenel l i a adsper sa ● ●

オオミノウミウシ科 サラームミノウミウシ Baeol i di a cf .  sal aami ca ●

オオミノウミウシ科 イロミノウミウシ（イズミミノウミウシ） Spur i l l a br azi l i ana ●

ヨツスジミノウミウシ科 スナチゴミノウミウシ Favor i nus sp.  2 ● ●

ヨツスジミノウミウシ科 アカエラミノウミウシ Sakur aeol i s enosi mensi s ● ● ● ●

- オオミノウミウシ亜目の一種 Aeol i di i na f am.  gen.  sp. ●

- 裸鰓目 Nudi br anchi a ●

ヘコミツララ科 ヒメコメツブ Ret usa mi ni ma ●

ブドウガイ科 カミスジカイコガイダマシ Cyl i chnat ys yamakawai ●

ブドウガイ科 ブドウガイ Hal oa j aponi ca ● ●

キセワタガイ科 キセワタガイ Phi l i ne or i ent al i s ●

カノコキセワタ科 ヤミヨキセワタ Mel anochl amys f ukudai ● ● ●

カノコキセワタ科 タソガレキセワタ Mel anochl amys kohi ●

カノコキセワタ科 カノコキセワタ Phi l i nopsi s cf .  gi gl i ol i i ●

クダタマガイ科 コメツブガイ Decor i f er  i nsi gni s ● ●

クダタマガイ科 マツシマコメツブ Decor i f er  mat usi manus

アメフラシ科 アメフラシ Apl ysi a kur odai ●

アメフラシ科 トゲアメフラシ Bur sat el l a l eachi i ● ● ● ● ● ●

アメフラシ科 タツナミガイ Dol abel l a aur i cul ar i a

チドリミドリガイ科 クロミドリガイ El ysi a at r ovi r i di s ●

ハダカモウミウシ科 アリモウミウシ Er col ani a boodl eae ● ● ●

ハダカモウミウシ科 ミドリアマモウミウシ Pl aci da babai ●

ハダカモウミウシ科 ベルグウミウシ St i l i ger  ber ghi ● ●

コウダカカラマツ科 カラマツガイ Si phonar i a j aponi ca ●

トウガタガイ科 シオガマクチキレ Br achyst omi a si ogamensi s ●

トウガタガイ科 ヒガタヨコイトカケギリ Ci ngul i na af f .  ci r ci nat a ● ●

トウガタガイ科 ヨコイトカケギリダマシ Ci ngul i na t er ebr a ● ●

トウガタガイ科 ミスジヨコイトカケギリ Ci ngul i na t r i ar at a ●

トウガタガイ科 クチキレモドキの一種 "Odost omi a" sp.

トウガタガイ科 クチキレガイ Ti ber i a pul chel l a ●

トウガタガイ科 シロイトカケギリ Tur boni l l a candi da ● ●

イソチドリ科 Leucot i na  属の一種 Leucot i na sp.

オカミミガイ科 ウスコミミガイ Laemodont a exar at oi des

オカミミガイ科 ナギサノシタタリ Mi cr ot r al i a act eoci noi des ●

二枚貝類　　　40種群 イガイ科 ムラサキイガイ Myt i l us gal l opr ovi nci al i s ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イガイ科 ミドリイガイ Per na vi r i di s ● ● ● ● ● ● ●

イガイ科 ホトトギス Muscul i st a senhousi a ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イガイ科 コウロエンカワヒバリ Xenost r obus secur i s ● ● ● ● ● ● ●

イガイ科 コケガラス Modi ol us modul ai des ● ●

フネガイ科 アカガイ Anadar a br ought oni i ●

フネガイ科 サルボオ Anadar a kagoshi mensi s ● ● ● ● ● ● ●

ナミマガシワ科 ナミマガシワ Anomi a chi nensi s ● ●

イタボガキ科 マガキ Cr assost r ea gi gas ● ● ● ● ● ● ● ●

オキナガイ科 ソトオリガイ Exol at er nul a l i aut audi ● ● ●

オキナガイ科 オキナガイ科の一種 Lat er nul i dae gen.  sp.

マテガイ科 エゾマテガイ Sol en kr usenst er ni ●

マテガイ科 マテガイ Sol en st r i ct us ● ● ● ● ●

ウロコガイ科 オウギウロコガイ Gal eommel l a ut i nomi i ●

チリハギ科 ガタヅキ Ar t hr i t i ca cf .  r ei koae

ザルガイ科 トリガイ Ful vi a mut i ca ●

ニッコウガイ科 サビシラトリ Li mecol a cont abul at a ● ●

ニッコウガイ科 ヒメシラトリ Macoma i ncongr ua ● ● ● ●

ニッコウガイ科 サクラガイ Ni t i dot el l i na hokkai doensi s ● ● ●

ニッコウガイ科 ウズザクラ Ni t i dot el l i na mi nut a ●

ニッコウガイ科 カバザクラ Ni t i dot el l i na val t oni s

シオサザナミ科 イソシジミ Nut t al l i a j aponi ca

アサジガイ科 シズクガイ Theor a l ubr i ca ● ● ● ● ●

バカガイ科 バカガイ Mact r a chi nensi s ● ● ●

バカガイ科 シオフキ Mact r a quadr angul ar i s ● ● ● ● ● ●

チトセノハナガイ科 チヨノハナガイ Raet a pul chel l a ● ● ● ●

フタバシラガイ科 ウメノハナガイモドキ Fel ani el l a sower byi

フナガタガイ科 ウネナシトマヤ Neot r apezi um l i r at um ●
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

二枚貝類　続き マルスダレガイ科 オキシジミ Cycl i na af f .  si nensi s ● ●

マルスダレガイ科 カガミガイ Dosi ni a j aponi ca ●

マルスダレガイ科 ホンビノスガイ Mer cenar i a mer cenar i a ● ● ● ● ● ●

マルスダレガイ科 ハマグリ近似種 Mer et r i x af f .  l usor i a

マルスダレガイ科 シナハマグリ Mer et r i x pet echi al i s

マルスダレガイ科 アサリ Rudi t apes phi l i ppi nar um ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マルスダレガイ科 ウスカラシオツガイ Pet r i col a sp. ● ● ● ● ● ●

シジミ科 タイワンシジミ Cor bi cul a f l umi nea

シジミ科 ヤマトシジミ Cor bi cul a j aponi ca ● ● ●

カワホトトギス科 イガイダマシ Myt i l opsi s sal l ei ● ● ●

オオノガイ科 ヒメマスオ Cr ypt omya busoensi s ●

オオノガイ科 オオノガイ Mya j aponi ca ● ●

タコ・イカ類　　6種群 コウイカ科 コウイカ属の一種 Sepi a sp.

ダンゴイカ科 ミミイカ属の一種 Eupr ymna sp.

ヒメイカ科 ヒメイカ I di osepi us par adoxus ● ● ●

ヤリイカ科 ジンドウイカ属？ Lol i ol us ? sp.

マ ダ コ 科 イ イ ダ コ Amphi oct opus f angsi ao ●

マダコ科 マダコ Oct opus si nensi s ●

多毛類（ゴカイ類）　 102種群 チマキゴカイ科 チマキゴカイ Oweni a gomsoni ● ● ●

ツバサゴカイ科 ツバサゴカイ Chaet opt er us caut us ● ●

ツバサゴカイ科 アシビキツバサゴカイ近似種 Spi ochaet opt er us af f .  okudai ● ● ●

ツバサゴカイ科 サンバンセツバサゴカイ Spi ochaet opt er us sanbanzensi s ●

スジホシムシモドキ科 スジホシムシモドキ Si phonosoma cumanense ●

フクロホシムシ科 クロホシムシ Thysanocar di a ni gr a

- ホシムシ下綱 Si puncul a ● ●

ウロコムシ科 マダラウロコムシ Har mot hoe  cf .  i mbr i cat a ● ● ● ●

ウロコムシ科 ウロコムシ亜科の一種 Pol ynoi nae gen.  sp. ● ● ●

ウロコムシ科 ハモチウロコムシ Lepi donot us dent at us

ウロコムシ科 ウロコムシ科 Pol ynoi dae ● ●

シリス科 シロマダラシリス Syl l i s adamant ea ● ● ● ●

シリス科 Syl l i s 属の一種 Syl l i s sp. ● ●

シリス科 ミドリシリス Megasyl l i s ni pponi ca

シロガネゴカイ科 コクチョウシロガネゴカイ Nepht ys cal i f or ni ensi s ●

シロガネゴカイ科 コクテンシロガネゴカイ Nepht ys neopol ybr anchi a ●

シロガネゴカイ科 ミナミシロガネゴカイ Nepht ys pol ybr anchi a ● ● ● ●

シロガネゴカイ科 Nepht ys 属の一種 Nepht ys sp.

カギゴカイ科 ハナオカカギゴカイ Si gambr a hanaokai ● ● ● ● ●

ゴカイ科 オイワケゴカイ Namaner ei s l i t t or al i s compl ex ●

ゴカイ科 イトメ Tyl or r hynchus osawai ● ●

ゴカイ科 コケゴカイ Si mpl i set i a er yt hr aeensi s ●

ゴカイ科 ツルヒゲゴカイ Pl at yner ei s bi canal i cul at a ● ●

ゴカイ科 デンガクゴカイ Pseudoner ei s var i egat a

ゴカイ科 ヤマトカワゴカイ Hedi st e di adr oma ● ●

ゴカイ科 ヤマトカワゴカイまたはヒメヤマトカワゴカイ Hedi st e di adr oma or  H.  at oka ●

ゴカイ科 ヒメゴカイ Neant hes acumi nat a compl ex ●

ゴカイ科 アシナガゴカイ Neant hes succi nea ● ● ● ● ●

ゴカイ科 オウギゴカイ Nect oneant hes oxypoda ● ● ● ●

ゴカイ科 ヒゲブトゴカイ Ner ei s het er oci r r at a

ゴカイ科 マサゴゴカイ Ner ei s mul t i gnat ha ●

ゴカイ科 ゴカイ科の一種 Ner ei di dae gen.  sp.

オトヒメゴカイ科 モグリオトヒメ Oxydr omus okudai ● ● ● ●

オトヒメゴカイ科 Oxydr omus  属の一種 Oxydr omus sp. ● ● ● ●

オトヒメゴカイ科 Ner ei myr a 属の一種 Ner ei myr a sp. ● ● ●

オトヒメゴカイ科 Syl l i di a 属の一種 Syl l i di a sp. ● ● ● ● ●

オトヒメゴカイ科 オトヒメゴカイ科 Hesi oni dae gen.  sp. ● ● ●

チロリ科 マイヅルチロリ Gl ycer a amer i cana ●

チロリ科 ヒガタチロリ Gl ycer a maci nt oshi ● ●

チロリ科 チロリ Gl ycer a ni cobar i ca ● ● ●

チロリ科 Gl ycer a 属 Gl ycer a sp.  or  spp. ● ● ●

チロリ科 チロリ科 Gl ycer i dae ● ●

ニカイチロリ科 チャメチヨリ Gl yci nde wi r eni ● ●

サシバゴカイ科 ホソミサシバ Et eone cf .  l onga ● ● ●

サシバゴカイ科 サミドリサシバ Eul al i a  cf .  vi r i di s ● ● ● ●

サシバゴカイ科 Eumi da 属の一種 Eumi da sp. ● ● ● ● ●

サシバゴカイ科 アケノサシバ Ner ei phyl l a cast anea

サシバゴカイ科 Phyl l odoce 属の一種 Phyl l odoce sp. ● ● ●

サシバゴカイ科 サシバゴカイ科の一種 Phyl l odoci dae gen.  sp.

イソメ科 イソメの一種 Euni ce sp. ●

イソメ科 イワムシ種群の1種A Mar physa sp.  A

イソメ科 イワムシ種群の1種E Mar physa sp.  E

イソメ科 イワムシ種群 Mar physa spp.  cf .  i wamushi

ナナテイソメ科 スゴカイイソメ Di opat r a sugokai ● ●

ナナテイソメ科 エノシマイソメ Ki nber gonuphi s enoshi maensi s

ギボシイソメ科 コアシギボシイソメ Scol et oma ni pponi ca

コイソメ科 ルドルフイソメ Schi st omer i ngos  cf .  r udol phi i ● ● ● ●

コイソメ科 ナミウチコモチコイソメ Ophr yot r ocha ur bi s ●

ミズヒキゴカイ科 ミズヒキゴカイ種群 Ci r r i f or mi a sp.  or  spp. ● ● ● ● ● ● ● ●

ミズヒキゴカイ科 Dodecacer i a 属の一種 Dodecacer i a sp. ● ●

カンザシゴカイ科 カニヤドリカンザシ Fi copomat us eni gmat i cus ● ● ● ● ●

カンザシゴカイ科 エゾカサネカンザシ Hydr oi des ezoensi s ● ● ● ● ●

カンザシゴカイ科 ナデシコカンザシ Hydr oi des cf .  di ant hus ？ ● ● ● ● ●

カンザシゴカイ科 ヤッコカンザシ Spi r obr anchus aki t sushi ma ●

カンザシゴカイ科 ウズマキゴカイ亜科の一種 Spi r or bi nae gen.  sp.

カンザシゴカイ科 カンザシゴカイ科の一種 Ser pul i dae gen.  sp. ●

ケヤリムシ科 コウキケヤリ Chone i nf undi bul i f or mi s ●

ケヤリムシ科 アマクサケヤリムシ? Par adi al ychone ci nct a ? ●

ケヤリムシ科 ウメタテケヤリムシ Par adi al ychone edomae ● ● ●

ケヤリムシ科 Par asabel l a 属の一種 Par asabel l a sp. ● ● ● ● ● ●

ケヤリムシ科 ニッポンケヤリムシ Sabel l ast ar t e j aponi ca ●

ケヤリムシ科 ケヤリムシ科の一種 Sabel l i dae gen.  sp. ●
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

多毛類（ゴカイ類）　 続き スピオ科 ケンサキスピオ Aoni des oxycephal a ●

スピオ科 シノブハネエラスピオ Par apr i onospi o pat i ens ● ● ● ● ● ●

スピオ科 ヤマトスピオ Pr i onospi o j aponi ca ●

スピオ科 イトエラスピオ Pr i onospi o pul chr a ● ● ● ● ● ●

スピオ科 ヒゲスピオ Rhynchospi o gl ut aea compl ex ●

スピオ科 シタダシスピオ Scol el epi s ( Scol el epi s)  l i ngul at a

スピオ科 マドカスピオ Spi o pi gment at a ● ● ●

スピオ科 ホソエリタテスピオ St r ebl ospi o j aponi ca ● ● ●

スピオ科 ヒガタスピオ Pol ydor a cor nut a ● ● ● ● ●

スピオ科 Pol ydor a neocaeca Pol ydor a neocaeca ● ●

スピオ科 Pol ydor a webst er i Pol ydor a webst er i ●

スピオ科 Pol ydor a 属 Pol ydor a sp.  or  spp. ● ● ● ● ●

スピオ科 ドロオニスピオ Pseudopol ydor a cf .  kempi ● ● ●

スピオ科 アミメオニスピオ Pseudopol ydor a bassar gi nensi s ● ● ● ● ●

スピオ科 コオニスピオ Pseudopol ydor a pauci br anchi at a ● ● ● ● ● ●

スピオ科 スピオ科 Spi oni dae gen.  sp. ●

オフェリアゴカイ科 ツツオオフェリア Ar mandi a cf .  amakusaensi s ● ● ●

イトゴカイ科 イトゴカイ Capi t el l a cf .  t el et a ● ● ● ● ●

イトゴカイ科 Het er omast us 属の一種 Het er omast us sp. ● ● ● ● ● ●

イトゴカイ科 Medi omast us  属の一種 Medi omast us sp. ● ● ● ●

イトゴカイ科 Not omast us 属の一種 Not omast us  sp. ● ●

イトゴカイ科 イトゴカイ科 Capi t el l i dae ● ● ● ●

タマシキゴカイ科 イソタマシキゴカイ Abar eni col a paci f i ca ●

タマシキゴカイ科 タマシキゴカイ Ar eni col a br asi l i ensi s ● ● ● ●

タケフシゴカイ科 タケフシゴカイ科 Mal dani dae ● 　

フサゴカイ科 ガンゼキフサゴカイの一種 Lani ce sp. ● ● ● ● ●

フサゴカイ科（広義） フサゴカイ科（広義） Ter ebel l i dae ( sensu l at o ) ● ●

ウミイサゴムシ科 ウミイサゴムシ Lagi s bocki ● ● ● ● ●

ミズミミズ科 イトミミズ亜科の一種 Tubi f i ci nae gen.  sp. ● ● ● ● ●

フトミミズ科 イソミミズ Pont odr i l us l i t or al i s ● ● ●

コケムシ・ホウキムシ類　　8種群 バレンチア科 ヒメスズコケムシ Bar ent si a cf .  gr aci l i s ●

フサコケムシ科 ナギサコケムシ近似種 Bugul i na st ol oni f er a ● ● ● ● ● ●

フサコケムシ科 フサコケムシの一種 Bugul i na sp.

モングチコケムシ科 モングチコケムシの一種 Cr ypt osul a sp. ●

アミメコケムシ科 ヒラハコケムシの一種 Membr ani por a sp. ● ● ● ●

- 外肛動物門 Br yozoa ●

ホウキムシ科 ヒメホウキムシ Phor oni s i j i mai ● ● ● ● ●

ホウキムシ科 イサゴホウキムシ? Phor oni s psammophi l a ? ● ●

節足動物（ウミグモ類・甲殻類） イソウミグモ科 シマウミグモ Ammot hea hi l gendor f i

144種群 イソウミグモ科 イソウミグモ科 Ammot hei dae ●

トックリウミグモ科 カイヤドリウミグモ Nymphonel l a t apet i s ●

- ウミホタル亜綱の一種 Myodocopi da f am.  gen.  sp. ●

モンストリラ科 Monst r i l l opsi s  属の一種 Monst r i l l opsi s  sp. ● ● ●

ウオジラミ科 トウヨウウオジラミ Cal i gus or i ent al i s

ウオジラミ科 クロダイウオジラミ Cal i gus l at i geni t al i s ● ● ● ● ●

ウオジラミ科 ウキウオジラミ Cal i gus undul at us ●

ウオジラミ科 ウオジラミの一種 Cal i gus  sp. ● ●

ミョウガガイ科 カメノテ Capi t ul um mi t el l a

イワフジツボ科 イワフジツボ Cht hamal us chal l enger i ● ● ● ●

フジツボ科 シロスジフジツボ Fi st ul obal anus al bi cost at us ● ● ● ● ● ●

フジツボ科 タテジマフジツボ Amphi bal anus amphi t r i t e ● ● ● ● ●

フジツボ科 アメリカフジツボ Amphi bal anus ebur neus ● ● ● ● ●

フジツボ科 ヨーロッパフジツボ Amphi bal anus i mpr ovi sus ● ● ● ● ●

フジツボ科 フジツボ科の一種 Bal ani dae gen.  sp. ●

クロフジツボ科 クロフジツボ Tet r acl i t a j aponi ca

フクロムシ科 アナジャコフクロムシ Saccul i na upogebi ae

シャコ科 シャコ Or at osqui l l a or at or i a

コノハエビ科 コノハエビ Nebal i a cf .  j apanensi s ●

アミ科 ニホンイサザアミ Neomysi s j aponi ca ● ● ● ● ●

アミ科 イサザアミ Neomysi s awat schensi s ● ● ● ● ●

アミ科 Neomysi s  属 Neomysi s sp.  or  spp.

テングヨコエビ科 テングヨコエビ属の一種 Pl eust es sp.

タテソコエビ科 St enot hoe 属の一種 St enot hoe sp. ● ● ●

ツノヒゲソコエビ科 Eohaust or i us 属の一種 Eohaust or i us  sp.

タカラソコエビ科 ナイカイツノフトソコエビ? Or chomenel l a l i t t or al i s ? ● ●

ナミノリソコエビ科 ウスゲナミノリソコエビ Haust or i oi des f ur ot ai

モクズヨコエビ科 Apohyal e 属の一種 Apohyal e sp. ●

モクズヨコエビ科 フサゲモクズ Pt i l ohyal e bar bi cor ni s ● ● ● ●

モクズヨコエビ科 モクズヨコエビ科の一種 Hyal i dae sp.

ハマトビムシ科 ミナミホソハマトビムシ Pyat akovest i a i wasai

ハマトビムシ科 ニホンスナハマトビムシ Si nor chest i a ni pponensi s ● ● ●

ハマトビムシ科 タイヘイヨウヒメハマトビムシ Pl at or chest i a paci f i ca ●

ハマトビムシ科 ヒメハマトビムシ種群 Pl at or chest i i nae

ユンボソコエビ科 ブラブラソコエビ Aor oi des cur vi pes ●

ユンボソコエビ科 ニホンドロソコエビ Gr andi di er el l a j aponi ca ● ● ● ● ● ●

ユンボソコエビ科 ヒメドロソコエビ Par agr andi di er el l a mi ni ma

ドロクダムシ科 アリアケドロクダムシ Monocor ophi um acher usi cum ● ● ● ●

ドロクダムシ科 トンガリドロクダムシ Monocor ophi um i nsi di osum ● ● ● ● ●

ドロクダムシ科 ウエノドロクダムシ Monocor ophi um uenoi ● ● ●

ドロクダムシ科 ニホンドロクダムシ Si nocor ophi um j aponi cum

ドロクダムシ科 タイリクドロクダムシ？ Si nocor ophi um si nensi s ? ●

ドロクダムシ科 ドロクダムシ亜科 Cor ophi i nae gen.  sp. ● ● ●

ヒゲナガヨコエビ科 モズミヨコエビ Ampi t hoe val i da ● ● ● ● ●
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

節足動物（ウミグモ類・甲殻類）続き ワレカラ科 クビナガワレカラ Capr el l a equi l i br a ● ● ● ● ●

ワレカラ科 オオワレカラ Capr el l a kr oeyer i

ワレカラ科 マルエラワレカラ Capr el l a penant i s ● ● ● ● ●

ワレカラ科 トゲワレカラ Capr el l a scaur a ● ● ●

ワレカラ科 Capr el l a 属 Capr el l a sp.  or  spp. ● ● ●

メリタヨコエビ科 フトメリタヨコエビ Mel i t a r yl ovae ● ● ●

メリタヨコエビ科 ヒゲツノメリタヨコエビ Mel i t a set i f l agel l a ● ● ● ●

メリタヨコエビ科 シミズメリタヨコエビ Mel i t a shi mi zui ● ● ●

メリタヨコエビ科 Mel i t a 属の一種 Mel i t a sp. ●

キタヨコエビ科 ポシエットトゲオヨコエビ Eogammar us possj et i cus ●

- "ヨコエビ類" "Gammar i dea" ●

ウミミズムシ科 I ai s 属の一種 I ai s  sp.

スナウミナナフシ科 ムロミスナウミナナフシ Cyat hur a mur omi ensi s ● ●

スナホリムシ科 スナホリムシ科の複数種 Ci r ol ani dae gen.  spp.

ウオノエ科 サッパノギンカ Ani l ocr a cl upei

エビヤドリムシ科 スナモグリヤドリムシ I one cor nut a

ヘラムシ科 ハナビラヘラムシ Syni dot ea ezoensi s

ヘラムシ科 ヘラムシ科の一種 I dot ei dae gen.  sp.

フナムシ科 キタフナムシ Li gi a ci ner ascens ● ● ● ● ● ●

フナムシ科 フナムシ Li gi a exot i ca ● ● ●

コツブムシ科 ヨツバコツブムシ Sphaer oma r et r ol aevi s

コツブムシ科 ナナツバコツブムシ Sphaer oma si ebol di i

コツブムシ科 Gnor i mosphaer oma 属 Gnor i mosphaer oma sp.  or  spp. 　 ● ● ● ● ●

タナイス科 キスイタナイス Si nel obus ki sui ● ● ●

クーマ科 ミツオビクーマ Di ast yl i s t r i ci nct a ●

- クーマ目 Cumacea ●

クルマエビ科 クルマエビ Penaeus j aponi cus

クルマエビ科 ウシエビ Penaeus monodon

サクラエビ科 アキアミ Acet es j aponi cus

テッポウエビ科 テッポウエビ Al pheus br evi cr i st at us ●

テッポウエビ科 ニセオニテッポウエビ Al pheus r apaci da ●

テッポウエビ科 イソテッポウエビもしくは近似種 Al pheus af f .  l obi dens

テッポウエビ科 フトオビイソテッポウエビ Al pheus sp.  1

テッポウエビ科 セジロムラサキエビ At hanas j aponi cus

テッポウエビ科 クボミテッポウエビ St enal pheops anacant hus

ヒメサンゴモエビ科 アシナガモエビモドキ Hept acar pus f ut i l i r ost r i s ●

エビジャコ科 ウリタエビジャコ Cr angon ur i t ai ● ● ●

エビジャコ科 カシオペエビジャコ Cr angon casi ope

エビジャコ科 エビジャコ属 Cr angon sp.  or  spp. ●

テナガエビ科 テナガエビ Macr obr achi um ni pponense ●

テナガエビ科 ユビナガスジエビ Pal aemon macr odact yl us ● ● ● ● ● ●

テナガエビ科 イソスジエビ Pal aemon paci f i cus

テナガエビ科 スジエビモドキ Pal aemon ser r i f er ● ●

テナガエビ科 チュウゴクスジエビ Pal aemon si nensi s

テナガエビ科 シラタエビ Exopal aemon or i ent i s ● ● ● ●

アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Pr ocambar us cl ar ki i

スナモグリ科 ニホンスナモグリ Neot r ypaea j aponi ca ● ● ● ● ● ● ● ●

スナモグリ科 ハルマンスナモグリ Neot r ypaea har mandi

ハサミシャコエビ科 ハサミシャコエビ Laomedi a ast aci na

アナジャコ科 アナジャコ Upogebi a maj or ● ● ●

ヤドカリ科 コブヨコバサミ Cl i banar i us i nf r aspi nat us ● ●

ヤドカリ科 テナガツノヤドカリ Di ogenes ni t i di manus ● ●

ヤドカリ科 ケブカヒメヨコバサミ Pagur i st es or t manni ●

ホンヤドカリ科 ケアシホンヤドカリ Pagur us l anugi nosus ●

ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ Pagur us mi nut us ● ● ● ● ● ●

ホンヤドカリ科 ヨモギホンヤドカリ Pagur us ni gr of asci a ● ●

カニダマシ科 フトウデネジレカニダマシ Pi si di a ser r at i f r ons

キンセンガニ科 キンセンガニ Mat ut a vi ct or

イチョウガニ科 コイチョウガニ Gl ebocar ci nus amphi oet us ●

スベスベオウギガニ科 スベスベオウギガニ Sphaer ozi us ni t i dus

コブシガニ科 カネココブシガニ Phi l yr a kanekoi ●

コブシガニ科 マメコブシガニ Pyr hi l a pi sum ● ● ●

モガニ科 ニッポンモガニ Puget t i a ni pponensi s ●

イッカククモガニ科 イッカククモガニ Pyr omai a t uber cul at a ● ● ● ●

ミドリガニ科 チチュウカイミドリガニ Car ci nus aest uar i i

ガザミ科 トゲノコギリガザミ Scyl l a par amamosai n ●

ガザミ科 ノコギリガザミの一種 Scyl l a sp. ● ●

ガザミ科 タイワンガザミ Por t unus pel agi cus ●

ガザミ科 ガザミ Por t unus t r i t uber cul at us

ガザミ科 イシガニ Char ybdi s ( Char ybdi s )  j aponi ca ● ● ● ● ●

オウギガニ科 オウギガニ Lept odi us af f i ni s

オウギガニ科 シワオウギガニ Macr omedaeus di st i nguendus ●

ミナトオウギガニ科 ハクライオウギガニ Acant hol obul us paci f i cus ● ●

イワガニ科 イワガニ Pachygr apsus cr assi pes

ベンケイガニ科 アカテガニ Chi r omant es haemat ochei r ● ●

ベンケイガニ科 ウモレベンケイガニ Cl i st ocoel oma si nense

ベンケイガニ科 クロベンケイガニ Or i sar ma dehaani ● ● ●

ベンケイガニ科 ベンケイガニ Or i sar ma i nt er medi um ●

ベンケイガニ科 クシテガニ Par asesar ma af f i ne

ベンケイガニ科 フタバカクガニ Par asesar ma bi dens

ベンケイガニ科 カクベンケイガニ Par asesar ma pi ct um ● ● ●

モクズガニ科 ヒライソガニ Gaet i ce depr essus ●

モクズガニ科 ケアシヒライソガニ（仮称） Gaet i ce sp.

モクズガニ科 ヒメアシハラガニ Hel i cana j aponi ca

モクズガニ科 アシハラガニ Hel i ce t r i dens ● ●

モクズガニ科 モクズガニ Er i ochei r  j aponi ca ● ● ● ●

モクズガニ科 スネナガイソガニ Hemi gr apsus l ongi t ar si s ● ● ●

モクズガニ科 ケフサイソガニ Hemi gr apsus peni ci l l at us ● ● ●

モクズガニ科 イソガニ Hemi gr apsus sangui neus ● ● ● ● ●

モクズガニ科 タカノケフサイソガニ Hemi gr apsus t akanoi ● ● ● ● ● ● ● ●
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

節足動物（ウミグモ類・甲殻類）続き ムツハアリアケガニ科 アリアケモドキ Dei r at onot us cr i st at us

コメツキガニ科 チゴガニ I l yopl ax pusi l l a ● ● ●

コメツキガニ科 コメツキガニ Scopi mer a gl obosa ● ● ● ● ●

オサガニ科 オサガニ Macr opht hal mus abbr evi at us ●

オサガニ科 ヤマトオサガニ Macr opht hal mus j aponi cus ● ● ●

スナガニ科 スナガニ Ocypode st i mpsoni

カクレガニ科 バンズマメガニ Pi nni xa banzu ●

カクレガニ科 ラスバンマメガニ近似種 Pi nni xa af f .  r at hbuni ●

カクレガニ科 オオシロピンノ Ar cot her es si nensi s ●

ギボシムシ類　　2種群 ギボシムシ科 ミサキギボシムシ Bal anogl ossus mi saki ensi s

ギボシムシ科 Gl ossobal anus  属の一種 Gl ossobal anus  sp.

ヒトデ・ウニ・ナマコ類　 13種群 モミジガイ科 トゲモミジガイ Ast r opect en pol yacant hus ●

　　　 モミジガイ科 モミジガイ Ast r opect en scopar i us ●

イトマキヒトデ科 イトマキヒトデ Pat i r i a pect i ni f er a ●

トウクモヒトデ科 クシノハクモヒトデ Ophi ur ogl ypha ki nber gi ● ●

チビクモヒトデ科 チビクモヒトデ Ophi act i s savi gnyi ●

チビクモヒトデ科 チビクモヒトデ科の一種 Ophi act i dae gen.  sp.

トゲクモヒトデ科 ナガトゲクモヒトデ Ophi ot hr i x exi gua ●

トゲクモヒトデ科 トゲクモヒトデ Ophi ot hr i x panchyendyt a ●

サンショウウニ科 サンショウウニ Temnopl eur us t or eumat i cus ●

ナガウニ科 ムラサキウニ Hel i oci dar i s cr assi spi na ●

シカクナマコ科 アカナマコ Apost i chopus cf .  r oseus ●

シカクナマコ科 マナマコ Apost i chopus j aponi cus ● ● ●

イカリナマコ科 ヒモイカリナマコ Pat i napt a oopl ax ●

ホヤ類　　　9種群 マンジュウボヤ科 マンジュウボヤ Apl i di um pl i ci f er um

ユウレイボヤ科 カタユウレイボヤ Ci ona r obust a ● ● ● ●

ユウレイボヤ科 ユウレイボヤ Ci ona savi gnyi ● ● ● ● ●

ユウレイボヤ科 Ci ona  属 Ci ona sp.  or  spp. ● ●

ナツメボヤ科 ザラボヤ Asci di a zar a ●

ナツメボヤ科 ナツメボヤの一種 Asci di a sp. ● ●

シロボヤ科 シロボヤ St yel a pl i cat a ● ● ● ● ●

シロボヤ科 エボヤ St yel a cl ava ●

フクロボヤ科 マンハッタンボヤ Mol gul a manhat t ensi s ● ● ● ●

魚類　　　126種群 アカエイ科 アカエイ Hemi t r ygon akaj ei ● ● ● ● ● ●

 ツバクロエイ科 ツバクロエイ Gymnur a j aponi ca ● ● ● ●

ウナギ科 ニホンウナギ Angui l l a j aponi ca ●

アナゴ科 マアナゴ Conger  myr i ast er

ニシン科 コノシロ Konosi r us punct at us ● ● ●

ニシン科 サッパ Sar di nel l a zunasi ● ●

カタクチイワシ科 カタクチイワシ Engr aul i s j aponi ca ● ●

カマツカ科 ニゴイ Hemi bar bus bar bus

カマツカ科 モツゴ Pseudor asbor a par va

ウグイ科 マルタ Pseudaspi us br andt i i  mar ut a

ドジョウ科 ドジョウ Mi sgur nus angui l l i caudat us

ゴンズイ科 ゴンズイ Pl ot osus j aponi cus ●

アユ科 アユ Pl ecogl ossus al t i vel i s al t i vel i s ●

ヨウジウオ科 ガンテンイシヨウジ Hi ppi cht hys peni ci l l us

ヨウジウオ科 サンゴタツ Hi ppocampus mohni kei ●

ヨウジウオ科 ヨウジウオ Syngnat hus schl egel i ● ●

ヨウジウオ科 オクヨウジ Ur ocampus nanus ● ●

ボラ科 オニボラ？ El l ochel on vai gi ensi s ●

ボラ科 ボラ Mugi l  cf .  cephal us ● ● ● ● ● ●

ボラ科 メナダ Pl ani l i za haemat ochei l us

トウゴロウイワシ科 トウゴロウイワシ Doboat her i na bl eeker i

カダヤシ科 カダヤシ Gambusi a af f i ni s

サヨリ科 サヨリ Hypor hamphus saj or i

サヨリ科 サヨリ属の一種 Hypor hamphus sp.

トビウオ科 ニノジトビウオ Hi r undi cht hys specul i ger

ダツ科 ダツ科の一種 Bel oni dae gen.  sp.

メバル科 シロメバル Sebast es cheni ● ● ● ● ●

メバル科 ムラソイ Sebast es pachycephal us ●

メバル科 メバル属の一種 Sebast es sp.

メバル科 カサゴ Sebast i scus mar mor at us ● ●

オニオコゼ科 オニオコゼ I ni mi cus j aponi cus ●

コチ科 イネゴチ Coci el l a cr ocodi l a

コチ科 マゴチ Pl at ycephal us sp.  2 ● ● ●

アイナメ科 クジメ Hexagr ammos agr ammus ●

アイナメ科 アイナメ Hexagr ammos ot aki i ●

カジカ科 アサヒアナハゼ Pseudobl enni us cot t oi des ●

スズキ科 スズキ Lat eol abr ax j aponi cus ● ● ● ●

テンジクダイ科 クロイシモチ Apogoni cht hyoi des ni ger ●

テンジクダイ科 オオスジイシモチ Ost or hi nchus doeder l ei ni ●

テンジクダイ科 ネンブツダイ Ost or hi nchus semi l neat us ●

アジ科 ギンガメアジ Car anx sexf asci at us

アジ科 ブリ Ser i ol a qui nquer adi at a

ヒイラギ科 ヒイラギ Nuchequul a nuchal i s

マツダイ科 マツダイ Lobot es sur i namensi s

クロサギ科 クロサギ Ger r es equul us ● ●

イサキ科 コロダイ Di agr amma pi ct um ●

イサキ科 コショウダイ Pl ect or hi nchus ci nct us ● ●
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報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

魚類続き タイ科 キチヌ Acant hopagr us l at us ● ● ●

タイ科 クロダイ Acant hopagr us schl egel i i ● ● ● ● ● ● ●

タイ科 マダイ Pagr us maj or ● ●

タイ科 ヘダイ Rhabdosar gus sar ba ● ●

フエフキダイ科 フエフキダイ属の一種 Let hr i nus  sp. ●

ニベ科 ニベ Ni bea mi t sukur i i

ニベ科 シログチ Pennahi a ar gent at a

キス科 シロギス Si l l ago j aponi ca

ヒメジ科 オオスジヒメジ Par upeneus bar ber i nus ●

ヒメジ科 ヒメジ Upeneus j aponi cus ●

チョウチョウウオ科 セグロチョウチョウウオ Chaet odon ephi ppi um ●

チョウチョウウオ科 アケボノチョウチョウウオ Chaet odon mel annot us ●

ウミタナゴ科 マタナゴ Di t r ema t emmi ncki i  paci f i cum ● ●

スズメダイ科 オヤビッチャ Abudef duf  vai gi ensi s ●

シマイサキ科 シマイサキ Rhyncopel at es oxyr hynchus ● ●

シマイサキ科 コトヒキ Ter apon j ar bua

イシダイ科 イシダイ Opl egnat hus f asci at us ● ●

イシダイ科 イシガキダイ Opl egnat hus punct at us ●

メジナ科 メジナ Gi r el l a punct at a ● ●

ベラ科 ホンベラ Hal i choer es t enui spi ni s ●

ベラ科 キュウセン Par aj ul i s poeci l ept er a ● ●

ベラ科 ホシササノハベラ Pseudol abr us si ebol di ●

ベラ科 コブダイ Semi cossyphus r et i cul at us ●

ベラ科 カミナリベラ St et hoj ul i s i nt er r upt a t er i na ●

タウエガジ科 ダイナンギンポ Di ct yosoma t emmi ncki i ● ●

ニシキギンポ科 ギンポ Phol i s nebul osa ●

コケギンポ科 コケギンポ Neocl i nus br yope

イソギンポ科 ナベカ Omobr anchus el egans ● ●

イソギンポ科 トサカギンポ Omobr anchus f asci ol at oceps ● ● ● ● ●

イソギンポ科 イダテンギンポ Omobr anchus punct at us ●

イソギンポ科 イソギンポ Par abl enni us yat abei ● ● ●

イソギンポ科 ニジギンポ Pet r osci r t es br evi ceps ● ●

ネズッポ科 ハタタテヌメリ Cal l i onymus val enci ennei ●

ハゼ科 スジハゼ Acent r ogobi us vi r gat ul us ● ● ● ● ●

ハゼ科 ツマグロスジハゼ Acent r ogobi us sp.  2 ● ● ● ● ●

ハゼ科 ヒメハゼ Favoni gobi us gymnauchen ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 ウロハゼ Gl ossogobi us ol i vaceus ● ● ●

ハゼ科 マハゼ Acant hogobi us f l avi manus ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 アシシロハゼ Acant hogobi us l act i pes ● ● ● ●

ハゼ科 アゴハゼ Chaenogobi us annul ar i s ● ● ●

ハゼ科 ドロメ Chaenogobi us gul osus ● ●

ハゼ科 ヒモハゼ Eut aeni i cht hys gi l l i ● ●

ハゼ科 ビリンゴ Gymnogobi us br euni gi i ● ● ● ●

ハゼ科 ニクハゼ Gymnogobi us hept acant hus ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 エドハゼ Gymnogobi us macr ognat hos ●

ハゼ科 チクゼンハゼ Gymnogobi us uchi dai ● ●

ハゼ科 ウキゴリ Gymnogobi us ur ot aeni a ●

ハゼ科 Gymnogobi us 属の一種 Gymnogobi us sp. ●

ハゼ科 イソミミズハゼ Luci ogobi us mar t el l i i

ハゼ科 ミミズハゼ属の一種 Luci ogobi us sp. ●

ハゼ科 アベハゼ Mugi l ogobi us abei ● ● ● ●

ハゼ科 トビハゼ Per i opht hal mus modest us ●

ハゼ科 マサゴハゼ Pseudogobi us masago ● ●

ハゼ科 キヌバリ Pt er ogobi us el apoi des ●

ハゼ科 ヒナハゼ Redi gobi us bi kol anus ● ●

ハゼ科 アカオビシマハゼ Tr i dent i ger  t r i gonocephal us ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 シモフリシマハゼ Tr i dent i ger  bi f asci at us ● ● ●

ハゼ科 ヌマチチブ Tr i dent i ger  br evi spi ni s

ハゼ科 チチブ Tr i dent i ger  obscur us ● ● ● ● ●

ハゼ科（広義） ハゼ科（広義） Gobi i dae ( sensu l at o ) ● ● ● ● ●

クロユリハゼ科 サツキハゼ Par i ogl ossus dot ui ● ●

アイゴ科 アイゴ Si ganus f uscescens ●

タチウオ科 タチウオ Tr i chi ur us j aponi cus

ヒラメ科 ヒラメ Par al i cht hys ol i vaceus ●

カレイ科 イシガレイ Pl at i cht hys bi col or at us ● ● ●

カレイ科 マコガレイ Pseudopl eur onect es yokohamae ● ●

カレイ科 カレイ科 Pl eur onect i dae gen.  sp. ●

ササウシノシタ科 ササウシノシタ Het er omyct er i s j aponi cus ●

ウシノシタ科 クロウシノシタ Par apl agusi a j aponi ca

ギマ科 ギマ Tr i acant hus bi acul eat us ● ●

モンガラカワハギ科 アミモンガラ Cant hi der mi s macul at a

カワハギ科 アミメハギ Rudar i us er codes ●

ハコ フ グ科 コ ン ゴ ウフ グ Lact or i a cor nut a ●

ハコフグ科 ハコフグ Ost r aci on i mmacul at um ●

フグ科 クサフグ Taki f ugu al bopl umbeus ●

フグ科 コモンフグ Taki f ugu f l avi pt er us ●

フグ科 ヒガンフグ Taki f ugu par dal i s ●

フグ科 トラフグ Taki f ugu r ubr i pes

フグ科 フグ科 Tet r aodont i dae

爬虫類　 1 種群 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Tr achemys scr i pt a el egans ●



 

- 157 - 
 

 

  

報告地名
海の公園
横浜市

野島干潟
横浜市

多摩川河口
殿町

川崎市

多摩川河口
羽田

大田区

東京港野鳥公園
大田区

城南島
海浜公園
大田区

大森ふるさ
との浜辺
大田区

大井埠頭
中央公園
大田区

お台場海浜
公園北岸

港区

お台場海浜
公園南岸

港区

科 和名 学名

海藻類　　　18種群 フジマツモ科 ショウジョウケノリ Pol ysi phoni a sent i cul osa ● ● ● ● ●

オゴノリ科 オゴノリ Gr aci l ar i a ver mi cul ophyl l a

オゴノリ科 ベニオゴノリ Gr aci l ar i a r hodocaudat a ●

イギス科 イギス科 Cer ami aceae

ダジア科 ダジア科の一種 Dasyaceae gen.  sp.

テングサ科 テングサ科の一種 Gel i di aceae gen.  sp.

ウシケノリ科 スサビノリ Neopyr opi a yezoensi s

カヤモノリ科 セイヨウハバノリ Pet al oni a f asci a

カヤモノリ科 カヤモノリ Scyt osi phon l oment ar i a

ホンダワラ科 スナビキモク Sar gassum ammophi l um

ホンダワラ科 アカモク Sar gassum hor ner i  

シオミドロ科 シオミドロ Ect ocar pus si l i cul osus ● ● ● ● ●

チガイソ科 ワカメ Undar i a pi nnat i f i da ●

アオサ科 アナアオサ Ul va per t usa

アオサ科 ボウアオノリ Ul va i nt est i nal i s ● ● ● ● ●

アオサ科 Ul va  属 Ul va sp.  or  spp. ● ● ● ● ●

ミル科 ミル属の一種 Codi um sp. ● ●

ハネモ科 ハネモ Br yopsi s pl umosa ● ● ● ● ●

アマモ類　　2種 アマモ科 アマモ Zost er a mar i na ●

アマモ科 コアマモ Zost er a j aponi ca ● ●

総種群数　610

報告者名

団体名 海をつくる会 海をつくる会
多摩川河口

生物研究会

大田区環境

マイスターの会

（公財）

日本野鳥の会

東京港水中生物

研究会

東京港水中生物

研究会

東京港水中生物

研究会

東京港水中生物

研究会

東京港水中生物

研究会

尾島智仁
尾島雅子
多留聖典

尾島智仁
尾島雅子
多留聖典

尾島智仁
尾島雅子
多留聖典

尾島智仁
尾島雅子
多留聖典

尾島智仁
坂本昭夫
海上智央

坂本昭夫
風呂田利夫
竹山佳奈

鈴木晶夫

川島賢治
嶋村早樹
恩田幸昌

小俣信一郎

尾島智仁
尾島雅子
多留聖典



 

- 158 - 
 

 

 

  

報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

繊毛虫類　　　3種群 ツリガネムシ科 エダワカレツリガネムシの一種 Car chesi um sp.

ズータムニウム科 Zoot hamni um ni veum? Zoot hamni um ni veum? 　

　 ズータムニウム科 Zoot hamni um pl umul a ? Zoot hamni um pl umul a ?

海綿類　　　　4種群 カワナシカイメン科 ヤワクダカイメン Hal i cl ona  ( Hal i cl ona )  ocul at a

イソカイメン科 ナミイソカイメン Hal i chondr i a ( Hal i chondr i a )  pani cea ● ● ● ●

イソカイメン科 ダイダイイソカイメン Hymeni aci don per l evi s ● ●

- 尋常海綿綱 Demospongi ae

クラゲ・イソギンチャク類　 32種群 ハナギンチャク科 ムラサキハナギンチャク Cer i ant hus f i l i f or mi s

ムシモドキギンチャク科 ギョライムシモドキギンチャク近似種 Edwar dsi a af f .  al t er nobomen

ムシモドキギンチャク科 ホソイソギンチャク？ Met edwar dsi a cf .  akkeshi

ムシモドキギンチャク科 ムシモドキギンチャク科 Edwar dsi i dae

ウメボシイソギンチャク科 ヒメイソギンチャク Ant hopl eur a asi at i ca

ウメボシイソギンチャク科 ミドリイソギンチャク Ant hopl eur a f uscovi r i di s

ウメボシイソギンチャク科 イシワケイソギンチャク Ant hopl eur a sp. ● ● ●

ウメボシイソギンチャク科 Ant hopl eur a  属の一種 Ant hopl eur a sp.  2

ウメボシイソギンチャク科 ハナワケイソギンチャク Par acondyl act i s sp.

セイタカイソギンチャク科 チギレイソギンチャク Ai pt asi omor pha sp.

Andvaki i dae 科? Andvaki i dae 科? Andvaki i dae? gen.  sp.

タテジマイソギンチャク科 タテジマイソギンチャク Di adumene l i neat a ● ● ● ●

科不確定 Par ai pt asi a 属の一種? Par ai pt asi a ? sp. ●

科不確定 ホウザワイソギンチャク Synandwaki a hozawai ● ●

ウミサボテン科 ウミサボテン Caver nul ar i a obesa ● ●

ヤナギウミエラ科 ホソウミエラ Scyt al i um spr endens

クダウミヒドラ科 ベニクダウミヒドラ Ect opl eur a cr ocea

クダウミヒドラ科 クダウミヒドラ科の一種 Tubul ar i i dae gen.  sp.

エダアシクラゲ科 エダアシクラゲ Cl adonema paci f i cum

タマウミヒドラ科 カミクラゲ Spi r ocodon sal t at or i x ● ●

シミコクラゲ科 シミコクラゲ Rat hkea oct opunct at a ●

- 刺糸亜目の一種 Fi l i f er a f am.  gen.  sp. ●

- 花水母目 Ant hoat hecat a f am.  gen.  sp. ●

オワンクラゲ科 オワンクラゲ Aequor ea coer ul escens ● ● ●

ウミサカヅキガヤ科 オベリアクラゲ属の一種 Obel i a sp. ●

ホソガヤ科 ホソガヤ科 Hal eci i dae gen.  sp. ●

ウミシバ科 ウミシバ科 Ser t ul ar i i dae

ハナガサクラゲ科 カギノテクラゲ Goni onemus ver t ens

ハナガサクラゲ科 ハナガサクラゲ Ol i ndi as f or mosa

- ヒドロ虫綱 Hydr ozoa ●

ミズクラゲ科 ミズクラゲ Aur el i a cf .  coer ul ea ● ● ● ● ● ● ● ●

オキクラゲ科 アカクラゲ Chr ysaor a paci f i ca ● ● ● ● ●

クシクラゲ類　　4種群 カブトクラゲ科 カブトクラゲ Bol i nopsi s mi kado ●

ウリクラゲ科 カンパナウリクラゲ Ber oe campana

ウリクラゲ科 ウリクラゲ Ber oe af f .  cucumi s ●

ウリクラゲ科 ウリクラゲ科の複数種 Ber oi dae gen.  spp. ●

ヒラムシ（扁形動物）類　　　3種群 ウスヒラムシ科 ウスヒラムシ科の一種 Not opl ani dae gen.  sp. ●

スチロヒラムシ科 スチロヒラムシ科の一種 St yl ochi dae gen.  sp. ●

- 多岐腸目 Pol ycl adi da ● ● ●

ヒモムシ類　　10種群 ケファロツリックス科 ホソヒモムシ属の一種 Cephal ot hr i x sp. ● ●

カリノマ科 Car i noma 属の一種 Car i noma sp.

クリゲヒモムシ科 クリゲヒモムシ Tubul anus punct at us

リネウス科 Cer ebr at ul us car nosus Cer ebr at ul us car nosus ●

リネウス科 ナミヒモムシ Cer ebr at ul us communi s ● ●

リネウス科 リュウキュウヒモムシ I wat anemer t es pi per at a ●

リネウス科 Li neopsel l oi des al bi l i neus Li neopsel l oi des al bi l i neus

ホソミドリヒモムシ科 Nemer t opsi s 属?の一種 Nemer t opsi s ? sp.

メノコヒモムシ科 メノコヒモムシ? Quasi t et r ast emma ni gr i f r ons ?

- 紐形動物門 Nemer t ea ● ● ●

ヒザラガイ類　　　2種群 ケハダヒザラガイ科 ケハダヒザラガイ Acant hochi t ona def i l i ppi i ● ●

ケハダヒザラガイ科 ヒメケハダヒザラガイ Acant hochi t ona r ubr ol i neat a ● ●

巻貝類　　　　　38種群 ヨメガカサ科 ベッコウガサ Cel l ana gr at a ●

コガモガイ科 コウダカアオガイ Ni pponacmea conci nna ●

コガモガイ科 ツボミ Pat el l oi da conul us ●

コガモガイ科 シボリガイ Pat el l oi da pygmaea ● ●

ニシキウズ科 チグサガイ Cant har i dus j aponi cus

ニシキウズ科 イシダタミ Monodont a conf usa ●

ニシキウズ科 イボキサゴ Umboni um moni l i f er um ● ●

クボガイ科 コシダカガンガラ Tegul a r ust i ca ● ● ●

リュウテン科 スガイ Lunel l a cor r eensi s ●

アマオブネ科 アマガイ Ner i t a j aponi ca

ウミニナ科 ホソウミニナ Bat i l l ar i a at t r ament ar i a ● ● ● ● ● ●

ウミニナ科 ウミニナ Bat i l l ar i a mul t i f or mi s ● ● ● ●

スズメハマツボ科 スズメハマツボ Di al a semi st r i at a

ウキツボ科 シマハマツボ Al aba pi ct a ● ●

キバウミニナ科 フトヘナタリ Cer i t hi dea moer chi i 　 ● ●

キバウミニナ科 カワアイ Pi r enel l a pupi f or mi s ●

タマキビ科 アラレタマキビ Echi nol i t t or i na r adi at a ● ●

タマキビ科 タマキビ Li t t or i na br evi cul a ● ● ● ● ●

カワザンショウ科 クリイロカワザンショウ Angust assi mi nea cast anea ● ● ●

カワザンショウ科 キントンイロカワザンショウ Angust assi mi nea af f .  sat umana ● ●

カワザンショウ科 ヨシダカワザンショウ "Angust assi mi nea" yoshi dayuki oi ● ●

カワザンショウ科 ヒラドカワザンショウ "Assi mi nea" hi r adoensi s ● ●

カワザンショウ科 カワザンショウガイ "Assi mi nea" j aponi ca ● ● ●

カワザンショウ科 カハタレカワザンショウ "Nani vi t r ea"  sp. ●
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

巻貝類　続き ミズゴマツボ科 エドガワミズゴマツボ St enot hyr a edogawensi s ●

タマガイ科 サキグロタマツメタ Laguncul a pul chel l a ● ●

タマガイ科 ツメタガイ Never i t a di dyma ● ● ● ● ●

タマガイ科 ホソヤツメタ Never i t a di dyma hosoyai ● ● ●

イトカケガイ科 ナガヒメネジガイ Epi t oni um cast um

イトカケガイ科 クレハガイ Epi t oni um cl ement i num ●

カリバガサ科 シマメノウフネガイ Cr epi dul a onyx ● ● ● ●

コロモガイ科 コロモガイ Sydapher a spengl er i ana ●

タモトガイ科 ムギガイ Mi t r el l a bi ci nct a ● ●

オリイレヨフバイ科 ムシロガイ Nassar i us l i vescens

オリイレヨフバイ科 アラムシロ Ret i cunassa f est i va ● ● ● ● ● ● ●

アッキガイ科 アカニシ Rapana venosa venosa ● ● ● ● ● ●

アッキガイ科 レイシ Rei shi a br onni ● ● ●

アッキガイ科 イボニシ Rei shi a cl avi ger a ● ● ● ●

ウミウシ・キセワタ類　 43種群 オオシイノミガイ科 ムラクモキジビキガイ Japanact eon ni pponensi s ● ●

　 　 　 マメウラシマ科 マメウラシマ Ri ngi cul a dol i ar i s ●

イロウミウシ科 シロウミウシ Goni obr anchus or i ent al i s

イロウミウシ科 シラユキウミウシ Ver coni a ni val i s

フジタウミウシ科 ハナデンシャ Kal i nga or nat a

フジタウミウシ科 クロコソデウミウシ Pol ycer a hedgpet hi

クロシタナシウミウシ科 クロシタナシウミウシ Dendr odor i s ar bor escens ● ●

メリベウミウシ科 メリベウミウシ Mel i be papi l l osa

フジエラミノウミウシ科 コウワンミノウミウシ "Cut hona" cf .  per ca ●

フジエラミノウミウシ科 Tenel l i a adsper sa Tenel l i a adsper sa

オオミノウミウシ科 サラームミノウミウシ Baeol i di a cf .  sal aami ca

オオミノウミウシ科 イロミノウミウシ（イズミミノウミウシ） Spur i l l a br azi l i ana

ヨツスジミノウミウシ科 スナチゴミノウミウシ Favor i nus sp.  2

ヨツスジミノウミウシ科 アカエラミノウミウシ Sakur aeol i s enosi mensi s

- オオミノウミウシ亜目の一種 Aeol i di i na f am.  gen.  sp.

- 裸鰓目 Nudi br anchi a

ヘコミツララ科 ヒメコメツブ Ret usa mi ni ma

ブドウガイ科 カミスジカイコガイダマシ Cyl i chnat ys yamakawai

ブドウガイ科 ブドウガイ Hal oa j aponi ca

キセワタガイ科 キセワタガイ Phi l i ne or i ent al i s ● ●

カノコキセワタ科 ヤミヨキセワタ Mel anochl amys f ukudai ● ● ● ● ●

カノコキセワタ科 タソガレキセワタ Mel anochl amys kohi ●

カノコキセワタ科 カノコキセワタ Phi l i nopsi s cf .  gi gl i ol i i

クダタマガイ科 コメツブガイ Decor i f er  i nsi gni s ● ●

クダタマガイ科 マツシマコメツブ Decor i f er  mat usi manus ●

アメフラシ科 アメフラシ Apl ysi a kur odai

アメフラシ科 トゲアメフラシ Bur sat el l a l eachi i

アメフラシ科 タツナミガイ Dol abel l a aur i cul ar i a ●

チドリミドリガイ科 クロミドリガイ El ysi a at r ovi r i di s

ハダカモウミウシ科 アリモウミウシ Er col ani a boodl eae

ハダカモウミウシ科 ミドリアマモウミウシ Pl aci da babai

ハダカモウミウシ科 ベルグウミウシ St i l i ger  ber ghi ●

コウダカカラマツ科 カラマツガイ Si phonar i a j aponi ca ● ●

トウガタガイ科 シオガマクチキレ Br achyst omi a si ogamensi s ●

トウガタガイ科 ヒガタヨコイトカケギリ Ci ngul i na af f .  ci r ci nat a ●

トウガタガイ科 ヨコイトカケギリダマシ Ci ngul i na t er ebr a ●

トウガタガイ科 ミスジヨコイトカケギリ Ci ngul i na t r i ar at a

トウガタガイ科 クチキレモドキの一種 "Odost omi a" sp. ●

トウガタガイ科 クチキレガイ Ti ber i a pul chel l a ●

トウガタガイ科 シロイトカケギリ Tur boni l l a candi da

イソチドリ科 Leucot i na  属の一種 Leucot i na sp. ●

オカミミガイ科 ウスコミミガイ Laemodont a exar at oi des ●

オカミミガイ科 ナギサノシタタリ Mi cr ot r al i a act eoci noi des

二枚貝類　　　40種群 イガイ科 ムラサキイガイ Myt i l us gal l opr ovi nci al i s ● ● ●

イガイ科 ミドリイガイ Per na vi r i di s ● ●

イガイ科 ホトトギス Muscul i st a senhousi a ● ● ● ● ●

イガイ科 コウロエンカワヒバリ Xenost r obus secur i s ● ● ● ● ●

イガイ科 コケガラス Modi ol us modul ai des

フネガイ科 アカガイ Anadar a br ought oni i

フネガイ科 サルボオ Anadar a kagoshi mensi s ● ● ● ●

ナミマガシワ科 ナミマガシワ Anomi a chi nensi s ● ●

イタボガキ科 マガキ Cr assost r ea gi gas ● ● ● ● ● ● ● ●

オキナガイ科 ソトオリガイ Exol at er nul a l i aut audi ● ● ● ● ● ●

オキナガイ科 オキナガイ科の一種 Lat er nul i dae gen.  sp. ●

マテガイ科 エゾマテガイ Sol en kr usenst er ni ●

マテガイ科 マテガイ Sol en st r i ct us ● ● ● ● ●

ウロコガイ科 オウギウロコガイ Gal eommel l a ut i nomi i

チリハギ科 ガタヅキ Ar t hr i t i ca cf .  r ei koae ● ●

ザルガイ科 トリガイ Ful vi a mut i ca ● ●

ニッコウガイ科 サビシラトリ Li mecol a cont abul at a ● ● ●

ニッコウガイ科 ヒメシラトリ Macoma i ncongr ua ● ●

ニッコウガイ科 サクラガイ Ni t i dot el l i na hokkai doensi s ●

ニッコウガイ科 ウズザクラ Ni t i dot el l i na mi nut a

ニッコウガイ科 カバザクラ Ni t i dot el l i na val t oni s ●

シオサザナミ科 イソシジミ Nut t al l i a j aponi ca ● ●

アサジガイ科 シズクガイ Theor a l ubr i ca

バカガイ科 バカガイ Mact r a chi nensi s ● ● ●

バカガイ科 シオフキ Mact r a quadr angul ar i s ● ● ● ● ● ● ● ●

チトセノハナガイ科 チヨノハナガイ Raet a pul chel l a ●

フタバシラガイ科 ウメノハナガイモドキ Fel ani el l a sower byi ●

フナガタガイ科 ウネナシトマヤ Neot r apezi um l i r at um ● ● ● ●
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

二枚貝類　続き マルスダレガイ科 オキシジミ Cycl i na af f .  si nensi s ● ● ●

マルスダレガイ科 カガミガイ Dosi ni a j aponi ca ● ●

マルスダレガイ科 ホンビノスガイ Mer cenar i a mer cenar i a ● ● ●

マルスダレガイ科 ハマグリ近似種 Mer et r i x af f .  l usor i a ● ● ● ● ●

マルスダレガイ科 シナハマグリ Mer et r i x pet echi al i s ● ●

マルスダレガイ科 アサリ Rudi t apes phi l i ppi nar um ● ● ● ● ● ● ● ●

マルスダレガイ科 ウスカラシオツガイ Pet r i col a sp. ● ●

シジミ科 タイワンシジミ Cor bi cul a f l umi nea ●

シジミ科 ヤマトシジミ Cor bi cul a j aponi ca ● ● ● ●

カワホトトギス科 イガイダマシ Myt i l opsi s sal l ei

オオノガイ科 ヒメマスオ Cr ypt omya busoensi s

オオノガイ科 オオノガイ Mya j aponi ca ●

タコ・イカ類　　6種群 コウイカ科 コウイカ属の一種 Sepi a sp. ● ●

ダンゴイカ科 ミミイカ属の一種 Eupr ymna sp. ●

ヒメイカ科 ヒメイカ I di osepi us par adoxus ●

ヤリイカ科 ジンドウイカ属？ Lol i ol us ? sp. ●

マ ダ コ 科 イ イ ダ コ Amphi oct opus f angsi ao

マダコ科 マダコ Oct opus si nensi s ●

多毛類（ゴカイ類）　 102種群 チマキゴカイ科 チマキゴカイ Oweni a gomsoni

ツバサゴカイ科 ツバサゴカイ Chaet opt er us caut us ● ●

ツバサゴカイ科 アシビキツバサゴカイ近似種 Spi ochaet opt er us af f .  okudai

ツバサゴカイ科 サンバンセツバサゴカイ Spi ochaet opt er us sanbanzensi s

スジホシムシモドキ科 スジホシムシモドキ Si phonosoma cumanense

フクロホシムシ科 クロホシムシ Thysanocar di a ni gr a ●

- ホシムシ下綱 Si puncul a

ウロコムシ科 マダラウロコムシ Har mot hoe  cf .  i mbr i cat a ● ●

ウロコムシ科 ウロコムシ亜科の一種 Pol ynoi nae gen.  sp.

ウロコムシ科 ハモチウロコムシ Lepi donot us dent at us ●

ウロコムシ科 ウロコムシ科 Pol ynoi dae ● ●

シリス科 シロマダラシリス Syl l i s adamant ea ●

シリス科 Syl l i s 属の一種 Syl l i s sp.

シリス科 ミドリシリス Megasyl l i s ni pponi ca ●

シロガネゴカイ科 コクチョウシロガネゴカイ Nepht ys cal i f or ni ensi s ●

シロガネゴカイ科 コクテンシロガネゴカイ Nepht ys neopol ybr anchi a ●

シロガネゴカイ科 ミナミシロガネゴカイ Nepht ys pol ybr anchi a ● ●

シロガネゴカイ科 Nepht ys 属の一種 Nepht ys sp. ●

カギゴカイ科 ハナオカカギゴカイ Si gambr a hanaokai ●

ゴカイ科 オイワケゴカイ Namaner ei s l i t t or al i s compl ex ●

ゴカイ科 イトメ Tyl or r hynchus osawai ● ●

ゴカイ科 コケゴカイ Si mpl i set i a er yt hr aeensi s ● ●

ゴカイ科 ツルヒゲゴカイ Pl at yner ei s bi canal i cul at a

ゴカイ科 デンガクゴカイ Pseudoner ei s var i egat a ●

ゴカイ科 ヤマトカワゴカイ Hedi st e di adr oma ● ● ●

ゴカイ科 ヤマトカワゴカイまたはヒメヤマトカワゴカイ Hedi st e di adr oma or  H.  at oka ●

ゴカイ科 ヒメゴカイ Neant hes acumi nat a compl ex

ゴカイ科 アシナガゴカイ Neant hes succi nea ● ● ●

ゴカイ科 オウギゴカイ Nect oneant hes oxypoda ●

ゴカイ科 ヒゲブトゴカイ Ner ei s het er oci r r at a ●

ゴカイ科 マサゴゴカイ Ner ei s mul t i gnat ha 

ゴカイ科 ゴカイ科の一種 Ner ei di dae gen.  sp. ●

オトヒメゴカイ科 モグリオトヒメ Oxydr omus okudai

オトヒメゴカイ科 Oxydr omus  属の一種 Oxydr omus sp.

オトヒメゴカイ科 Ner ei myr a 属の一種 Ner ei myr a sp.

オトヒメゴカイ科 Syl l i di a 属の一種 Syl l i di a sp.

オトヒメゴカイ科 オトヒメゴカイ科 Hesi oni dae gen.  sp. ●

チロリ科 マイヅルチロリ Gl ycer a amer i cana

チロリ科 ヒガタチロリ Gl ycer a maci nt oshi ● ●

チロリ科 チロリ Gl ycer a ni cobar i ca ● ●

チロリ科 Gl ycer a 属 Gl ycer a sp.  or  spp. ● ● ●

チロリ科 チロリ科 Gl ycer i dae ●

ニカイチロリ科 チャメチヨリ Gl yci nde wi r eni ●

サシバゴカイ科 ホソミサシバ Et eone cf .  l onga

サシバゴカイ科 サミドリサシバ Eul al i a  cf .  vi r i di s

サシバゴカイ科 Eumi da 属の一種 Eumi da sp.

サシバゴカイ科 アケノサシバ Ner ei phyl l a cast anea ●

サシバゴカイ科 Phyl l odoce 属の一種 Phyl l odoce sp. ●

サシバゴカイ科 サシバゴカイ科の一種 Phyl l odoci dae gen.  sp. ●

イソメ科 イソメの一種 Euni ce sp.

イソメ科 イワムシ種群の1種A Mar physa sp.  A ●

イソメ科 イワムシ種群の1種E Mar physa sp.  E ● ●

イソメ科 イワムシ種群 Mar physa spp.  cf .  i wamushi ●

ナナテイソメ科 スゴカイイソメ Di opat r a sugokai ● ● ●

ナナテイソメ科 エノシマイソメ Ki nber gonuphi s enoshi maensi s ●

ギボシイソメ科 コアシギボシイソメ Scol et oma ni pponi ca ●

コイソメ科 ルドルフイソメ Schi st omer i ngos  cf .  r udol phi i

コイソメ科 ナミウチコモチコイソメ Ophr yot r ocha ur bi s

ミズヒキゴカイ科 ミズヒキゴカイ種群 Ci r r i f or mi a sp.  or  spp. ● ● ● ●

ミズヒキゴカイ科 Dodecacer i a 属の一種 Dodecacer i a sp.

カンザシゴカイ科 カニヤドリカンザシ Fi copomat us eni gmat i cus ● ●

カンザシゴカイ科 エゾカサネカンザシ Hydr oi des ezoensi s ●

カンザシゴカイ科 ナデシコカンザシ Hydr oi des cf .  di ant hus ● ●

カンザシゴカイ科 ヤッコカンザシ Spi r obr anchus aki t sushi ma ●

カンザシゴカイ科 ウズマキゴカイ亜科の一種 Spi r or bi nae gen.  sp. ●

カンザシゴカイ科 カンザシゴカイ科の一種 Ser pul i dae gen.  sp. ● ●

ケヤリムシ科 コウキケヤリ Chone i nf undi bul i f or mi s

ケヤリムシ科 アマクサケヤリムシ? Par adi al ychone ci nct a ?

ケヤリムシ科 ウメタテケヤリムシ Par adi al ychone edomae

ケヤリムシ科 Par asabel l a 属の一種 Par asabel l a sp.

ケヤリムシ科 ニッポンケヤリムシ Sabel l ast ar t e j aponi ca

ケヤリムシ科 ケヤリムシ科の一種 Sabel l i dae gen.  sp.
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

多毛類（ゴカイ類）　 続き スピオ科 ケンサキスピオ Aoni des oxycephal a

スピオ科 シノブハネエラスピオ Par apr i onospi o pat i ens

スピオ科 ヤマトスピオ Pr i onospi o j aponi ca ●

スピオ科 イトエラスピオ Pr i onospi o pul chr a

スピオ科 ヒゲスピオ Rhynchospi o gl ut aea compl ex ●

スピオ科 シタダシスピオ Scol el epi s ( Scol el epi s)  l i ngul at a ●

スピオ科 マドカスピオ Spi o pi gment at a ●

スピオ科 ホソエリタテスピオ St r ebl ospi o j aponi ca ●

スピオ科 ヒガタスピオ Pol ydor a cor nut a ●

スピオ科 Pol ydor a neocaeca Pol ydor a neocaeca

スピオ科 Pol ydor a webst er i Pol ydor a webst er i

スピオ科 Pol ydor a 属 Pol ydor a sp.  or  spp.

スピオ科 ドロオニスピオ Pseudopol ydor a cf .  kempi ●

スピオ科 アミメオニスピオ Pseudopol ydor a bassar gi nensi s ● ●

スピオ科 コオニスピオ Pseudopol ydor a pauci br anchi at a ● ●

スピオ科 スピオ科 Spi oni dae gen.  sp. ● ●

オフェリアゴカイ科 ツツオオフェリア Ar mandi a cf .  amakusaensi s ● ● ● ●

イトゴカイ科 イトゴカイ Capi t el l a cf .  t el et a

イトゴカイ科 Het er omast us 属の一種 Het er omast us sp. ● ● ● ● ●

イトゴカイ科 Medi omast us  属の一種 Medi omast us sp.

イトゴカイ科 Not omast us 属の一種 Not omast us  sp. ●

イトゴカイ科 イトゴカイ科 Capi t el l i dae ●

タマシキゴカイ科 イソタマシキゴカイ Abar eni col a paci f i ca

タマシキゴカイ科 タマシキゴカイ Ar eni col a br asi l i ensi s ● ● ● ●

タケフシゴカイ科 タケフシゴカイ科 Mal dani dae

フサゴカイ科 ガンゼキフサゴカイの一種 Lani ce sp.

フサゴカイ科（広義） フサゴカイ科（広義） Ter ebel l i dae ( sensu l at o )

ウミイサゴムシ科 ウミイサゴムシ Lagi s bocki ●

ミズミミズ科 イトミミズ亜科の一種 Tubi f i ci nae gen.  sp. ●

フトミミズ科 イソミミズ Pont odr i l us l i t or al i s ●

コケムシ・ホウキムシ類　　8種群 バレンチア科 ヒメスズコケムシ Bar ent si a cf .  gr aci l i s

フサコケムシ科 ナギサコケムシ近似種 Bugul i na st ol oni f er a 

フサコケムシ科 フサコケムシの一種 Bugul i na sp. ● ●

モングチコケムシ科 モングチコケムシの一種 Cr ypt osul a sp.

アミメコケムシ科 ヒラハコケムシの一種 Membr ani por a sp.

- 外肛動物門 Br yozoa ● ●

ホウキムシ科 ヒメホウキムシ Phor oni s i j i mai ● ●

ホウキムシ科 イサゴホウキムシ? Phor oni s psammophi l a ?

節足動物（ウミグモ類・甲殻類） イソウミグモ科 シマウミグモ Ammot hea hi l gendor f i ● ●

144種群 イソウミグモ科 イソウミグモ科 Ammot hei dae

トックリウミグモ科 カイヤドリウミグモ Nymphonel l a t apet i s ● ● ●

- ウミホタル亜綱の一種 Myodocopi da f am.  gen.  sp.

モンストリラ科 Monst r i l l opsi s  属の一種 Monst r i l l opsi s  sp.

ウオジラミ科 トウヨウウオジラミ Cal i gus or i ent al i s ●

ウオジラミ科 クロダイウオジラミ Cal i gus l at i geni t al i s

ウオジラミ科 ウキウオジラミ Cal i gus undul at us

ウオジラミ科 ウオジラミの一種 Cal i gus  sp. ●

ミョウガガイ科 カメノテ Capi t ul um mi t el l a ● ●

イワフジツボ科 イワフジツボ Cht hamal us chal l enger i ● ● ●

フジツボ科 シロスジフジツボ Fi st ul obal anus al bi cost at us ● ● ● ● ● ●

フジツボ科 タテジマフジツボ Amphi bal anus amphi t r i t e ● ● ● ● ● ●

フジツボ科 アメリカフジツボ Amphi bal anus ebur neus ●

フジツボ科 ヨーロッパフジツボ Amphi bal anus i mpr ovi sus ● ● ● ●

フジツボ科 フジツボ科の一種 Bal ani dae gen.  sp.

クロフジツボ科 クロフジツボ Tet r acl i t a j aponi ca ●

フクロムシ科 アナジャコフクロムシ Saccul i na upogebi ae ● ●

シャコ科 シャコ Or at osqui l l a or at or i a ●

コノハエビ科 コノハエビ Nebal i a cf .  j apanensi s

アミ科 ニホンイサザアミ Neomysi s j aponi ca ● ●

アミ科 イサザアミ Neomysi s awat schensi s ● ●

アミ科 Neomysi s  属 Neomysi s sp.  or  spp. ● ●

テングヨコエビ科 テングヨコエビ属の一種 Pl eust es sp. ●

タテソコエビ科 St enot hoe 属の一種 St enot hoe sp.

ツノヒゲソコエビ科 Eohaust or i us 属の一種 Eohaust or i us  sp. ●

タカラソコエビ科 ナイカイツノフトソコエビ? Or chomenel l a l i t t or al i s ?

ナミノリソコエビ科 ウスゲナミノリソコエビ Haust or i oi des f ur ot ai ●

モクズヨコエビ科 Apohyal e 属の一種 Apohyal e sp. ●

モクズヨコエビ科 フサゲモクズ Pt i l ohyal e bar bi cor ni s ●

モクズヨコエビ科 モクズヨコエビ科の一種 Hyal i dae sp. ●

ハマトビムシ科 ミナミホソハマトビムシ Pyat akovest i a i wasai ●

ハマトビムシ科 ニホンスナハマトビムシ Si nor chest i a ni pponensi s

ハマトビムシ科 タイヘイヨウヒメハマトビムシ Pl at or chest i a paci f i ca ● ●

ハマトビムシ科 ヒメハマトビムシ種群 Pl at or chest i i nae ● ●

ユンボソコエビ科 ブラブラソコエビ Aor oi des cur vi pes

ユンボソコエビ科 ニホンドロソコエビ Gr andi di er el l a j aponi ca ● ● ● ●

ユンボソコエビ科 ヒメドロソコエビ Par agr andi di er el l a mi ni ma ●

ドロクダムシ科 アリアケドロクダムシ Monocor ophi um acher usi cum ●

ドロクダムシ科 トンガリドロクダムシ Monocor ophi um i nsi di osum

ドロクダムシ科 ウエノドロクダムシ Monocor ophi um uenoi

ドロクダムシ科 ニホンドロクダムシ Si nocor ophi um j aponi cum ●

ドロクダムシ科 タイリクドロクダムシ？ Si nocor ophi um si nensi s ?

ドロクダムシ科 ドロクダムシ亜科 Cor ophi i nae gen.  sp. ● ●

ヒゲナガヨコエビ科 モズミヨコエビ Ampi t hoe val i da ● ● ●
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

節足動物（ウミグモ類・甲殻類）続き ワレカラ科 クビナガワレカラ Capr el l a equi l i br a ●

ワレカラ科 オオワレカラ Capr el l a kr oeyer i ●

ワレカラ科 マルエラワレカラ Capr el l a penant i s ●

ワレカラ科 トゲワレカラ Capr el l a scaur a ● ● ●

ワレカラ科 Capr el l a 属 Capr el l a sp.  or  spp. ● ●

メリタヨコエビ科 フトメリタヨコエビ Mel i t a r yl ovae ● ●

メリタヨコエビ科 ヒゲツノメリタヨコエビ Mel i t a set i f l agel l a ● ●

メリタヨコエビ科 シミズメリタヨコエビ Mel i t a shi mi zui

メリタヨコエビ科 Mel i t a 属の一種 Mel i t a sp.

キタヨコエビ科 ポシエットトゲオヨコエビ Eogammar us possj et i cus ●

- "ヨコエビ類" "Gammar i dea" ● ●

ウミミズムシ科 I ai s 属の一種 I ai s  sp. ● ●

スナウミナナフシ科 ムロミスナウミナナフシ Cyat hur a mur omi ensi s ● ● ●

スナホリムシ科 スナホリムシ科の複数種 Ci r ol ani dae gen.  spp. ●

ウオノエ科 サッパノギンカ Ani l ocr a cl upei ● ● ● ●

エビヤドリムシ科 スナモグリヤドリムシ I one cor nut a ●

ヘラムシ科 ハナビラヘラムシ Syni dot ea ezoensi s ●

ヘラムシ科 ヘラムシ科の一種 I dot ei dae gen.  sp. ● ●

フナムシ科 キタフナムシ Li gi a ci ner ascens ● ● ● ● ● ● ●

フナムシ科 フナムシ Li gi a exot i ca ●

コツブムシ科 ヨツバコツブムシ Sphaer oma r et r ol aevi s ● ●

コツブムシ科 ナナツバコツブムシ Sphaer oma si ebol di i ●

コツブムシ科 Gnor i mosphaer oma 属 Gnor i mosphaer oma sp.  or  spp. ● ● ● ● ●

タナイス科 キスイタナイス Si nel obus ki sui

クーマ科 ミツオビクーマ Di ast yl i s t r i ci nct a ● ●

- クーマ目 Cumacea

クルマエビ科 クルマエビ Penaeus j aponi cus ● ●

クルマエビ科 ウシエビ Penaeus monodon ●

サクラエビ科 アキアミ Acet es j aponi cus ● ● ●

テッポウエビ科 テッポウエビ Al pheus br evi cr i st at us ● ● ●

テッポウエビ科 ニセオニテッポウエビ Al pheus r apaci da

テッポウエビ科 イソテッポウエビもしくは近似種 Al pheus af f .  l obi dens ● ●

テッポウエビ科 フトオビイソテッポウエビ Al pheus sp.  1 ● ●

テッポウエビ科 セジロムラサキエビ At hanas j aponi cus ● ●

テッポウエビ科 クボミテッポウエビ St enal pheops anacant hus ●

ヒメサンゴモエビ科 アシナガモエビモドキ Hept acar pus f ut i l i r ost r i s

エビジャコ科 ウリタエビジャコ Cr angon ur i t ai ● ● ● ● ● ● ● ●

エビジャコ科 カシオペエビジャコ Cr angon casi ope ●

エビジャコ科 エビジャコ属 Cr angon sp.  or  spp.

テナガエビ科 テナガエビ Macr obr achi um ni pponense ● ●

テナガエビ科 ユビナガスジエビ Pal aemon macr odact yl us ● ● ● ● ● ● ● ● ●

テナガエビ科 イソスジエビ Pal aemon paci f i cus ● ●

テナガエビ科 スジエビモドキ Pal aemon ser r i f er ● ●

テナガエビ科 チュウゴクスジエビ Pal aemon si nensi s ●

テナガエビ科 シラタエビ Exopal aemon or i ent i s ● ● ● ● ● ● ●

アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Pr ocambar us cl ar ki i ● ●

スナモグリ科 ニホンスナモグリ Neot r ypaea j aponi ca ● ● ● ● ● ● ●

スナモグリ科 ハルマンスナモグリ Neot r ypaea har mandi ●

ハサミシャコエビ科 ハサミシャコエビ Laomedi a ast aci na ● ●

アナジャコ科 アナジャコ Upogebi a maj or ● ● ● ● ● ●

ヤドカリ科 コブヨコバサミ Cl i banar i us i nf r aspi nat us ● ● ● ●

ヤドカリ科 テナガツノヤドカリ Di ogenes ni t i di manus ● ● ● ●

ヤドカリ科 ケブカヒメヨコバサミ Pagur i st es or t manni

ホンヤドカリ科 ケアシホンヤドカリ Pagur us l anugi nosus

ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ Pagur us mi nut us ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ホンヤドカリ科 ヨモギホンヤドカリ Pagur us ni gr of asci a ● ● ●

カニダマシ科 フトウデネジレカニダマシ Pi si di a ser r at i f r ons ●

キンセンガニ科 キンセンガニ Mat ut a vi ct or ● ● ●

イチョウガニ科 コイチョウガニ Gl ebocar ci nus amphi oet us

スベスベオウギガニ科 スベスベオウギガニ Sphaer ozi us ni t i dus ●

コブシガニ科 カネココブシガニ Phi l yr a kanekoi

コブシガニ科 マメコブシガニ Pyr hi l a pi sum ● ● ● ● ● ● ● ● ●

モガニ科 ニッポンモガニ Puget t i a ni pponensi s

イッカククモガニ科 イッカククモガニ Pyr omai a t uber cul at a ● ● ●

ミドリガニ科 チチュウカイミドリガニ Car ci nus aest uar i i ● ●

ガザミ科 トゲノコギリガザミ Scyl l a par amamosai n

ガザミ科 ノコギリガザミの一種 Scyl l a sp.

ガザミ科 タイワンガザミ Por t unus pel agi cus ● ● ● ● ● ● ●

ガザミ科 ガザミ Por t unus t r i t uber cul at us ● ● ● ● ● ●

ガザミ科 イシガニ Char ybdi s ( Char ybdi s )  j aponi ca ● ● ● ● ●

オウギガニ科 オウギガニ Lept odi us af f i ni s ● ●

オウギガニ科 シワオウギガニ Macr omedaeus di st i nguendus ● ●

ミナトオウギガニ科 ハクライオウギガニ Acant hol obul us paci f i cus

イワガニ科 イワガニ Pachygr apsus cr assi pes ●

ベンケイガニ科 アカテガニ Chi r omant es haemat ochei r ● ● ● ● ●

ベンケイガニ科 ウモレベンケイガニ Cl i st ocoel oma si nense ● ● ●

ベンケイガニ科 クロベンケイガニ Or i sar ma dehaani ● ● ● ● ● ● ●

ベンケイガニ科 ベンケイガニ Or i sar ma i nt er medi um ● ●

ベンケイガニ科 クシテガニ Par asesar ma af f i ne ● ● ●

ベンケイガニ科 フタバカクガニ Par asesar ma bi dens ● ●

ベンケイガニ科 カクベンケイガニ Par asesar ma pi ct um ● ● ● ● ● ●

モクズガニ科 ヒライソガニ Gaet i ce depr essus ●

モクズガニ科 ケアシヒライソガニ（仮称） Gaet i ce sp. ●

モクズガニ科 ヒメアシハラガニ Hel i cana j aponi ca ●

モクズガニ科 アシハラガニ Hel i ce t r i dens ● ● ● ● ● ●

モクズガニ科 モクズガニ Er i ochei r  j aponi ca ● ● ● ● ●

モクズガニ科 スネナガイソガニ Hemi gr apsus l ongi t ar si s ● ● ●

モクズガニ科 ケフサイソガニ Hemi gr apsus peni ci l l at us ● ●

モクズガニ科 イソガニ Hemi gr apsus sangui neus ● ● ● ●

モクズガニ科 タカノケフサイソガニ Hemi gr apsus t akanoi ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

節足動物（ウミグモ類・甲殻類）続き ムツハアリアケガニ科 アリアケモドキ Dei r at onot us cr i st at us ●

コメツキガニ科 チゴガニ I l yopl ax pusi l l a ● ● ● ● ● ●

コメツキガニ科 コメツキガニ Scopi mer a gl obosa ● ● ● ● ● ●

オサガニ科 オサガニ Macr opht hal mus abbr evi at us ● ● ● ●

オサガニ科 ヤマトオサガニ Macr opht hal mus j aponi cus ● ● ● ● ● ● ●

スナガニ科 スナガニ Ocypode st i mpsoni ●

カクレガニ科 バンズマメガニ Pi nni xa banzu

カクレガニ科 ラスバンマメガニ近似種 Pi nni xa af f .  r at hbuni

カクレガニ科 オオシロピンノ Ar cot her es si nensi s ●

ギボシムシ類　　2種群 ギボシムシ科 ミサキギボシムシ Bal anogl ossus mi saki ensi s ●

ギボシムシ科 Gl ossobal anus  属の一種 Gl ossobal anus  sp. ●

ヒトデ・ウニ・ナマコ類　 13種群 モミジガイ科 トゲモミジガイ Ast r opect en pol yacant hus

　　　 モミジガイ科 モミジガイ Ast r opect en scopar i us

イトマキヒトデ科 イトマキヒトデ Pat i r i a pect i ni f er a ●

トウクモヒトデ科 クシノハクモヒトデ Ophi ur ogl ypha ki nber gi ●

チビクモヒトデ科 チビクモヒトデ Ophi act i s savi gnyi

チビクモヒトデ科 チビクモヒトデ科の一種 Ophi act i dae gen.  sp. ●

トゲクモヒトデ科 ナガトゲクモヒトデ Ophi ot hr i x exi gua

トゲクモヒトデ科 トゲクモヒトデ Ophi ot hr i x panchyendyt a

サンショウウニ科 サンショウウニ Temnopl eur us t or eumat i cus

ナガウニ科 ムラサキウニ Hel i oci dar i s cr assi spi na

シカクナマコ科 アカナマコ Apost i chopus cf .  r oseus

シカクナマコ科 マナマコ Apost i chopus j aponi cus

イカリナマコ科 ヒモイカリナマコ Pat i napt a oopl ax

ホヤ類　　　9種群 マンジュウボヤ科 マンジュウボヤ Apl i di um pl i ci f er um ●

ユウレイボヤ科 カタユウレイボヤ Ci ona r obust a

ユウレイボヤ科 ユウレイボヤ Ci ona savi gnyi

ユウレイボヤ科 Ci ona  属 Ci ona sp.  or  spp. ●

ナツメボヤ科 ザラボヤ Asci di a zar a

ナツメボヤ科 ナツメボヤの一種 Asci di a sp.

シロボヤ科 シロボヤ St yel a pl i cat a ● ● ●

シロボヤ科 エボヤ St yel a cl ava

フクロボヤ科 マンハッタンボヤ Mol gul a manhat t ensi s ● ●

魚類　　　126種群 アカエイ科 アカエイ Hemi t r ygon akaj ei ● ● ● ● ● ●

 ツバクロエイ科 ツバクロエイ Gymnur a j aponi ca ● ● ●

ウナギ科 ニホンウナギ Angui l l a j aponi ca ● ● ● ● ● ●

アナゴ科 マアナゴ Conger  myr i ast er ●

ニシン科 コノシロ Konosi r us punct at us ● ● ● ●

ニシン科 サッパ Sar di nel l a zunasi ● ● ● ● ● ● ●

カタクチイワシ科 カタクチイワシ Engr aul i s j aponi ca ● ● ● ●

カマツカ科 ニゴイ Hemi bar bus bar bus ●

カマツカ科 モツゴ Pseudor asbor a par va ● ●

ウグイ科 マルタ Pseudaspi us br andt i i  mar ut a ● ● ● ●

ドジョウ科 ドジョウ Mi sgur nus angui l l i caudat us ●

ゴンズイ科 ゴンズイ Pl ot osus j aponi cus

アユ科 アユ Pl ecogl ossus al t i vel i s al t i vel i s ●

ヨウジウオ科 ガンテンイシヨウジ Hi ppi cht hys peni ci l l us ● ●

ヨウジウオ科 サンゴタツ Hi ppocampus mohni kei ● ●

ヨウジウオ科 ヨウジウオ Syngnat hus schl egel i ●

ヨウジウオ科 オクヨウジ Ur ocampus nanus ● ●

ボラ科 オニボラ？ El l ochel on vai gi ensi s

ボラ科 ボラ Mugi l  cf .  cephal us ● ● ● ● ● ● ● ●

ボラ科 メナダ Pl ani l i za haemat ochei l us ● ●

トウゴロウイワシ科 トウゴロウイワシ Doboat her i na bl eeker i ●

カダヤシ科 カダヤシ Gambusi a af f i ni s ● ●

サヨリ科 サヨリ Hypor hamphus saj or i ● ●

サヨリ科 サヨリ属の一種 Hypor hamphus sp. ● ●

トビウオ科 ニノジトビウオ Hi r undi cht hys specul i ger ●

ダツ科 ダツ科の一種 Bel oni dae gen.  sp. ●

メバル科 シロメバル Sebast es cheni ●

メバル科 ムラソイ Sebast es pachycephal us

メバル科 メバル属の一種 Sebast es sp. ● ● ● ●

メバル科 カサゴ Sebast i scus mar mor at us

オニオコゼ科 オニオコゼ I ni mi cus j aponi cus

コチ科 イネゴチ Coci el l a cr ocodi l a ●

コチ科 マゴチ Pl at ycephal us sp.  2 ● ● ● ● ● ●

アイナメ科 クジメ Hexagr ammos agr ammus ● ●

アイナメ科 アイナメ Hexagr ammos ot aki i ●

カジカ科 アサヒアナハゼ Pseudobl enni us cot t oi des

スズキ科 スズキ Lat eol abr ax j aponi cus ● ● ● ● ● ● ● ●

テンジクダイ科 クロイシモチ Apogoni cht hyoi des ni ger

テンジクダイ科 オオスジイシモチ Ost or hi nchus doeder l ei ni

テンジクダイ科 ネンブツダイ Ost or hi nchus semi l neat us

アジ科 ギンガメアジ Car anx sexf asci at us ●

アジ科 ブリ Ser i ol a qui nquer adi at a ●

ヒイラギ科 ヒイラギ Nuchequul a nuchal i s ● ● ● ●

マツダイ科 マツダイ Lobot es sur i namensi s ● ●

クロサギ科 クロサギ Ger r es equul us ● ● ● ●

イサキ科 コロダイ Di agr amma pi ct um

イサキ科 コショウダイ Pl ect or hi nchus ci nct us ● ●
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

魚類続き タイ科 キチヌ Acant hopagr us l at us ● ● ●

タイ科 クロダイ Acant hopagr us schl egel i i ● ● ● ● ● ●

タイ科 マダイ Pagr us maj or

タイ科 ヘダイ Rhabdosar gus sar ba

フエフキダイ科 フエフキダイ属の一種 Let hr i nus  sp.

ニベ科 ニベ Ni bea mi t sukur i i ●

ニベ科 シログチ Pennahi a ar gent at a ● ●

キス科 シロギス Si l l ago j aponi ca ● ●

ヒメジ科 オオスジヒメジ Par upeneus bar ber i nus

ヒメジ科 ヒメジ Upeneus j aponi cus

チョウチョウウオ科 セグロチョウチョウウオ Chaet odon ephi ppi um

チョウチョウウオ科 アケボノチョウチョウウオ Chaet odon mel annot us ●

ウミタナゴ科 マタナゴ Di t r ema t emmi ncki i  paci f i cum

スズメダイ科 オヤビッチャ Abudef duf  vai gi ensi s ●

シマイサキ科 シマイサキ Rhyncopel at es oxyr hynchus ● ● ● ● ● ●

シマイサキ科 コトヒキ Ter apon j ar bua ● ● ● ●

イシダイ科 イシダイ Opl egnat hus f asci at us ●

イシダイ科 イシガキダイ Opl egnat hus punct at us

メジナ科 メジナ Gi r el l a punct at a ●

ベラ科 ホンベラ Hal i choer es t enui spi ni s

ベラ科 キュウセン Par aj ul i s poeci l ept er a

ベラ科 ホシササノハベラ Pseudol abr us si ebol di

ベラ科 コブダイ Semi cossyphus r et i cul at us

ベラ科 カミナリベラ St et hoj ul i s i nt er r upt a t er i na

タウエガジ科 ダイナンギンポ Di ct yosoma t emmi ncki i ●

ニシキギンポ科 ギンポ Phol i s nebul osa ● ● ●

コケギンポ科 コケギンポ Neocl i nus br yope ●

イソギンポ科 ナベカ Omobr anchus el egans ● ●

イソギンポ科 トサカギンポ Omobr anchus f asci ol at oceps ● ●

イソギンポ科 イダテンギンポ Omobr anchus punct at us ● ● ● ● ● ●

イソギンポ科 イソギンポ Par abl enni us yat abei ●

イソギンポ科 ニジギンポ Pet r osci r t es br evi ceps ● ●

ネズッポ科 ハタタテヌメリ Cal l i onymus val enci ennei

ハゼ科 スジハゼ Acent r ogobi us vi r gat ul us

ハゼ科 ツマグロスジハゼ Acent r ogobi us sp.  2 ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 ヒメハゼ Favoni gobi us gymnauchen ● ● ● ●

ハゼ科 ウロハゼ Gl ossogobi us ol i vaceus ● ●

ハゼ科 マハゼ Acant hogobi us f l avi manus ● ● ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 アシシロハゼ Acant hogobi us l act i pes ● ● ● ● ●

ハゼ科 アゴハゼ Chaenogobi us annul ar i s ● ●

ハゼ科 ドロメ Chaenogobi us gul osus

ハゼ科 ヒモハゼ Eut aeni i cht hys gi l l i ● ●

ハゼ科 ビリンゴ Gymnogobi us br euni gi i ● ● ● ●

ハゼ科 ニクハゼ Gymnogobi us hept acant hus ● ● ●

ハゼ科 エドハゼ Gymnogobi us macr ognat hos ● ● ● ● ●

ハゼ科 チクゼンハゼ Gymnogobi us uchi dai ● ●

ハゼ科 ウキゴリ Gymnogobi us ur ot aeni a ● ●

ハゼ科 Gymnogobi us 属の一種 Gymnogobi us sp. ●

ハゼ科 イソミミズハゼ Luci ogobi us mar t el l i i ● ●

ハゼ科 ミミズハゼ属の一種 Luci ogobi us sp. ● ●

ハゼ科 アベハゼ Mugi l ogobi us abei ● ●

ハゼ科 トビハゼ Per i opht hal mus modest us ● ● ●

ハゼ科 マサゴハゼ Pseudogobi us masago ● ● ●

ハゼ科 キヌバリ Pt er ogobi us el apoi des

ハゼ科 ヒナハゼ Redi gobi us bi kol anus

ハゼ科 アカオビシマハゼ Tr i dent i ger  t r i gonocephal us ● ●

ハゼ科 シモフリシマハゼ Tr i dent i ger  bi f asci at us ● ● ● ● ● ● ●

ハゼ科 ヌマチチブ Tr i dent i ger  br evi spi ni s ●

ハゼ科 チチブ Tr i dent i ger  obscur us ● ● ● ● ● ●

ハゼ科（広義） ハゼ科（広義） Gobi i dae ( sensu l at o )

クロユリハゼ科 サツキハゼ Par i ogl ossus dot ui

アイゴ科 アイゴ Si ganus f uscescens ● ● ●

タチウオ科 タチウオ Tr i chi ur us j aponi cus ●

ヒラメ科 ヒラメ Par al i cht hys ol i vaceus

カレイ科 イシガレイ Pl at i cht hys bi col or at us ● ● ● ●

カレイ科 マコガレイ Pseudopl eur onect es yokohamae ● ● ● ●

カレイ科 カレイ科 Pl eur onect i dae gen.  sp. ●

ササウシノシタ科 ササウシノシタ Het er omyct er i s j aponi cus

ウシノシタ科 クロウシノシタ Par apl agusi a j aponi ca ● ● ●

ギマ科 ギマ Tr i acant hus bi acul eat us ● ● ● ● ●

モンガラカワハギ科 アミモンガラ Cant hi der mi s macul at a ●

カワハギ科 アミメハギ Rudar i us er codes

ハコ フ グ科 コ ン ゴ ウフ グ Lact or i a cor nut a

ハコフグ科 ハコフグ Ost r aci on i mmacul at um

フグ科 クサフグ Taki f ugu al bopl umbeus ● ● ● ● ● ●

フグ科 コモンフグ Taki f ugu f l avi pt er us

フグ科 ヒガンフグ Taki f ugu par dal i s ● ●

フグ科 トラフグ Taki f ugu r ubr i pes ●

フグ科 フグ科 Tet r aodont i dae ● ●

爬虫類　 1 種群 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Tr achemys scr i pt a el egans
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報告地名
葛西海浜公園

江戸川区

葛西海浜公園
東なぎさ
江戸川区

葛西海浜公園
江戸川区

葛西海浜公園野
鳥園

江戸川区

境川ならびに
浦安市沿岸

浦安市

三番瀬環境観察
館周辺
浦安市

三番瀬
ふなばし三番瀬

海浜公園
船橋市

新浜湖
市川市

湾東岸水路群
( 市原市・木更津
市・袖ヶ浦市・君
津市・富津市)

小櫃川
河口干潟
木更津市

科 和名 学名

海藻類　　　18種群 フジマツモ科 ショウジョウケノリ Pol ysi phoni a sent i cul osa ● ●

オゴノリ科 オゴノリ Gr aci l ar i a ver mi cul ophyl l a ● ● ● ●

オゴノリ科 ベニオゴノリ Gr aci l ar i a r hodocaudat a ●

イギス科 イギス科 Cer ami aceae ●

ダジア科 ダジア科の一種 Dasyaceae gen.  sp. ●

テングサ科 テングサ科の一種 Gel i di aceae gen.  sp. ●

ウシケノリ科 スサビノリ Neopyr opi a yezoensi s ● ● ● ●

カヤモノリ科 セイヨウハバノリ Pet al oni a f asci a ●

カヤモノリ科 カヤモノリ Scyt osi phon l oment ar i a ●

ホンダワラ科 スナビキモク Sar gassum ammophi l um ●

ホンダワラ科 アカモク Sar gassum hor ner i  ●

シオミドロ科 シオミドロ Ect ocar pus si l i cul osus ●

チガイソ科 ワカメ Undar i a pi nnat i f i da

アオサ科 アナアオサ Ul va per t usa ● ●

アオサ科 ボウアオノリ Ul va i nt est i nal i s ● ● ●

アオサ科 Ul va  属 Ul va sp.  or  spp. ● ●

ミル科 ミル属の一種 Codi um sp. ● ●

ハネモ科 ハネモ Br yopsi s pl umosa ● ●

アマモ類　　2種 アマモ科 アマモ Zost er a mar i na ●

アマモ科 コアマモ Zost er a j aponi ca ● ●

総種群数　610

報告者名

団体名
葛西海浜公園

パートナーズ

江戸川区

こども未来館

NPO法人生態教育

センター

NPO法人生態教育

センター

浦安水辺の会・浦

安三番瀬を大切に

する会

浦安市三番瀬環

境観察館

ふなばし三番瀬環

境学習館

NPO行徳自然

ほごくらぶ・東京港

水中生物

研究会

東京湾再生官民

連携フォーラム

生き物生息場

づくりPT

東京港水中生物

研究会

柚原 剛
野村英明

尾島智仁
尾島雅子
多留聖典

風呂田利夫

吉田祐一
大原庄史
吉田祐一

浦川賢二 海上智央 小澤鷹弥
野長瀬雅樹
多留聖典

木村成美 高木嘉雄
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（３）レッドリスト等への掲載状況 

 また、事務局において、確認された生物種について、環境省レッドリスト 2020（令和２

年３月）及び環境省版海洋生物レッドリスト（平成 29 年３月）への掲載の有無を調べたと

ころ、絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）と評価される種が２種、絶滅危惧ⅠB 類（EN）と評価される

種が３種、絶滅危惧Ⅱ類（VU）と評価される種が９種、準絶滅危惧（NT）と評価される種が

30 種含まれていることが確認できました。また、生態系被害防止外来種リスト（環境省及

び農林水産省、2016）への掲載の有無について調べたところ、特定外来生物は含まれていな

かったものの、総合対策外来種が 16 種含まれていることがわかりました。 

 

【レッドリストへの掲載状況】 

絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）２種 

サキグロタマツメタ、オウギウロコガイ  

 

絶滅危惧ⅠB 類（EN）３種 

ツバサゴカイ、バンズマメガニ、ニホンウナギ  

 

絶滅危惧Ⅱ類（VU）９種 

カワアイ、カハタレカワザンショウ、カミスジカイコガイダマシ、ヤミヨキセワタ、 

ヒメマスオ、ウモレベンケイガニ、エドハゼ、チクゼンハゼ、マサゴハゼ 

 

準絶滅危惧（NT）30 種 

ツボミ、イボキサゴ、ウミニナ、フトヘナタリ、クリイロカワザンショウ、 

ヨシダカワザンショウ、エドガワミズゴマツボ、クレハガイ、ムシロガイ 

ムラクモキジビキガイ、ウスコミミガイ、コケガラス、サビシラトリ、サクラガイ 

ウズザクラ、ヤマトシジミ、オオノガイ、スジホシムシモドキ、イトメ、 

アナジャコフクロムシ、クボミテッポウエビ、ヨモギホンヤドカリ、ベンケイガニ 

クシテガニ、ヒメアシハラガニ、オサガニ、ミサキギボシムシ、ドジョウ、ヒモハゼ 

トビハゼ 

 

情報不足５種 

ヒガタヨコイトカケギリ、ガタヅキ、テナガツノヤドカリ、カネココブシガニ、オニボラ 

 

【生態系被害防止外来種リストへの掲載状況】 

総合対策外来種 16 種 

シマメノウフネガイ、ムラサキイガイ、ミドリイガイ、ホトトギス、ホンビノスガイ 

シナハマグリ、タイワンシジミ、イガイダマシ、カニヤドリカンザシ、タテジマフジツボ 

アメリカフジツボ、ヨーロッパフジツボ、アメリカザリガニ、チチュウカイミドリガニ 

モツゴ、カダヤシ 
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※提供されたリストに掲載されている順に従って記載。 

※環境省レッドリストと海洋生物レッドリストについては、評価カテゴリーは絶滅（EX）、野

生絶滅（EW）、絶滅危惧 IA 類（CR）、絶滅危惧 IB 類（EN）、絶滅危惧 I 類（CR+EN）、絶滅危

惧 II 類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）の

8 つに分けられる。絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）は、絶滅の危機に瀕している種、絶滅危惧ＩＢ

類は、ＩA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの、絶滅危

惧Ⅱ類（VU）は、絶滅の危険が増大している種、準絶滅危惧（NT）は、現時点での絶滅危険

度は小さいが、生息条件の変化によっては『絶滅危惧』に移行する可能性のある種、情報

不足(DD）は、評価するだけの情報が不足している種とされている。 

※生態系被害防止外来種リストについては、定着を予防する外来種（定着予防外来種）、総合

的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）、適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産

業管理外来種）の大きく３つに分類される。 

※絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）のサキグロタマツメタについては、海外外来個体群の侵入による二

枚貝の食害の発生も報告されている。 



  - 168 - 

１０．環境啓発活動等のイベント開催実績 

 東京湾の海域及び流域河川の水質改善等に関する普及啓発活動を含むイベン

トは、表 10-1 のとおり、13 件の環境啓発活動等のイベントが開催されました。 

（募集時に対象期間とした 7 月～10 月外のものも含みます。） 
 

表 10-1  環境啓発活動の開催実績 （実施日順） 

報告書

番号 
開催場所 実施日 活動内容等 主催 

１ 荒川区  5 月 7 日 水辺・水上でのリスク

回避行動の講習会  

川はともだち  

２ 旭化成株式会社 

製造統括本部 

川崎製造所 

6 月 1 日～ 

6 月 30 日 

製造所環境月間の取り

組み 

旭化成株式会社 

製造統括本部川崎製造所 

環境安全部 

３ 石神井川（東伏見橋

から下野谷橋まで） 

6 月 11 日、 

10 月 1 日 

石神井川の清掃 都立保谷高校 

４ 東亜合成株式会社  

川崎工場  

6 月 20 日 構内一斉清掃  東亜合成株式会社  

川崎工場  

５ 株式会社日本触媒 

川崎製造所 

6 月 24 日 2022 年度環境大会 株式会社日本触媒 

川崎製造所 

６ 富津市下州海岸  6 月 25 日 富津海岸清掃活動 日本製鉄株式会社  

技術開発本部 

７ 葛西海浜公園  

西なぎさ 

7 月 9 日、 

7 月 30 日、 

8 月 20 日、 

9 月 10 日 

西なぎさ発：東京里海

エイド 

DEXTE-K 

８ お台場海浜公園  7 月 30 日～ 

8 月 7 日 

お台場プラージュ  

（海水浴）2022 

港区、お台場プラージュ地

域連携チーム  

９ 調布市多摩川自然情

報館  

7 月 31 日 

8 月 11 日 

多摩川の魚観察会 調布市多摩川自然情報館 

１０ 葛西海浜公園  

西なぎさ  

7 月 17 日～ 

8 月 24 日 

海水浴体験 NPO 法人ふるさと東京を

考える実行委員会  

１１ 葛西海浜公園  

西なぎさ  

7 月 17 日～ 

8月 28日の日

曜 日 と 祝 日

の 9 日間 

里海まつり NPO 法人ふるさと東京を

考える実行委員会  

１２ 横浜港大さん橋ホー

ルおよび周辺海上 

10 月 15 日～

10 月 16 日 

東京湾大感謝祭 2022 東京湾大感謝祭実行委員会 

１３ 習志野市茜浜海浜公

園周辺・親水護岸 

11 月 20 日 習志野市護岸の清掃活

動とゴミの種類調査 

習志野の海を守る会 
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イベントレポート１  
主催機関  イベント名  
川はともだち  水辺・水上でのリスク回避行動の講習会  

 
【イベント概要】  

水辺・水上でのリスク回避行動の講習会。（RAC に講師依頼）  
 
【開催時期、参加人数】  

令和４年５月７日（土）  
聴講者１５名  

 
【その他】  
 ボート進水会は、５月、８月、１１月に企画し、諸準備を進めたが、コロナ禍で延期

を余儀なくされ、来年春に開催予定。  
 



  - 170 - 

イベントレポート２  
主催機関  イベント名  
旭化成株式会社  
製造統括本部 川崎製造

所 環境安全部  

製造所環境月間の取り組み  

 
【イベント概要】  
環境月間に合わせて、製造所内で各種取り組みを実施した。  
 
【開催時期】  
令和４年６月１日（水）～６月３０日（木）  
 
【場所】  
旭化成㈱製造統括本部川崎製造所内の各部署  
 
【主なイベント内容】  
製造所内の各部署で下記１～３の活動を実施した。活動の結果は「活動整理表」にまと

め、環境安全部に提出した。  
 
＜活動内容＞  
１．公害発生源施設及び公害防止施設の総点検  
２．従業員への環境研修及び啓発  
（部場における環境関連設備等に関する教育・周知、トラブル時の対応訓練、等）  
３．施設内・周辺の美化及び環境保全対策  
（排水溝の清掃、通路の清掃、施設内の除草、配水管の清掃  
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イベントレポート３  
主催機関 イベント名 

都立保谷高校 

（協力）西東京市環境保全

課 

石神井川の清掃 

 

【イベント概要】 

都立保谷高校の生徒が東伏見橋から下野谷橋まで川の中を歩きながらゴミ拾いをしまし

た。 

 

【開催時期】 

令和４年６月１１日（土）、１０月１日（土） 

 

【場所】 

石神井川（東伏見橋から下野谷橋まで） 

 

【主なイベント内容】 

都立保谷高校の生徒約４０名が東伏見橋から下野谷橋まで川の中を歩きながらゴミ拾い

を行いました。コロナウイルス感染防止のため、マスク着用の上、密にならないよう注

意しながら行いました。 



  - 172 - 

イベントレポート４  
主催機関  イベント名  
東亞合成株式会社  
川崎工場  

構内一斉清掃  
 

 
【イベント概要】  
敷地境界線付近、工場内通路および緑地の除草、ゴミ拾い、防液堰内の雑草抜取など。  
 
【開催時期】  
令和４年６月２０日（月）  
 
【場所】  
東亞合成株式会社川崎工場  
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イベントレポート５  
主催機関  イベント名  
株式会社日本触媒  
川崎製造所  

２０２２年度 環境大会  

 
【イベント概要】  
製造所で従業員、協力会社員を対象に環境大会を開催し、１８３名が参加した。  
 
【開催時期】  
令和４年６月２４日（金）  
 
【場所】  
自社（千鳥工場をメイン会場として、千鳥工場と浮島工場を Teams で繋ぎ、会場を分散

して開催）  
 
【主なイベント内容】  
従業員及び協力会社員に製造所の環境負荷量推移や環境関連の規制動向等について説明

した。  
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イベントレポート６  

 

【イベント概要】  

日本製鉄㈱技術開発本部富津地区の勤務者から有志を募り、 地元である富津市下洲海岸の

清掃活動を実施しました。  

 

【開催時期】  

令和４年６月２５日（土）  

 

【場所】  

富津市下洲海岸  

 

【主なイベン ト内容】  

日本製鉄㈱技術開発本部富津地区の勤務者７２名が参加して、 １０時～１１時まで清掃活

動実施。海岸のごみが一掃され、 美しい砂浜になりました。 

 

（活動状況）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（回収されたごみ）  

 
 
 
 
 
 
 
 

主催機関  イベント名  

日本製鉄㈱技術開発本部  富津海岸清掃活動  
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イベントレポート７  
主催機関  イベント名  
DEXTE-K 西なぎさ発：東京里海エイド  

 
【イベント概要】  
葛西海浜公園／西なぎさにおける漂着ごみのクリーンアップ活動。  
【開催時期】  
令和４年７月９日（土）、７月３０日（土）、８月２０日（土）、  

９月１０日（土）、１０月１５日（土）、１０月２２（土）  
 

【場所】  
葛西海浜公園／西なぎさ  
【主なイベント内容】  

東京都および近郊に住む一般市民を対象に募集をおこない、葛西干潟に漂着するごみ

のクリーンアップ活動を実施。活動前に西なぎさの歴史やロケーション上の特異性、生

息する生物や多様性の実態などの話をおこない、活動後には収集した漂着ごみを全員で

確認しながら振り返りを実施した。  
 7 月 30 日（土）の活動は、臨時開催でした。関東地方北部にゲリラ豪雨が連日降った

後に漂着ごみがたくさん漂着したためです。  
【活動成果】  
・7/9（土）参加者数：47 名（大人：43 名、こども：4 名）収集したごみ（45ℓごみ袋

換算）：12 袋  
 飲料ペットボトル：54、ビン類：14、缶類：8、危険ごみ：2、粗大ごみ：17 他  
・7/30（土）参加者数：28 名（大人：26 名、こども：2 名）収集したごみ（45ℓ ごみ袋

換算）：33 袋  
 ペットボトル：367、ビン類：167、缶類：116、危険ごみ：10、粗大ごみ：25 他  
・8/20（土）参加者数：  34 名（大人：30 名、こども：4 名）収集したごみ（45ℓ ごみ

袋換算）：24 袋  
 飲料ペットボトル：45、ビン類：15、缶類：7、危険ごみ：8、粗大ごみ：20 他  
・9/10（土）参加者数：  31 名（大人：31 名、こども：0 名）収集したごみ（45ℓ ごみ

袋換算）：6 袋  
 飲料ペットボトル：50、ビン類：12、缶類：9、危険ごみ：5、粗大ごみ：30 他  
・10/15（土）参加者数：62 名（大人：52 名､こども：10 名）収集したごみ（45ℓ ごみ

袋換算）：10 袋  
 飲料ペットボトル：67、ビン類：12、缶類：9、危険ごみ：6、粗大ごみ：30 他  
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・10/22（土）参加者数：41 名（大人：38 名､こども：3 名）収集したごみ（45ℓ ごみ袋

換算）：7 袋  
 飲料ペットボトル：97、ビン類：6、缶類：9、危険ごみ：5、粗大ごみ：20 他  
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イベントレポート８  
主催機関  イベント名  
港区、お台場プラージュ

地域連携チーム  
お台場プラージュ（海水浴）2022 

 
【イベント概要】  

東京 2020 大会のレガシーとして「泳げる海、お台場」の実現をめざす取組の一環と

して、「泳げるセーヌ」復活をめざすパリ市と連携した海水浴イベント「お台場プラージ

ュ」を 3 年ぶりにお台場海浜公園のビーチで開催しました。  
セーヌ川沿いでバカンス気分を楽しめるイベント「パリ・プラージュ」の雰囲気をお

台場に再現し、パリ市や港区の東京 2020 大会での取組を PR するブースを設置しまし

た。  
台場地区の地域住民で構成する「お台場プラージュ地域連携チーム」メンバーやボラ

ンティアスタッフの協力のもと、安全・安心なイベント運営に努めました。  
9 日間で、13,000 名（うち遊泳者は約 4,900 名）を超える方に来場いただきました。 

 
【開催期間】  
令和４年７月３０日（土）～８月７日（日）  
 
【場所】  
都立お台場海浜公園（台場一丁目 4 番）  
 
【主催】  
港区、お台場プラージュ地域連携チーム  
 
【後援】  
東京都、在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本、一般社団法人東京臨海

副都心まちづくり協議会  
 
【協力】  
パリ市、東京港埠頭株式会社、港区トライアスロン連合、青少年対策お台場地区委員会、

港区教育委員会事務局、港区立小中一貫教育校お台場学園、港区立台場児童館等  
 
【来場者数】  
13,000 名（うち遊泳者は約 4,900 名）／9 日間  
 
【広報】  
https://www.city.minato.tokyo.jp/shiba-koudaibatan/event/odaiba_plage2022.html 
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【お台場プラージュの様子（抜粋）】  
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イベントレポート９  
主催機関  イベント名  
調布市多摩川自然情報館

（運営受託事業者株式会

社セルコ）  

7 月、8 月の月別イベント多摩川の魚観察会 

 
内容は実施報告書のとおり。  
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７月の月別イベント実施報告書 

タイトル 多摩川の魚観察会 

実施日時 令和 4 年 7 月 31 日（日）9 時 30 分～12 時 00 分 

参加者数 小学生 10 人，大人 12 人 

配布資料 多摩川の魚観察会（配布資料） 

講師 君塚芳輝（淡水魚類研究者） 

講座内容 魚の先生の解説を聞き，先生と一緒に多摩川で魚やエビをタモ網で探して，

その名前を調べました。また，投網の実演を行いました。 

〈採取した生き物〉アユ，オイカワ，コクチバス，スゴモロコ，スミウキ

ゴリ，タモロコ，ヌマチチブ，マルタウグイ 全 8 種 

  

タモ網の実演            投網の実演 

  

採集の様子           採集したオイカワ 

参加者の感

想 

【多摩川自然情報館でこれからやってみたいこと】 

・虫捕り 

・爬虫類、両生類の紹介 

担当解説員

（敬称略） 

君塚芳輝（講師），講師付き添い三人（講師補助），竹内（全体進行・陸上

監視・写真撮影），石川・鎌田（会場設置・河川内監視），福田(会場設置・

採取補助) ，浅野（受け付け案内・写真撮影・河川内監視），紺野：情報館

内（水位監視・警報確認）, インターン実習生 1 人（監視補助他） 
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８月の月別イベント実施報告書 

タイトル 多摩川の魚観察会 

実施日時 令和 4 年 8 月 11 日（木・祝）9 時 30 分～12 時 00 分 

参加者数 小学生 11 人，大人 10 人，付き添いの幼児 1 人 

配布資料 多摩川の魚観察会（配布資料） 

講師 君塚芳輝（淡水魚類研究者） 

講座内容 魚の先生の解説を聞き，先生と一緒に多摩川で魚やエビをタモ網で探して，

その名前を調べました。また，投網の実演を行いました。 

〈採取した生き物〉アブラハヤ，アユ，ウキゴリ，オイカワ，スミウキゴ

リ，デメモロコ，ニゴイ，ヌマチチブ，マルタウグイ 全 9 種 

  

タモ網の実演            採集の様子 

  

採集したニゴイ 

参加者の

感想 

【多摩川自然情報館でこれからやってみたいこと】 

・虫捕り 

・爬虫類、両生類の紹介 

担当解説

員（敬称

略） 

君塚芳輝（講師），講師付き添い三人（講師補助），竹内（全体進行・陸上

監視・写真撮影），石川・鎌田（会場設置・河川内監視），福田(会場設置・

採取補助) ，浅野（受け付け案内・写真撮影・河川内監視），紺野：情報館

内（水位監視・警報確認）, インターン実習生 2 人（監視補助他） 
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イベントレポート１０  
主催機関  イベント名  
NPO 法人ふるさと東京

を考える実行委員会  
海水浴体験  

夏休み期間の７月１７日～８月２８日までの４３日間、１０時～１６時まで葛西海浜公

園西なぎさにおいて、海水浴体験を実施し、６万８千人が海水浴を楽しんだ。  
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イベントレポート１１

主催機関 イベント名

NPO 法人ふるさと東京

を考える実行委員会

里海まつり

夏休み期間の７月１７日～８月２８日までの日曜日と祝日の９日間、葛西海浜公園西な

ぎさにおいて、以下の表に掲げる様々な海遊びを行い、千名以上が参加した。



  - 184 - 

イベントレポート１２  
主催機関  イベント名  
東京湾大感謝祭実行委員

会  
東京湾大感謝祭 2022 

 
【イベント概要】  

東京湾大感謝祭は、市民や企業、団体と国や自治体がともに、海の再生やライフスタ

イルシフトのあり方を考え、行動するきっかけを提供する場として、2013 年秋に初開催

されました。その後、横浜赤レンガ倉庫とその周辺海上を舞台に開催され、多くの市民

や企業、団体、国、自治体の関係者が参加しているイベントです。  
東京湾大感謝祭 2022 は、３年ぶりの対面開催となりました。東京湾再生のための行

動計画改定に向けて「海にいいこと、やさしいこと、はじめよう！」をテーマに、ステ

ージでは全１０プログラムを、展示企画では全３企画を、会場イベントでは全３プログ

ラムを実施しました。  
 
【開催期間】  
令和４年１０月１５日（土）、１６日（日）  
 
【場所】  
横浜港大さん橋ホールおよび周辺海上  
 
【主催】  
東京湾大感謝祭実行委員会  
 
【共催】  
国土交通省関東地方整備局、横浜市、東京湾再生官民連携フォーラム、（一財）みなと総

合研究財団、東京湾の環境をよくするために行動する会、横浜港ボート天国推進連絡協

議会  
 
【特別協力】環境省  
 
【後援】水産庁  
 
【来場者数】  
6,572 名／2 日間  
 
【取材】  
16 社（テレビ 3 社、ラジオ 2 社、新聞 4 社、雑誌 2 社、その他 5 社）  
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イベントレポート１３

主催機関 イベント名

習志野の海を守る会

（NPO 法人さざなみ）  
習志野市護岸の清掃活動とゴミの種類調査

【概要】

習志野の海を守る会（NPO 法人さざなみ）スタッフ及び地域住民約４０名により海辺の

清掃活動、ゴミ調査を行いました。

【開催時期】

令和４年１１月２０日（日）午前

【場所】

習志野市茜浜海浜公園周辺・親水護岸

【内容】

習志野の親水護岸に漂着した海ゴミおよび陸からの廃棄ごみを回収しました。同時にご

みの種類についても分析し、当会の経時的な調査に必要なデータを抽出しました。調査

結果は東京湾大感謝祭や国際キャンペーンなどへ出展・提出させて頂いております。
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１１．用語解説 

表 11-1 水質指標について 
項目 説明 環境との関連 

溶存 
酸素量 
（DO） 

水中に溶けている酸素量のこと

で、酸素供給（大気からの溶解や

植物プランクトンを含む藻類によ

る光合成など）と消費（有機物の

分解、生物の呼吸など）や移流・

拡散のバランスを示します。水中

に溶ける酸素量は水温が高くなる

と減少し、水温 20 ℃の時に約 9 
mg/L で飽和状態となります。底層

溶存酸素量（底層 DO）とは海底か

ら 1 m 以内の底層で測定された溶

存酸素量のことです。 

貧酸素状態が続くと、好気性微生物

（酸素を必要とする生物）にかわって

嫌気性微生物（酸素を必要としない生

物）が増殖するようになります。嫌気

性微生物の活動により有機物の腐敗

（還元・嫌気的分解）が起こり、メタ

ンやアンモニア、有害な硫化水素が発

生し、悪臭の原因となります。また、

溶存酸素濃度が 3 mg/L を切ると魚類

を含めた多くの底生生物は生息でき

なくなり、生物多様性が低下します。 

塩分 

海水 1 kg 中に溶解している塩化ナ

トリウムなどを主とした固形物質の

全量に相当します（絶対塩分）。海水

には非常に多くの物質が溶け込んで

おり、絶対塩分を直接測定すること

は困難なので、精度良く測定できる

海水の電気伝導度から換算式を用い

て仮想の塩分（実用塩分）を求める

方法が一般的です。 
※単位は psu（実用塩分） 

海面を通じての降水量と蒸発量の差

や、河川水等による淡水流入の影響で

変化します。低塩分の海水は密度が小

さく、相対的に軽いため、表層に低塩

分水が分布すると、底層と表層の海水

が混ざりにくくなります。こうなると

底層の水へ酸素が供給されにくくなる

ことから底層の貧酸素化に影響しま

す。 

①透明度 
②透視度 

どちらも水の清濁を表現するための

指標です。①は直径 30 cm の白色円

盤（セッキー板）を水中に沈め、水

面から肉眼で確認できる限界の深さ

をいい、②は透明な管に試料を入れ

て上部から透視し、白色の標識盤に

書かれた印が初めて明らかに確認で

きるときの水層の高さをいいます。 

①、②ともに値が大きいほど水が澄ん

でいることを表します。主に①は海や

湖沼、②は河川や排水の調査等で使用

されます。一般的に、水中に浮遊物質

や生物が多くなると値は低下します。 
ダイビングにおいても透視度という用

語を用いますが、これは水平方向に見

通せる距離を表したものです。 
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項目 説明 環境との関連 

化学的 
酸素 

要求量 
（COD） 

水中の有機物を酸化剤で化学的に酸

化する際に消費される酸化剤の量を

酸素量に換算したもので、水中の有

機物の分解に必要な酸素の量を表し

ます。 

湖沼・海域などの停滞性水域や藻類の

繁殖する水域の有機汚濁の指標に用い

られます。COD が高い状態が続くと、

生物生息環境の多様性が低下し、魚類

を含めた底生生物は生息できなくなり

ます。 

全窒素 
（T-N） 

全窒素・全リンは、湖沼や内湾など

の閉鎖性水域の富栄養化の指標とし

て用いられています。水中では、窒

素・リンは、硝酸・リン酸イオンな

どの無機イオンや含窒素・含リン有

機物として存在しています。 

窒素やリンは、植物の生育に不可欠な

ものですが、過剰な窒素やリンが内湾

や湖に流入すると富栄養化が進み、植

物プランクトンの異常増殖を引き起こ

すことがあります。そのため、湖沼に

おけるアオコや淡水赤潮の発生、内湾

における赤潮発生の直接の原因となり

ます。 

全リン 
（T-P） 

クロロ 
フィル-a 

全ての藻類に含まれる光合成色素で

あることから、水中の植物プランク

トン量の指標として用いられます。 
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○水質汚濁現象について 
・赤潮（水質指標キーワード：全窒素、全リン、クロロフィル-a） 

水中に生存している植物プランクトン等が異常に増殖し、水の色が著しく変わる現象です。

水の色は原因となるプランクトンの種によって異なり、赤褐色、茶褐色などの色を呈します。

赤潮が発生する背景としては、窒素やリンの流入負荷量増加に伴う水域の富栄養化が原因の

ひとつと指摘されています。大量に発生した赤潮生物は死滅後、微生物によって分解される

過程で大量の酸素を消費するため、貧酸素水塊の形成要因のひとつとされています。この他

にも、毒性を持つプランクトンによる赤潮は、その水域の生物に直接的に被害を与えること

があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・青潮（水質指標キーワード：DO） 

富栄養化や有機物による水質汚濁の進んだ内海の底層では、大量発生したプランクトンの

死骸が微生物に分解される過程で酸素が消費され、貧酸素水塊が形成されます。貧酸素水塊

中では、底質中の硫黄化合物の還元が促進され、次第に水中への硫化水素の蓄積が進みます。

このような水塊が風などによって表層まで湧き上がると、含まれていた硫化水素が酸素と反

応して硫黄のコロイドを大量に生成します。コロイドは、太陽光を反射して海水を乳青色や

乳白色に変色させます。青潮も赤潮と同様に水生生物の大量死を引き起こすなど、生物に被

害を与えます。東京湾ではアサリの大量死が起こることもあります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：隅田川河口部（平成22年7月5日） 写真：千葉港内（平成15年8月11日） 

写真：千葉港（平成 23 年 8 月 30 日） 写真：羽田沖（平成 16 年 8 月 18 日） 
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・貧酸素水塊（水質指標キーワード：DO） 
生物に影響を及ぼすほど酸素の濃度が低くなった水塊のことです。境界値についてはさま

ざまな指標がありますが、水産用水基準においては 4.3 mg/L が「底生生物の生息状況に変

化を引き起こす臨界濃度」とされています。また、環境省が告示する生活環境の保全に関す

る環境基準において、生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物が生息できる場を保全・

再生する水域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物が再生産できる場を保

全・再生する水域の基準は 4.0 mg/L 以上、生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物を

除き、水生生物が生息できる場を保全・再生する水域又は再生産段階において貧酸素耐性の

低い水生生物を除き、水生生物が再生産できる場を保全・再生する水域は 3.0 mg/L 以上と

されています（詳しくは、https://www.env.go.jp/kijun/mizu.html をご覧ください）。 
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１２．問い合わせ先等 

（１）問い合わせ先 
本資料の内容や東京湾環境一斉調査についてのお問い合わせ・ご意見は、下記連絡先ま

でお願いします。 
○東京湾再生推進会議モニタリング分科会事務局 

海上保安庁海洋情報部大洋調査課     03-3595-3635 
環境省水・大気環境局水環境課閉鎖性海域対策室   03-5521-8319 

○九都県市首脳会議環境問題対策委員会水質改善専門部会 
令和４年度幹事 埼玉県環境部水環境課          048-830-3081 

○東京湾岸自治体環境保全会議 
令和４年度幹事 千葉県環境生活部水質保全課      043-223-3816  

○東京湾再生官民連携フォーラム 
東京湾環境モニタリングの推進プロジェクトチーム  03-5157-5235 

 
（２）情報掲載先 

東京湾環境一斉調査の報告書は東京湾環境一斉調査 WEB サイトに掲載しています。ま

た、調査結果を分かり易くまとめた「東京湾環境 MAP」を国土技術政策総合研究所 WEB
サイトにて掲載しています。 

東京湾環境一斉調査の観測デ－タは、東京湾環境情報センターから入手することができ

ます。 

○東京湾環境一斉調査 WEB サイト 
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TB_Renaissance/Monitoring/General_survey/index.htm 

○国土技術政策総合研究所 WEB サイト（東京湾環境マップと事例集に関する情報） 

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/engan/kaiyou/kenkyu/map-sympo.html 

○東京湾環境情報センター（国土交通省関東地方整備局港湾空港部横浜港湾空港技術調査事務所） 
https://www.tbeic.go.jp/ 

 
 （参考） 

○東京湾再生推進会議 WEB サイト 
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TB_Renaissance/index.html 

 


